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インテルメッツォ








チルドレン









　小さな惑わく星せいであった。

　銀河の、主系列からは少しはずれたところにある、保養惑星……。

　彼らの言葉では、惑星ビシュラムと呼ばれている。

　銀河に冠かんたる神聖ラアルゴン帝国の、さらにそのまた属ぞく領りようであるアシュラン大公国に属する惑星である。

　とりわけて風ふう光こう明めい媚びというのではないが、少し鄙ひなびた感じのする、静かな、趣味のよい惑星であった。その大気を呼吸しているだけで不思議と心が安らぐ、そんな惑星であった。

　三つある大陸のうちで、いちばん大きいそれは、ナッス大陸と呼ばれている。

　そのナッス大陸の東のはずれに、ラアルゴン皇族の、夏期の別荘である御ご用よう邸ていがあった。

　ラアルゴンの本星である惑星ラムザンは、酷こく暑しよの惑星である。末期の赤色巨星を主星に戴いただいているのであるから無理もないが、夏はまともな人間の住める環境ではなくなる。

　いかに屈くつ強きようなラアルゴン人でも、三日もその緋あかき太陽に晒さらされればへばってしまう、そんな暑さであった。

　だから夏場は、皇帝陛下をはじめとするラアルゴンのやんごとない皇族たちは、こぞって涼りようをもとめて、この惑星ビシュラムへと避ひ暑しよにやって来るのであった。そんなことがもう、何代もの間続いていた。

　澄んだ空気と、ほどよく乾いた風──。

　ほとんど人間の手が入っていない、豊かな自然環境。

　そして、豊富な生物層。

　ナッス御用邸は、そんな恵まれすぎるくらいに恵まれた立地条件の中にあるのであった。

　子供の足でも、５分も歩けば海岸線に着く。そして、反対側は散さん策さくによい、静かでまばらな森林地帯だ。いや、森林地帯というのは少しおおげさかもしれないが、雑ぞう木き林ばやしと呼んでしまうには気の毒なほどの風ふ情ぜいは備えた、そんな森もある。

　少し遠出を覚悟すれば、歩いて行けるほどのところに美しい、静かな高原さえあった。皇家の直ちよつ轄かつ領りようなので、他に小うるさい、目め障ざわりなだけの観光客もいない。本当に静かで、豊かな自然を、自然だけを満まん喫きつできる高原である。

　虫、鳥、花、すべてにおいてことかかない。

　そんな環境を、こよなく愛する少女がいた。







「おにいちゃ～ん」

　少女が、年上の、その少年を呼んだ。

　呼ばれた少年が、声のほうを振り向く。

　本当の、兄妹ではない。

　けれど、本当の兄妹以上に、仲睦むつまじい二人であった。

　見ていて微ほほ笑えましい。

　二人は遠い、縁続きにあたる関係らしい。まったく血が繫つながっていないわけではないのだ。

　もっとわかりやすい、具体的な関係もある。

　乳ち兄妹きようだいなのである。

　少年の母親が、少女の乳母めのとなのだ。いや、乳母であった。

　その乳母は、すでにこの世の人ではない。

　もうひとつ、少年と少女とを繫ぐ関係があった。

　別荘の管理人の息子と、オーナーの娘という関係である。けれどそれは、二人の間ではさして重要な事柄であるとも思えなかった。二人の関係は、親同士の利害を抜きにして、まったくの対等であったからである。

　少年は、少女に優やさしかった。

　少女は少年に、よくなついていた。

　あるいは実の兄妹よりも、理想的な兄妹像に近かったかもしれない……。

　少年には二人の弟がいる。

　少女には二人の兄がいた。

　そのうちの誰だれよりも、どの組み合わせよりも、二人の仲はよかったのである。

「おにいちゃん」

　少女が、走って来た少年を見た。

　燃えるような緋あかい髪の毛と、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをした、利り発はつそうな少女である。年の頃ころは、おそらく６歳くらいであろうと思われた。

　それに対して、少年のほうは10歳くらいであろうか──。

　鳶とび色いろの髪と、はヘしイばゼみル色の優しい瞳が印象的であった。

　少年も少女も、見るからに高こう貴きな、整ととのった顔立ちであった。

　風格と呼んでよかろう。

「ルウおにいちゃん」

「なんだい？」

　ルウと呼ばれた少年が、優しい目で少女を見た。慈いつくしむような目である。

「見て、もうこんなに捕つかまえたよ」

　少女は言って、誇らしげにその小さな右手で、虫むし籠かごを差し上げてみせた。

　虫籠の中には、青い、地球で言えばバッタに似た昆こん虫ちゆうが、すでに十数匹ばかりも入っていた。

「イナゴよ。ビシュラムツマグロイナゴ！」

　図ず鑑かんで覚えたその名を、少女はやや興奮した声で叫んだ。「この星にしかいないの」

　少女は、生き物が大好きだった。

　普通の少女なら怯おびえたり、尻しり込ごみしかねない虫や、爬は虫ちゆう類るいでさえ臆おくすることなく手にすることができた。

　少女にとって生き物はすべて慈いつくしむべき対象であった。例外はない。

「本当だ。いっぱい捕まえたね」

　少年は、褒ほめてあげるように少女の頭に手をやった。

「えらいなあ、アザリンは……」

　そう言って、少女の頭を優しくなでた。

「でも、こんなにたくさん、どうするつもりなんだい？　まさか食べる訳わけでも、ないんだろう？」

「飼うの」

　アザリンと呼ばれた少女が、緋色の瞳を輝かせて言った。「わたしが飼うの」

　無む邪じや気きで、愛らしい声だった。

「ね、アザリン」

　ルウが言った。「逃がしてやろうよ」

「逃がすの？」

「そうだよ」

「どうして？」

　皇女アザリンは、不思議そうにルウを見上げた。「どうしてせっかく捕まえたのに逃がしちゃうの？」

「だって──」

　ルウは言った。「だってさ、かわいそうだろう？　バッタさん」

「イナゴ！」

　アザリンはキッとなって、反はん駁ばくした。相当に、我がの強い少女であるらしい。

　さすがに幼おさないとはいえ皇帝陛下の娘であった。

「言ったでしょう！　ビシュラムツマグロイナゴよ！」

「そうだったね」

　あくまで優しく、ルウは言った。

「だけどアザリンは、窮きゆう屈くつな宮きゆう廷ていは好きかな？」

「ううん」

　言下に、アザリンは首を振った。「嫌きらいよ。大嫌い！　あんな宮廷なんて！」

「だったらイナゴさんも同じさ。窮屈な籠かごの中に閉じ込めて飼うのは、かわいそうだろう？」

「うん……」

　ちょっぴり残念そうに、籠の中身に未み練れんを残して、アザリンは言った。「そうだけど……」

「逃がしておやりよ」

　アザリンの中で、なにかが、少女にとって大たい切せつなふたつのものが、天てん秤びんにかけられたようであった。そうして結局彼女は、かけがえのないほうを選んだ。

「わかった！」

　瞳をきらきらさせて、アザリンは、力強くうなずいた。「ルウおにいちゃんがそう言うのなら、逃がしてあげるよ」

「えらいな」

　ルウは笑顔でうなずくと、もう一度アザリンの頭をなでてやった。「えらいぞ。それでこそ、皇女さまだ」

　優しい。

　実の兄よりも優しいのだ。

　その懐ふところに抱かれるとき、アザリンはたとえようもない安らぎを感じる。本当の兄たちにはないものであった。

　アザリンの実の兄たち、つまり二人の皇太子は、妹に対してはきわめて冷れい淡たんである。

　第一皇太子のバスタップは、帝王教育を受けるのに忙いそがしく、ほとんど妹にかまっている時間はない。たまに会っても、ほとんど口をきくこともない。もともと情に薄い性格なのだが、輪をかけて徹てつ底ていした帝王になるための教育が、幼い人格を歪ゆがめているようなところがある。

　第二皇太子のソミュアは、長ちよう兄けい以上に冷淡な性格である。しかも病びよう弱じやくで、妙にひねくれたところのある、暗い皇子であった。いてもいなくても、わからないようなところがあり、なにかにつけて影が薄い。

　だからアザリンは、本当の兄たちに対して、ルウに対して抱いているような情愛を、ついぞ感じたことはない。そういう意味では不幸だがしかし、そんな自分を不幸と感じたことはなかった。ルウたち三人の乳ち兄弟きようだいがいたからである。

　三人の義ぎ兄けいたちは、実兄たちにもまさるぬくもりと安らぎとを、彼女に与えてくれた。アザリンはどうかすると、彼らこそ、本当の兄なのではないかと思うことしばしばであった。

　わけても、ルウである。

　アシュラン大公ティン・マオの長子、ロンダール卿きよう、そして時が来れば次期大たい公こうとなるであろう、ティン・ルウであった。

　アザリンを生んだ後、ラアルゴン皇こう妃ひであるミライザは産後の経過が悪く、一時伏せっていた時期がある。幸いにしてもち直したものの、生まれたばかりで乳の足りない赤子のために乳母めのとの候補が求められ、アシュラン大公妃、つまりルウの母親にあたるティン・リィカに白しら羽はの矢が立てられたのであった。

　当時、リィカは三人目の男の子であるシュンを生んだばかりであったが、こちらのほうは母子ともにきわめて健康で、乳の出もよかった。リィカの乳は二人の赤子を養やしなって、なお余るほどであったのである。

　その乳を、ルウの弟のシュンと分け合って、アザリンは育ったのである。

　実の母よりも乳母のリィカを、だから彼女が慕したっていたのは無理もない。その乳母も、２年前に死んだ。辺境惑星ザクソニアに立ち寄った際に、質たちの悪い風ふう土ど病びようにやられたのだ。発病してから３日足らずという、実にあっけない最後であった。

　死ぬ間ま際ぎわ、心優しいリィカは三人の息子と、実の娘以上にかわいがっていたアザリンとをその枕元に呼び、泣きながら子供たちの手を取って、こう言った。

「ルウ、ラオ、シュン。アザリンと仲よくするのよ。お前たちの、妹なのだからね……」

　その母の最後の言葉を、三兄弟の長男ルウは、今日に至るも忠実に守り続けているのであった。

　だが、万事がそれで、丸くおさまったという訳でもない。

　おもしろくない人間も、当然いたのである。

　もっとも顕けん著ちよな例が、アザリンの実母である皇妃ミライザであろう。娘を乳母に取られたようで、内心穏おだやかでなかったであろうことは想像に難かたくない。以来彼女は二人の皇子だけを溺でき愛あいし、アザリンを邪じや険けんに扱ったのである。

　もう一人は、アシュラン三兄弟の次兄、ルウの弟でシュンの兄にあたるティン・ラオである。

　アザリンが来たとき、彼はまだ２歳にもなってはいなかった（シュンとは年とし子ごである）。母の愛を弟のシュンと、アザリンに奪われ（リィカには、決してそんなつもりはなかったのであろうが）いちばん割りを食くったのは彼であった。とりわけ突然に現れて、心地のよい母の膝ひざから彼を追放してしまったアザリンを、ラオは憎んだ。それは大人の目には、些さ細さいなことかもしれなかったが、多感な幼児の心には、深刻で、癒いやされることのない傷痕トラウマとなって遺のこったのである。

　それでも、少なくとも表面的には、三兄弟プラスアザリンの四人は、傍はた目めにも仲睦まじい兄妹と映り、ともに成長したのであった。




「あ──」

　御ご用よう邸ていへと帰る道すがら、不意にアザリンはルウの裾すそを引っ張った。

「どうしたの？」

「あれ！」

　アザリンが切り立った崖がけを指差す。「ヤンマ！」

　大きなヤンマが、絶ぜつ壁ぺきに生えた一本の草の茎にとまっているのを、彼女は目ざとく見つけたのだった。そのきわだった特徴を、幼い目は見み逃のがさなかった。

「ネアカテイオウヤンマ！」

　きわめつけの珍種であった。銀河でもこの星域の、この惑星のこの地方にしかいない。しかも固体数はきわめて限られている。昆虫マニアには垂すい涎ぜんのネアカテイオウヤンマ。銀河広しといえどもこれに匹ひつ敵てきする珍種トンボは、地球に生息するという幻まぼろしのマルタンヤンマくらいしかいない。

　脚あしと羽根のつけ根が赤い。ネアカの名の所以ゆえんである。テイオウというのは、ちょうどこのナッス御用邸に避暑に来ていた神聖ラアルゴン帝国第二十二代マウルラ一世帝が、この新種を発見し、命名したことに由ゆ来らいする。そればかりではなく、腹長２メリクル（約13センチ）という大きさは、帝王というその名にふさわしい。

　アザリンならずとも、少しでも昆虫に造ぞう詣けいの深い子供なら、瞳を輝かすにじゅうぶん値する勲くん章しようであった。

「捕つかまえて！」

　夢中になってアザリンは叫んだ。テイオウヤンマ以外眼中にない。

「足場が悪いよ」

「捕まえるの！」

　有う無むを言わさぬ口調で、アザリンはなおも叫ぶ。泣く子と地じ頭とうには勝てぬというが、彼女は弱者と強者の、その両方の特権をいっぺんに行こう使しすることのできる、銀河でも稀け有うな存在であった。いかにルウでも、勝てぬ道理である。

「欲しいの、欲しいの。欲しいの！」

　皇女はここを限りと叫んだ。欲しいものはなに不自由なく、与えられて育って来た少女である。我が慢まんという言葉の意味すら、知らない。

「取って、取って、取ってえ！」

「わかったよ」

　ルウは静かに、覚悟を決めた。自分とアザリンとが、今は兄妹同然でも、やがては厳然たる身分の差が二人を分かつであろうことを、すでにして知っている少年であった。自分が彼女にとっては臣しん下かでしかないことを、10歳にしてわきまえている少年であった。

　いや、そんな力関係は、実のところルウにとってはどうでもよかったのだ。ただ、アザリンの喜ぶ顔が見たかった。本当の気持ちはそれに近いところであったろう。

　利り己こ的な打だ算さん抜き。純粋な騎士道精神といってよかった。

「待ってて、きっと取ってくるから……」

　足場を確かめ、少年貴族は絶壁にとりついた。なるたけ下を、目もくらむ断だん崖がいの底を見ないようにしながら──。

　恐怖はあった。だがアザリンを喜ばせたいという想いは、その恐怖にまさった。

　ネアカテイオウヤンマは、草の茎に羽根を休めたまま、動かない。その生きた宝石に向けて、ルウはそろりそろりと手を伸ばした。

　その指先が、テイオウヤンマに届いたかに見えたそのとき──、

　ぱっと、ヤンマが飛び立った。

「あ──！」

　摑つかみかけて少年の足は、断だん崖がいを踏みはずしていた。

　そのまま奈な落らくの底へ向けて、まっさかさま──。

「ルウおにいちゃん！」

　アザリンが絶ぜつ叫きようした。

　少年の体は、崖がけの途中で何度も、岩角にぶつかった。それによって落下のスピードが殺されたことと、少年の体が柔じゆう軟なんでかつ軽かったことが、結果として彼の命を救った。

　だが──、

　彼は二度と、自分の脚あしで立つことは叶かなわない体になってしまったのである。

「おにいちゃん！」

　動けないルウにアザリンは、泣きながらむしゃぶりついた。「ごめんなさい、ごめんなさい！　あたしのせいで──」

「やあ……」

　力なく、ルウは目を開いた。それでも彼は、無理して笑顔をこしらえていた。

「捕まえたよ」

　その手を、アザリンの目の前で開いてみせる。

　ネアカテイオウヤンマは、その掌てのひらの中で生きていた。

　疵きずひとつない。透き通るような脈みやく翅しも、エメラルドグリーンと銀青色のストライプも、そのままである。

「捕つかまえた」

　ルウはまるで、銀河をその手に摑つかんだ勝者の表情で言った。

　晴ればれとした、表情であった。

「逃がすよ」

　微ほほ笑えんで、ルウは言った。「いいね」

「うん」

　アザリンはうなずいた。

　ネアカテイオウヤンマは、ルウの開いた手を離れ、抜けるように青いビシュラムの空へ、飛んでいった。

　二つの小さな瞳が、それを見上げる。

「よかった」

　消え入るような声で、ルウが言った。「これでいい」

　そのまますうっと、力が抜ける。

「ルウおにいちゃん！」

　アザリンが叫んだ。「しっかりして！」

　その叫ぶ声で、アザリンは夢から覚めた。

「夢……か……」

　現実うつつがより素す晴ばらしいかというと、そうでもない。

　むしろ、冷えびえとしていた。彼女はつい２週間前に、８年の長きにわたり、座り続けてきたその玉ぎよく座ざを、放ほう逐ちくされたばかりであった。まだ夢のほうが救いがある。

　そして彼女を玉座から追い落とした、その男こそ──。

　アシュラン大公ティン・ルウ。

　いや、いまや汎はん銀河公王・ルウ一世である。

「それにしても……」

　廃はい帝ていはつぶやく。

「この期ごに及んで、あの頃のことを夢に見るとはな……」

　すでに、あの懐かしい日々からは10年の歳月が流れている。二度とは帰れない。

　昔を今に、戻もどす術すべはない。皇帝といえども──。

　夜着の間に、じっとりと寝汗が染み込んでいた。

　うなされていたに違いない。

「ふふ……」

　それがおかしいのか、彼女は低く、嗤わらってみせた。

　皇帝の地位に、未練がなかったと言えば、噓うそになる。ラアルゴンの民たみもまた、彼女を必要としていたはずである。

　だが、それとは別に、安あん堵どする気持ちも、今の彼女にはあった。やっとこれで、長かった重圧から解放された、そんな想いもある。

　もと神聖ラアルゴン帝国第二十七代皇帝・ゴザ十六世──。

　目覚めれば一いつ炊すいの夢。

　廃帝アザリン、16歳の春であった。














第一章　嵐の萌ほう芽が









「なんてきれいな女ひ性とだ……」

　そのパーティの席上、遠目に彼女の姿を見たイサム・フジは、思わずつぶやいていた。

　地球。旧スイス領ジュネーブ。アシュラン、地球、ラアルゴンの銀河三大勢力による講和パーティの席上である。

　いや、講和の名を借りた、茶ちや番ばんであった。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきであった惑星連合と神聖ラアルゴン帝国とは、ともに仲よくアシュラン大公国の軍門に下くだった。いや、より正確にはアシュランが、漁ぎよ夫ふの利をせしめたのだ。戦力的には前二大勢力に比べはるかに劣おとるアシュランは、奸かん計けいを用いて両者を嚙かみ合わせ、その隙すきに乗じて地球とラアルゴン本星、ともに両者の本ほん拠きよ地ちを、稲いな妻ずまの勢いで制圧してしまったのである。そのやり方はともかく、手て際ぎわのみごとさは褒ほめられていい。

　いまや銀河は、アシュランのもの──。

　だが、敵を屈くつ服ぷくさせるのと、占領した敵地をうまく治おさめるのとは、また別のことである。アシュランには戦うための軍備はあっても、獲得した新しい領地を治めるためのノウハウが決定的に欠けていた。そのための人材もいない。

　もっと辛しん辣らつな言い方をすれば、彼らは、アシュランの三兄弟は、銀河全土を征せい服ふくすることが最終目的であって、それから先のことをなにひとつ考えてはいなかったのである。

　だからといって彼らを酷こく評ひようするのは、それこそ酷というものであろう。むしろ彼らはよくやった。少なくとも今まで誰だれ一人として達成したことのない、銀河統一という偉い業ぎようを、実質的にはわずか数日で、それも若くして、成し遂げてしまったのである。

　アシュランの三兄弟のうち、下の二人はまだ十代の少年、地球流に言うなら未成年である。長兄のルウでさえ、まだ二は十た歳ちになったばかりという若さであった。しかも彼は、車椅い子すに座ったままの体なのである。

　たとえば──、

　かつてラアルゴン一の猛もう将しようと謳うたわれた元国防長官ル・バラバ・ドム提てい督とくなど、初めて三兄弟に見まみえたとき、傍かたわらにいたかつての副官バルサローム提督に、こう漏もらしたそうである。

「不思議なものよ。あんな若わか造ぞうどもにしてやられたというのに、腹も立たん」

　もっとも、この台詞せりふを鵜う呑のみにしてはいけないだろう。彼は積年のライバルであった惑星連合宇宙軍の名将・ジャスティ・ウエキ・タイラー大将に、ミッドウェー宙ちゆう域いきで行われた決戦において、かつてなかったほどの大敗北を喫きつし、気弱になっていたときでもあったからである。それにドム提督自身、三兄弟よりは年長とはいえ、世間一般の常識からすればまだまだ、じゅうぶんに若造と呼んでいいほどの歳としでもあった。

　とにかく三人は、やったのである。

　いや、やってしまった。

　その後に、巨大な空白がやって来た。

　目標を見失った空白である。

　とにかく銀河は統一された。しかしまだ、統治はされていない。いや、ほど遠い。

　その統治を、円えん滑かつに行うための方ほう便べんとして、ジュネーブ講和園遊会は行われたのである。被支配者の側からすれば、これほどの偽ぎ善ぜんはない。口の悪い、元惑星連合艦隊のカール・ビョルン・アンドレセン准じゆん将しようなどに言わせると、

「ま、地球連合、ラアルゴン組、それにアシュラン会で、ヤクザの手打ち式といったところだな」

　ということになる。

　その手打ち式のパーティ会場で、イサム・フジは初めて、元ラアルゴン帝国の皇帝陛下を見たのである。

　噂うわさは聞いていた。だが実物を見るのは、これが初めてであった。

　感動した。その美しさに、である。

　噂が真実に遠く及ばない例もあるのだ。

　17歳のイサム・フジが、このパーティで振られた役割は、一給きゆう仕じであった。それ以上でもそれ以下でもない。敗者である旧惑星連合艦隊の二等兵あたりにはそれくらいのところが相場であろう。

　たかが一いつ介かいの給仕の目に、元皇帝陛下の美しさはまぶしすぎた。

　噂では、イサムよりも年下のはずである。

　地球なら、ハイスクールの女子生徒に相当する年齢であった。だが、とても地球の、同年代の少女とは比べられない。

　威い厳げんが、違う。

　風格が、桁けた違いである。

　気品が、物もの腰ごしが、ひとつひとつのしぐさが、比較の対象にならなかった。

　少女帝はその夜、若草の萌もえる色のイブニングドレスを、その身に纏まとっていた。ドレスの上からでも、豊満な体の線がわかる。ドレスの緑と、燃えるような髪の毛の赤とが、みごとなまでの対比を成していた。

　これ以上の緑はない。そしてこれ以上の赤はないと、イサムは思った。そしてその赤と緑とを瞳ひとみに焼き付けたのである。

　恋をしなかった訳ではない。キスの経験もある。けれどそれらの、かつて経験したときめきがすべて一瞬にして色褪あせてしまうほど、その胸の高鳴りは強烈であった。

　この世ならぬときめき──。

　こんな感情が、自分の中に存在していたとは、不思議であった。

　それ以上に、こんな美しい女ひ性とが、この宇宙に存在していいものかと思った。

　イサムにはいささか、女性不信の気けがある。女という生き物が、いささか信用できない。極言すれば女性の美しさはすべて、男をたぶらかすためだと、思っていたようなところがある。涙がまた、信じられない。

　ただ、心の中でそう思うだけで、言葉にしてはおくびにも出さなかったが、女性に関しては、とりわけ恋に対しては、自分でも不思議に思うほど淡たん泊ぱくなのである。

　理由ははっきりしていた。母だ。自分を生んだ実の母が、自分を捨てたからである。そのことがイサムを、軽い女性不信に陥おちいらせているのだ。

　広こう義ぎのマザー・コンプレックスと、言えないこともない。

　その自分が、初めて見るアザリンに、はからずも胸をときめかせている。そのことがイサムには、自分でも信じられなかった。

『僕はどうかしている』

　偽いつわらざる本心である。このまま彼女を見ていると、どうにかなってしまいそうであった。いや、すでにどうにかなってしまっているようであった。呼吸が熱い。自分で自分の鼓動と呼吸がわかる。

「よう、どうした坊や」

　振り向くと、アンドレセン元准将であった。イサムが師と仰あおぐタイラー提督の、次の次くらいに尊敬している軍人である。ちなみに彼がもっとも尊敬できない軍人とは、彼の父親であった。

「えらく、陛へい下かに見とれていたじゃないか」

「そんなことはないですよ！」

　イサムはムキになって否定してしまった。

　即座に後こう悔かいする。

　軍人としての戦歴も華はな々ばなしいが、それ以上に女性遍へん歴れきも豊富なアンドレセン提督に、わからぬはずがないからだ。戦略的には、明らかな失しつ策さくであった。

「若いな」

　アンドレセンは笑った。イサムがムキになって、否定したことが、である。

「お前さんのすべてを知っているわけじゃないが……」

　通称〝赤毛のエイリーク〟と呼ばれる豪ごう傑けつは、笑いながら力強い腕でイサムの背中を叩たたいた。「少なくとも女性を見る審しん美び眼がんにかけては、お前さんは正しい！」

　力一いつ杯ぱい、そう言った。

「惚ほれたな」

「そういう閣かつ下かもでしょう？」

「わかるか？」

「わかりますよ」

　イサムは笑った。少し照れ隠しを含んだ笑いであった。

「競争率は、熾し烈れつだぞ」

　正々堂々たる、ライバル宣言といったところだろうか。「タイラー提督の部下は、みんなアザリンちゃんのファンクラブの会員だ。一目でも御ご本ほん尊ぞんを拝おがんだことのある者は、みんな虜とりこになっちまうと言っても過言じゃねえだろうな」

「わかりますよ」

　イサムはうなずいた。

「ま、想おもったところで叶かなわぬ恋だ。たいがいそこであきらめるが、見たとこお前さんは、そういう顔をしちゃいねえな」

「そう見えますか？」

「見えるさ」

　アンドレセンはニヤッと笑って、

「ま、無謀ではあるがな、それだけに男冥みよう利りに尽きるって部分も確かにあるぜ」

　褒ほめているのか、冷やかしているのかわからない。アンドレセンはイサムを上から下まで、じろじろ見て、

「合格だな」

「どういう意味ですか？」

「元皇帝陛下の恋人としちゃ、合格って意味だよ。ボーダーラインギリギリだがな」

「優や良は無理でも、可ならＯＫってことですか？」

「ま、そんなとこだ」

　イサムを見るアンドレセンの目が、妙に優しい。「不服か？」

「そんなんじゃないけど……」

「なら、ドンと行けよ。バックアップするぜ」

　上官に尻しりを叩たたかれて、イサムはしかし、今ひとつはっきりしない。

「何を躊ちゆう躇ちよしてやがるんだ」

　好人物だが気短なアンドレセンが、少しイラつき始めた。「早く行って、陛下に挨あい拶さつしてこいよ」

「無茶ですよ……」

　柄がらにもなくイサムは狼ろう狽ばいした。「だいいち家柄が……」

「それなら心配ねえぜ。向こうは皇こう籍せきを失った廃はい帝てい。こちらは元大将閣下の御ご令れい息そくだからな」

「よしてくださいよ」

　イサムは身み震ぶるいした。「あんな最低の男の息むす子こだなんて……」

「ええい！　じれってえ」

　業ごうを煮にやしたアンドレセン、やにわにイサムの腕を引っ摑つかむと、つかつかとアザリンの前に引っ張って行った。イサムは抵抗できない。凄すごい怪力である。

「お久しゅうございます、皇帝陛下」

　アザリンは目の前に迫る、バイキングの末まつ裔えいを見上げた。

「そちは──」

「お忘れですか。それ、『信濃』事件のときの……」

「おお、思い出したぞ。アンドレか。パコパコの部下の……」

「アンドレセンです」

「そうであったか。あのときは世話になったな」

「陛下こそ、お元気でなにより」

「もう陛下ではない」

　アザリンは美しい竜りゆう顔がんを曇くもらせて、寂さびしそうに言った。「アザリンでよいぞ」

「滅めつ相そうもない。口が裂けてもその名、呼び捨てになんぞできませんや」

　アンドレセンは激しく首を振った。

「銀河広しといえどもその名をちゃんづけで呼べるのは、一人だけです」

「パコパコか……」

　懐かしむようにアザリンはその名を口にした。

「そういえば、あれの姿が見えぬようだ。あれはどうしておる？」

「自分の子供に、かかりっきりです」

「なんと！　あのパコパコに子が生まれたのか！」

　それまで沈みがちだったアザリンの表情が、それを聞いたとたんにパッと明るくなった。

「どんな子だ？　父親に似て毛並みはよいのか？」

　まるで自分の飼っていた犬に仔こ犬でも生まれたかのような口調である。彼女にしてみれば、その通りなのかもしれないが……。

「残念ながら母親似でしてね」

「そうか、それは残念だな」

「そうおっしゃるのは、陛下だけです」

　アンドレセンは苦笑した。アザリンにとって、理想の男性像は、タイラーなのかもしれない。だとしたら難なん儀ぎなことである。

「その地球人は？」

　ここで初めてアザリンは、イサムに気がついた。「見慣れぬ顔だな」

「パコパコ……、タイラー提督の、一の乾こ分ぶんを自称する野郎ですよ」

　目を細めて、アンドレセンは言った。「な！」

「確かにそうですけど……」

「何を怯おびえているのだ？」

　さすがに元皇帝の眼がん力りきは鋭するどい。「震えておるぞ」

「興奮していやがるんでさあ。柄がらにもなくね」

「閣下……」

　勘かん弁べんしてくださいという表情で、イサムがアンドレセンを見た。

「柱の陰で、陛下に見とれておりました」

「ほう……」

　アザリンの瞳ひとみを正面から受け、思わずイサムは赤せき面めんした。それこそ彼には、屈くつ辱じよく的な夜であった。

「どうです、タイラー閣下の後あと釜がまに、こいつをペットにしちゃあ？」

　さらに追い討ちをかけるアンドレセン。「けっこうこれで、気のつく男でしてね」

「考えておこう」

　アザリンは微ほほ笑えんだ。

「それは困るな」

　野太い声がした。「いまやアザリンは、椅い子すひとつ動かすのにも我らの許しの要いる身なのでな……」

　声の位置が、高い。気がつくと堂々たる美び丈じよう夫ふがそこに立っていた。マントを羽は織おり、鳶とび色の髪にはヘしイばゼみルの瞳ひとみ。まだあどけなさの残る顔立ちだが威い厳げんといい風格といい立りつ派ぱなものだ。体格のほうも１メートル90センチに近いアンドレセンと並んでいささかも見劣りしない。

　アシュラン三兄弟の末まつ弟てい、イザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュンだ。

　少年とは思えない、鋭い双そう眸ぼうでイサムを見た。

　思わずたじろいでしまうイサムである。

　ほとんど同世代のはずなのに、持って生まれた威圧感に雲うん泥でいの開きがあった。これが喧けん嘩かなら、第一印象で決定的な苦にが手て意識をうえつけられた、イサムの明らかな負けだ。

「消えな、地球人」

　シュンは押し殺した笑いを浮かべると、イサムの肩に軽く手を当てた。軽く触さわっただけなのに、イサムはバランスを崩くずして大きくよろける。シュンはマントの下に、筋肉の鎧よろいを着ていた。

「残念だったな。アザリンにはな、先客がいるんだ」

　イサムは唇くちびるを嚙かんだ。悔くやしいが、素す手ででこのクマ男に勝つ自信はない。

「俺おれが代かわりに、言ってやろうか？」

　アンドレセンがイサムの顔を覗のぞき込み、助け船を出した。「このところ、運動不足でな」

「結けつ構こうです」

　シュンの凄すご味みにビビりながらも、イサムはきっぱりと言った。

「自分の問題くらい、自分で解決できますから」

「頼たのもしいぜ」

「ほう」

　シュンが面おも白しろそうに目を細めながら、指をポキポキと鳴らしてみせた。威い嚇かく効果はじゅうぶんである。こいつは若いくせに、おまけに坊っちゃん育ちのくせに喧けん嘩か慣れしてやがるぜと、アンドレセンは思った。自分でもこいつに勝てるかどうかは微び妙みようなところだ。

「どう、解決してくれるのかな？」

　ずいと、シュンは半歩前に歩み出た。山が動いた感じだった。

　イサムの目の前に、壁のような胸板が迫る。完かん璧ぺきに頭ひとつぶん、身長差があった。

「え、おい」

　緊張の糸が、ぴんと張りつめた。

　そのとき──、

「やめてっ！」

　叫んだのは、つい３週間前まで皇帝陛下だった少女だ。

「やめて！　やめなさい、シュンちゃん！」

「その呼び方はやめてほしかったな」

　その場の緊きん迫ぱく感かんを台無しにされたティン・シュンは、照れるように鳶とび色の頭を搔かいた。こいつは基本的にいい奴なのだ。それを知ってイサムは少々ほっとすると同時に、なぜだかおかしさがこみあげて来た。

「何がおかしい！」

　シュンの恫どう喝かつも、妙に腰くだけになってしまっている。

「けっ！」

　シュンは照れ隠しか、ぷいと横を向いて、

「やめたやめた」

　と、吐き捨てるように言った。「今日のところはアザリンに免じて、許してやらあ。運がよかったな、若造！」

　あえてそれを否定するつもりは、イサムにはない。

「道で会ったら、覚えておけ」

　シャレにならない冗談を、シュンは言った。夜道でいきなりこいつに遭あったら、たとえ恨うらみを買う覚えはなくても小便くらいは漏らしかねない。それだけの迫力が、こいつにはある。

「覚えておくとも」

　イサムは言った。墓ぼ穴けつを掘るような捨て台詞ぜりふを──。

「覚えておくよ、シュンちゃん」







　立食パーティなど、ヤマモトには士官学校以来である。

　決して立食形式が嫌いなわけではない。むしろ格式ばった晩ばん餐さん会かいなどよりもずっといい。フットワークも軽いし、なによりも普ふ段だんは滅めつ多たに会えないいろいろな人と話す機会も、それだけ多くなる。

　無論、トラブルに巻き込まれる可能性もそれだけ多くなるわけだが──。

　ヤマモトはワイングラスを片手に、広い会場をブラついていた。一いつ緒しよにやって来たドクター・キタグチとは、途中ではぐれてしまった。おそらくそのへんで、ただ酒なのをよいことに飲み散らしているのであろう。あのドクターはタダの酒だと、際限なく燃える。

　ヤマモトに限らず、このパーティ会場にいる旧惑星連合艦隊の士官たちは、みな連合宇宙軍の礼服を着用していたが、アシュラン大公国による武装解除に加えて階級を剝はく奪だつされていたため、階級章をつけていない。だからぱっと見ただけでは士官だということがわかるだけで、もともとの階級は少尉なのか大佐なのか、それとも提てい督とくなのかということは判別不可能である。風格と物もの腰ごしで、だいたいのあたりがつくだけであった。

　もっともヤマモトは、階級章なしのパーティも、そんなに悪くはないなと思い始めていた。顔見知りでなければ、会う人ごとに敬礼したり、されたりという煩わずらわしさがない。いや、自分がするのは構かまわないが、自分よりも格下の士官に、いちいち敬礼させるのは気の毒であった。

　それにだいいち、もうそんな階級も、惑星連合宇宙軍がアシュランに全面無条件降伏した今となっては、意味のないことである。

　しかしちょっと目には大尉か少佐くらいに見える青年士官マコト・ヤマモトの、惑星連合艦隊在席時における最終階級は、実に少将なのであった。とてもそうは見えないが、ようやく三み十そ路じを越えたばかりの彼は、ついこの間までは押しも押されもしない惑星連合艦隊参謀副長という要職にあった。

　宇宙で二番目に、出世の早い男と呼ばれたこともある。それもすべては昔のことだ。

　誰だれにも注目されない気安さで（そんな若造が少将の階級章をつけていたら、誰だって注目してしまうだろう。それがヤマモトには煩わしかった）ヤマモトが会場をブラブラしていると、すれ違った拍ひよう子しに、ラアルゴンの若い士官と、肩が触れ合った。はずみで手にしたワイングラスの中身が、少しこぼれる。

「あっと、これは失礼」

　軽い調子で言ったのだが、相手にはそれが気に入らなかったらしい。

「待ちな！」

　振り向いて驚いた。てっきり男だとばかり思っていたのが、若い、妙みよう齢れいの女性だったからだ。しかもなかなかの美人である。連合宇宙軍きっての色いろ事ごと師しで有名なカトリ大佐あたりなら、ちゃっかり住所と電話番号を聞き出していたところだろう。

「そちらからぶつかっておいて、その挨あい拶さつはないだろう？　え、兄にいさん」

　まいったなと、ヤマモトは思わず舌打ちした。こういう女性はある意味で男より質たちが悪い。女だてらに男に伍ごして戦っていると、男になめられたくない一心で、やたらと嚙みついてくる女がいる。そういう手合いに、言い掛かりをつけられたのかと思ったのだ。

　ヤマモトは、カトリやアンドレセンのような歴戦の勇士には負けるけれども、その気になれば女あしらいも決して苦にが手てではない。モテないほうではないのだ。ただ今まで独身だったのは、仕事が忙しかったのと、気の合う相手がいなかっただけだ。

　雑誌の裏表紙についているアンケートはがきを結婚紹介サークルに送れば、たちまち希望者が殺さつ到とうするくらいには、ルックスにも年収にも恵まれていた。

　だが、今このパーティ会場で袖そで触れ合ったその相手は、ヤマモトの理想のタイプには程遠かった。

　彼の理想のタイプは、こう言ってはなんだが人妻である。その人はいまや一児の母であり、しかもヤマモトにとっては上司の妻であった。

　ズバリ、もと惑星連合宇宙軍予備役大尉、ジャスティ・ウエキ・タイラー提督夫人ユリコ・タイラー、旧姓ユリコ・スターその人であった。

　はっきり言って横よこ恋れん慕ぼ。だが不ふ倫りんするほどの甲か斐い性しようはヤマモトにはなかった。それだけのことだ。

「すまない。わざとじゃなかったんだ」

　ヤマモトは、嚙んで含めるようにゆっくりと諭さとしたつもりだったが、その言い方はかえってそのはねっかえりを刺激してしまったようであった。

「気に入らないね」

　暗あん紅こう色しよくの瞳ひとみで、じゃじゃ馬士官は刺すようにヤマモトを睨にらみつけた。肩にかかるくらいに伸びた、燃えるような髪の毛が印象的だ。言葉遣づかいさえなんとかして、磨みがけば光る珠たまであった。

「お高くとまりやがって。女だと思ってなめるんじゃないよ！　言っとくがこのシア・ハス様は、地球のキャリアウーマンとかいう見てくれだけの女どもとはひと味もふた味も違うからね」

「僕はあなたに喧けん嘩かを売ったつもりはない」

　毅き然ぜんとした態度で、ヤマモトは言った。「お気に障さわったのなら、謝あやまります」

「障ったねえ」

　口元にぞっとするほどの薄笑いを浮かべて、もと女海賊のラアルゴン提督シア・ハスは言った。

「えらく、障ったともさ」

「それは、失礼をした」

　丁てい寧ねいの上に馬ば鹿かがつくほどの恭うやうやしさで、ヤマモトはハスに向けて深くお辞じ儀ぎをした。今度はわざと、やったのである。

　怒らせるようにわざと、やったのだ。

　ヤマモトとて人間である。女になめられてたまるかという気持ちは持っている。

　効果はてきめんであった。ヤマモトの予想を上回る手て応ごたえがあった。

「やる気かい」

　ハスは身構えた。武装解除されていなければ、ブーツの横にいつも差してあった、ナイフを抜きたかったところだ。

「面おも白しろい。相手になってやるよ」

　戦いたくてうずうずしていたのは、彼女も同じである。「地球とラアルゴンとの戦争は終わっても、先祖代々の恨うらみはそう簡単には消えやしないよ」

　たちまちヤマモトは、ハスの手下であるラアルゴンの荒くれ男どもに囲まれてしまった。軍人というより、文字通り海賊と言ったほうがふさわしいたたずまいの、男たちである。

「どうかしたんですかい？　お嬢」

　黒雲ハス一家の大番頭、ロダン・グルグが声をかけた。その道25年のベテラン海賊である。私し掠りやく海かい賊ぞくだった先代から、ハス家に仕つかえている。

「どうもこうもないよ」

　シア・ハスは笑いながら言った。「このお兄さんがね、あたしにガンを飛ばしたのさ」

「なんだと！」

　たちまち荒くれ男どもが吠ほえた。

「お嬢に、いやさハス提督閣下にガン飛ばすたあ、ふてえ野郎だ！」

「なめくさって！」

「墓の中の先代も、黙っちゃいねえぜ」

　キナ臭くさい雰囲気になってきた。しかしヤマモトは、いささかもひるんだ様子はない。これ以上の修しゆ羅ら場ばは、いくらでもくぐって来ている。艦隊戦ばかりではなく、白はく兵へい戦せんの経験も豊富なヤマモトであった。

　身に降る火の粉は、払わねばならぬ。

　一見おとなしそうに見えるヤマモトだが、これでなかなか、場数は踏んでいる。回りにもっとすごい喧けん嘩か好きが多いので、目立たないだけの話である。

　最近でこそそういう連中の走りすぎを諫いさめるため、仲裁役に回ることの多いヤマモトだが、その気になればまだまだ素す手でで、そこらへんの兵士に負けない自信はあった。士官学校時代には、ひとかたならぬ武勇伝もある。一年先輩の、キクチヨ・ミフネと組んで、無敵のケンカ・タッグチームとして鳴らしたのだ。主に暴れたのはミフネのほうで、ヤマモトは彼に比べればいささか控え目なパートナーといったところだったが、恐れられていたことに変わりはない。

　あれから10年、すでにミフネは鬼き籍せきに入り、紅こう梅ばい廟びよう（惑星連合艦隊の戦没者を祠まつる施設）に鎮ちん座ざまします身だが、文字通り喧嘩に明け暮れた、あの頃を思い出して思わず血が燃えるヤマモトである。

「こいつ、笑ってやがるぜ」

　ハスの部下が言った。「てえした自信だ」

「なに、怖こわくて顔がひきつっているんだろ」

　シア・ハスが言った。

「試ためしてみるか」

　相手を刺激することは承知の上で、ヤマモトは言った。もともと頭のいい男なので、その気になれば相手を逆上させる台詞せりふにはことかかない。相手に与える心理的効果まで、じゅうぶんに計算できるのである。

　それにしても──、

　このところ自分は、どうかしているなと、ヤマモトは思う。無む性しように気分がムシャクシャして、暴れたいのだ。

　以前のヤマモトのほうが、もっと大人であった。少々の言い掛かりをつけられても、相手が小こ生なま意い気きな女でも、平ひら謝あやまりに謝り通して、自分を殺してでも丸くおさめていたところである。それが惑星連合宇宙軍が、自分の留る守す中、不意を突かれたアシュラン艦隊の前に、これ以上はちょっとないふがいない全面降伏を喫きつして以来、どうもおかしい。なんだかこう、気持ちの箍たがが一本（もしかすると二本）ぶっとんでしまった。そんな感じなのである。

　信じていたものに根底から裏切られた。その気持ちがヤマモトを、やり場のない怒りへと駆り立てる。

　誰だれでもよかった。

　考えようによってはシア・ハスの部下たちこそ、気の毒であった。

「なめとんのか、コラ」

　ヤマモトの肩を背後から摑つかんで、振り向かせようとした大男の頰ほお骨ぼねに、ヤマモトの裏拳が、音を立ててめり込んでいた。

　かわいそうに、しばらくは固形物は嚙かめまい。

　ヤマモトは空から手て三段なのである。

　流派は極きよく陽よう流りゆうで、これは寸止めルールではないフルコンタクトの、いわゆる喧嘩カラテであった。

　シアの部下Ａは顔を押さえ、床に転げ回って悶もん絶ぜつした。

「うるあああああ──！」

　すさまじい絶ぜつ叫きようが上がった。

「野郎──！」

　シアの部下Ｂが、正面から襲いかかって来た。

　素人しろうとならその形ぎよう相そうだけで相手をじゅうぶんにビビらすことは可能だったろうが、ヤマモトにはそれこそ思うツボであった。

　カウンターの前蹴りが、鳩尾みぞおちに、ほとんど足首のあたりまでめり込んだ。しかもヤマモトは、硬かたいことでは定評のある、宇宙軍の制靴を履はいていたのである。

　前のめりに崩くずれる部下Ｂの後頭部に、今度は痛烈な肘ひじ打ちが炸さく裂れつした。

　空手の捌さばきを知らない連中だ。パワーはあっても、テクニックはド素人であった。手て加か減げんしようと思えば、できない相手ではなかった。

　だが、今のヤマモトは、とうてい手加減する気にはなれなかったのである。もっと正確には、手加減することさえおっくうだった。

「ラアルゴン人は頑がん丈じようで、助かるよ」

　猫足立ちに構え、不敵に笑うヤマモトであった。

「少々乱暴に扱っても、死なないからな──」

「やっておしまい！」

　シア・ハスが叫んだ。

　ドッと、ラアルゴンの巨漢たちがヤマモトに向かって殺到した。

　さすがにこうなると一対一のようにはいかない。ヤマモトも何発か殴なぐられたが、それ以上に殴った。少なくとも六人は病院送りにしたと思う。

　突然、屈くつ強きようなラアルゴン兵士が悲鳴を上げてふっ飛んだ。非人間的な怪力で、文字通り摑んでは投げ、摑んでは投げしている奴がいるのだ。

「ずるいですよ、ヤマモト提督」

　ボブ・キーナンもと海兵隊准将であった。生たま傷きずだらけの顔が、笑っている。「こういうことなら、私も混ぜていただきます」

「またややこしくなって来たな」

　ヤマモトは笑って、新たなる敵を求めて飛び出していった。「飛び入り大歓迎だよ」

　また別のところで、騒ぎの輪が広がった。

　身長２メートルのキーナンより大きい、ゴリラも裸足はだしで逃げ出す大男が戦列に加わったのだ。さすがのラアルゴンも、たじたじである。

「うがあ」

　意外に愛あい嬌きようのある吠え声で、ヤマモトには振り向かなくともその男の正体がわかった。キーナンの相あい棒ぼうでもと海兵隊大尉ミッキー・クライバーンだ。今日はシア・ハスとその部下たちにとっては間ま違ちがいなく厄やく日びであった。

　こうしてパーティ会場を席せつ巻けんする、大乱闘は始まった。














第二章　錯さく綜そうする青春









「いちちちち──」

「こら、暴れるでない」

　ドクター・キタグチに控室で消毒薬を塗ってもらいながら、イサムは顔をしかめた。その右目の回りは、青黒い痣あざになっている。

「暴れるなと言うに。暴れると手元が狂って、よけいにしみるだけじゃぞ」

「ドクターこそ、今どきこんなしみる薬を使っているのは、ドクターくらいのものですよ」

　ついつい愚ぐ痴ちも出る、今日のイサム・フジである。

「なにを言うか！　少々しみたほうが、薬になるんじゃ。だいたいからきし弱いくせに、一言多いからこういう目に遭あう」

「言わずにおれなかったんですよ」

　ティン・シュンに殴なぐられたあたりをさすりながら、イサムはつぶやいた。「あのクマ男め。この借りは必ず、返してやるぞ」

「その前に殺されないことを祈るよ」

　ドクターは言って、酒をなみなみと注いだ茶碗を、イサムの前に差し出した。「一杯やらんか少年。こいつは薬より傷にしみるかもしれんが、どんな薬よりも心の傷によく効きくぞ」

「遠慮なく……」

　一気に飲やるイサム。「へえ、『美少年』の特級ですか」

　こともなく銘めい柄がらを当ててのけるイサムである。

「若い身み空そらで相当飲ったな、不良め」

「ドクターには負けますよ」

　順当に大酒飲みへの道を歩みつつある少年は、その方面での師と仰あおぐ軍医を見ながら微ほほ笑えんだ。師匠も師匠なら弟子も弟子、まことに将来が愉たのしみではある。

「少なくとも僕はメチルアルコールを飲んで、義眼を入れるつもりはありませんよ」

「今のうちだ。言っていろ。そのうち酒が切れれば、失明と禁断症状から来る手の震ふるえとを、天てん秤びんにかけたくなる日が、お前にもきっと来る！」

　物ぶつ騒そうな話であった。

　イサムは『美少年』を立て続けに三杯、茶碗であけてから、

「きれいだったなあ……」

　と漏もらしてみせた。

「殴られても懲こりぬか？」

「かえってファイトが湧わきましたよ」

　どうやらイサム、本気でアザリンに惚ほれてしまったらしい。

「タイラー提督が、わざわざ二重の危険を冒おかしてまで助けに行った理由が、よくわかりました」

「みんなそう言うんだ、みんな」

　キタグチがニッと笑う。「お前さんの選んだ道は多難だぞい」

「覚悟はしてます」

　さすがはタイラーの一番弟子を自称する少年であった。

「意気込みはよいがしかし……」

　そのとき、控え室のドアが勢いよく開かれた。

「ドクター、急患続出です！」

　叫んだのはアンドレセン准将である。言うより早く数人の負傷者が、担たん架かで運び込まれてきた。いずれも打だ撲ぼく、骨折、捻ねん挫ざで重傷の怪け我が人にんであった。

　ドクターは、一通り、怪我の具合を調べてから、

「また戦争が始まったのかね？」

　と、アンドレセンを見た。

「ええ。ついさっき、パーティ会場で戦争再開です」

　表情ひとつ変えずにアンドレセンは言った。「地球、ラアルゴン、入り乱れての大乱闘ですよ」

「さても今日は、つくづく問題を起こす奴やつらが集まったものよ」

　ドクターは感かん嘆たんした。「察するところ、首謀者はキーナン、クライバーンの兇きよう悪あく海兵隊コンビじゃな」

「よくおわかりで」

「素す手ででラアルゴン人にこれほどのダメージを与えられる者など、ザラにはおらんわい」

「ごもっとも……」

　アンドレセンは苦笑した。「でも始めたのは、ヤマモト閣かつ下かですよ」

「なんと！」

　叫ぶキタグチ。「さても珍しいこともあるもんじゃわい。普ふ段だんは止めに入るあの御ご仁じんがのう……」

「ムシャクシャしてたんでしょう。気持ちはわかりますよ。どれ……」

　負傷者を運び終わると、アンドレセンは急いで戻りかける。

　その背中にドクターが声をかけた。

「コリャ、どこへ行く？」

「私も混ぜてもらいます。こんな機会は滅めつ多たにありませんからね」

「負けるなよ」

「まかせてください！」

　地球の未来はともかく、現在はこれでけっこう明るい。

　乱闘は周囲をまたたく間に巻き込み、その規模を拡大していった。







「さても呆あきれた連中だ」

　パーティ会場に隣接する、ジェネバ湖こ畔はんのホテル。特別ＶＩＰルームにしつらえられた執政室で、乱闘事件の報告を受けたティン・ルウは、思わずその端正な顔をしかめた。

「自分たちの置かれた状況というものをまったく把は握あくしておらぬ。まったく度どし難がたい馬ば鹿かどもだ」

　車椅子の公王は、ゴブラン織りの絨じゆう毯たんの上を、せわしなく動き回る。二は十た歳ちの双そう肩けんに銀河の覇は者しやとしての重圧が、ようやくにして重くのしかかり始めていた。

「連中は、まだ負けたつもりはないのかもしれんな」

　そうつぶやいたのは、アシュラン三兄弟の次じ兄けい、ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオだ。兄である公王の懐ふところ刀がたな。剃刀かみそりのようによく切れるが、ときとして切れすぎることもある。細身の体と滅めつ多たに感情を表に現さぬ無表情さが冷たい印象を与える。まだ十代の若者のはずなのだが、とてもそうは見えない。

「それはどういう意味だ、ラオ？」

　ルウが訊きいた。

「言葉通りの意味さ」

「ふむ……」

　ルウは目を閉じて、しばし考える。なるほど、惑星連合にしてもラアルゴンにしても、アシュランに全面降伏はした。しかしそれは彼らの所属する組織が武力の前に屈くつ服ぷくしたのであって、彼ら自身が降伏したわけではない。打ちのめされたわけでもない。

　むしろ、まだまだ力は余っていた。持て余してさえいた。

「なるほど、お前の言う通りかもしれん」

　公王ルウは彼の右腕とも言うべき弟を見た。「負けたつもりはないか……。確かにな。今こ度たびのことでよくわかった」

　深くため息をつく。銀河平定まで、まだまだ前途は多難だ。

「ところでシュンはどうしている。連中の監視に残しておいたはずだが……」

「は、それが……」

　乱闘の件を報告に来た士官が、思わず口ごもった。

「申してみよ」

「シュンさまは、連中の乱闘を見たとたんに、喜き々きとした表情で、自らも乱闘の輪の中に──」

「あち！」

　思わず顔を覆おおったのはラオである。「あのバカ──」

「あいつらしいよ」

　それに比べればルウは鷹おう揚ようであった。「まだそういう年なのだ、あいつは。それともシュンも、奴らの同類なのかな？」

「甘いよ。兄者」

　ラオが眉まゆをしかめた。「それでは下の者に、しめしがつかぬわ」

「甘い……かな」

「ああ、甘い！」

　遠慮なく、ラオは言った。「兄者は昔から、シュンとアザリンには甘かった」

「否定しないよ」

「だから困る」

　ラオの薄い眉が、微かすかに揺れた。

「兄者がそんなでは、俺が苦労する」

「ラオ、　おまえ──」

「なんだ？」

「自分が甘くされなかったことを、責めているのか？」

「そう見えるか？」

　これは心外と言わんばかりに、ラオは苦笑した。「俺がそんなに、甘ちゃんに──」

「冗談で言ってみただけさ」

「そんな冗談なら、やめてくれ」

　真顔で言う、ラオである。「俺は悪者。それでいい」

　なげやりに言い捨てて窓の外を見る、その横顔が他人にはどう見えるか、微妙なところであった。







　殴なぐられると鼻の奥に、ツンと鉄のような臭においを感じる。

　忘れかけていた感触だ。

　クラッと来て、それから、ジーンとくる恍こう惚こつ感がたまらなく懐かしい。

　不思議に痛みは感じない。血液中に大量に送り込まれる、アドレナリンのせいだろう。戦闘中に感じる興奮にも似ているが、微妙に違う。

　もっと骨の中から、ぞくぞくするような快感だ。

　自分のパンチを相手がもろに受けて、のけぞったときに感じるあの快感──。

　たまらない。たまらない！

　これなのだと、ヤマモトは思った。

　この感じを自分は士官学校以来、とんと忘れていた。青春を取り戻したような気分だ。

　昔取った杵きね柄づか、すでに１ダースを超える相手を、ノックアウトしたと思う。

　そのヤマモトとて、もちろんいつまでも無傷ではいられない。すでにきれいなパンチを、何発か貰もらっている。しかしそれさえ、極言すれば気持ちよかった。

　もうどうにでもなれと思った。地球の明日のことなど知ったことか。こらえにこらえてきたものが、一いつ挙きよに爆発したのだ。模範軍人と呼ばれ、自分でも知らずしらずのうちにその型に自分をはめ込んでしまっていた。その抑圧、軍人になってから10年ぶんはたまっている。

　殴なぐり、殴られる相手に、もはや個人的な恨うらみは感じていなかった。組んずほぐれつ、乱闘している惑星連合宇宙軍の士官たちも、ラアルゴンの兵士たちも、想いは同じだろう。

　そんな考えが頭をかすめた瞬間、油断大敵、ラアルゴンの巨漢が力まかせに放ったパンチが、顔面にクリーンヒットした。これはきいた。クラクラッと来た。足に来た。

　よろけて、床にへたり込む。

　小休止といったところだ。

　踏まれてはかなわないので、テーブルの下に転がり込んだ。礼服が汚れることも、今さら気にはならない。すでに袖が片方ちぎれ、あちこちほころびていた。

　ふと、目の前を見る。

　同じように難を逃のがれた者が、目の前数センチにいた。

　あの、ラアルゴンの女提てい督とくであった。

「あんた──」

「しーっ！」

　思わず声を上げかけたヤマモトを、シア・ハスは口の前に指を立てて制した。「やり合う気はないよ」

「どうだか……」

「本当さ」

　意外に素す直なおな口調で、ハスは言った。「あんた、強いんだねえ……」

　ヤマモトの肩に手をやり、しなだれかかる。緋あかい髪の毛が、ヤマモトの目の前にまとわりついた。

「よしてくれ！」

　そのハスの腕を、ヤマモトは邪じや険けんに払いのける。「だいたいあんたのせいで……」

「おまけにウブだ」

　ハスが笑った。「かわいいよ」

　気きっ風ぷのいいハス姐あね御ごの目には、ヤマモトは子供のように映るのかもしれない。

「かわいい？」

　実に意外そうに、ヤマモトは目の前のラアルゴン人を見た。ついこの間まではお互い、命のやり取りをしていた、その相手のはずであった。

「まさか……」

「噓うそじゃないよ」

　じれったそうに、ハスは言った。「まっ白ちろい顔して、見かけによらず強いんだから」

「大きなお世話だ」

「あたしの部下にも、あんたほどの漢おとこは、ザラにはいないさ」

「そりゃどうも」

「飲やらないかい？」

　いつの間にかハスは、酒瓶を片手に持っていた。どこでくすねたのであろうか、地球産のブランデー、それもヘネシーである。

「いいね」

　あまり酒のわかるヤマモトではないが、遠慮なく彼は、転がっていたグラスで受けた。

「傷にしみる」

　少し顔をしかめた。「でも、悪くない味だ」

「だろ」

「あんた、名は？」

「ハスさ、シア・ハス。ハスって呼んどくれな」

「いい名だ」

「そうかい。自分じゃ、女め々めしい名だと、思ってるんだけどね……」

「そんなことはない」

　なぜかムキになって、ヤマモトは否定した。「シア・ハス。とてもすがすがしい、いい名だ」

「ありがとよ。さ、もう一杯……」

　少し無理して飲んで、ヤマモトはむせた。

「腕のわりに、酒は弱いんだねえ」

「友だちに、凄すごい酒豪がいてな、それがいい反面教師になっているのさ」

「あんたは？」

「え？」

「名前さ」

「マコトだ」

「マコト……」

「マコト・ヤマモト」

「…………」

「どうした？」

「かわいい名だ」

「そうかな……」

「そう言われたことはないか？」

「べつに──」

　ヤマモトは柄がらにもなく照れた。

「さて」

「どうした？」

「まだ暴れ足りないのでな、もうひと暴れしてくる」

「あたしも行くよ」

「足手まといだ」

「そうでもないさ」

「勝手にしろ」

　本人たちはともかく、傍はたから見ればこれはこれでいい雰囲気なのである。どちらもこういう状況に慣れていないところが微ほほ笑えましくさえあった。

　ヤマモトが軽快なフットワークで、再び戦列に復帰した。

　シア・ハスが続く。

　君とならば修しゆ羅ら場ばもまた楽し、である。







　パーティ会場の外は、異様な雰囲気であった。

　中の乱闘に加わる訳にもいかず、さりとて鎮ちん圧あつするには数が足りず、銃を構えたアシュランの兵士は、ただ指をくわえて成り行きを見ているしかない。

　地球を征服していながら主導権を握れないのは、彼らもまた同じであった。

　と、そこへ──、

　黒いマントを羽は織おった人影が、音もなく現れる。

　近づいてくるそのシルエットを見ただけで、警けい護ごの兵士たちが、一いつ斉せいに敬礼した。

　人影の正体は、ティン・ラオであった。

「これはラオ様……」

　警備隊長の言葉を、ラオは途中で遮さえぎった。

「いいザマだな」

　冷れい徹てつな表情は、もって生まれたものである。そのために三兄弟の中における役割も、自然に割りふられてしまった。だが当人は、それを苦にしている様子はない。むしろ喜々として、嫌われ者の役を演じているかに見える。

　そんな雰囲気が、この若者にはあった。

「申し訳ございません」

「よい、それより鍵かぎを貸せ」

「なんの鍵で？」

「決まっておろうが、例の物の鍵よ」

「しかし、あれは……」

　警備隊長の顔が、さっと蒼あおざめた。「危険です」

「危険だからいい」

　こともなげに、ラオは言ってのけた。「危険だからな。貴き様さまたちの手に負えぬ以上、やむをえないではないか」

「ははっ」

　警備隊長はかしこまった。「しかし、あれを使うとなると、そうでなくても反感的な地球人どもの我らに対する風当たりが……」

「征服した虫けらどものたわごとを、いちいち気にしてどうする！　仮にも我らは征服者ぞ！　連中は無条件降伏したのだ。かかる暴動は明らかな反逆行為。少々手荒に鎮ちん圧あつされたとしても文句は言えぬ。そうであろうが」

「ですが……」

「心配するな。兄上も承知のことだ」

「ルウ様も……」

　なぜかほっとしたような表情を、警備隊長は見せた。「では、これを……」

　電子ロックのカードキーを渡す。

「暗証番号は──」

「知っておる」

　ルウの名を出したとたんに彼は折れた。兄のほうが自分よりはるかに人望厚いことを知ってはいたが、こうまで露骨に差をつけられては面おも白しろかろうはずがない。それでもラオは表情ひとつ変えず、迎げい賓ひん館かんの中庭に置いてある、それに歩み寄っていった。

　黒い、金属製の箱である。いや、箱というよりも檻おりといったほうが近い。中身はとびきり物騒だ。

「地球人どもから接せつ収しゆうした、きわめつけの兇きよう悪あくな兵器というのはこれか？」

「はい」

　特別にその檻につけられていた警備員が言った。

「なるほど、見るからに頼もしそうな顔をしているな」

　ラオはスモークのかかった、半透明のケージごしに、そいつの、見るからに兇悪そうな面つら構がまえを覗のぞき込んだ。「地球人にしては珍しく、センスのある物を作るではないか」

　自らもぞっとするような表情で、ラオは嗤わらった。

「ですがあまりに兇悪なので、地球人どもも使うのをためらっているようですよ」

「そうか……」

　ラオはその冷たい刃物の表面を思わせる顔をさらに歪ゆがめて、

「では、俺が使ってやろう。とびきり効果的にな」

　と、言った。

　警備の兵士は、背筋を冷たいものが走り抜けるのを感じた。

　強化犬バイオドツグ。

　宇宙艦内での白兵戦用に開発された、特殊生物兵器である。

　一頭で完全武装の兵士一個小隊にも匹ひつ敵てきする戦闘能力を持ち、その牙きばは強化宇宙服の装甲さえ嚙み裂く。また生命力も旺おう盛せいで、銃で撃たれたくらいでは死なない。一度与えられた攻撃のプログラムは、目的を遂すい行こうするまでは自らの命が尽きようとも途中で投げ出したりはしない。いや、できない。

　その実戦における効果は、ラアルゴン艦隊との前ぜん哨しよう戦せんにおいて実証済みであった。だが、あまりにも非人間的な兵器なので、ただ一回の戦闘に使われたのみで、そのまま封ふう印いんされ、惑星連合宇宙軍兵器局の開発ナンバーからも抹まつ消しようされようとしていた。それを接収したアシュラン大公国、とりわけラオがこの無類の殺人兵器に目をつけ、わざわざパーティ会場の近くまで運び出したというわけなのであった。

「では、働いてもらおうか。俺のために──」

　悪魔もかくや、という薄笑いを口元に浮かべ、ラオはカードキーを檻の上部にあるスロットに差し込んだ。

　８桁の暗証番号を押す。

　微かすかな音をたてて、システムが起動された。

　それを確認するとラオは、軍服の胸ポケットから別のカードを取り出した。

　あらかじめプログラミングしておいた、行動命令を入力したディスクカードである。強化犬バイオドツグに対する命令指示は、すべて外部から大脳皮質への、直ちよく截せつ的てきなインプリンティングによって行われる。人じん為い的てきな淘とう汰たと品種改良によって、決して低能とは言えないレベルにまで達した脳細胞を、まるっきりのソフトウェアとして扱うのだ。普通の神経の持ち主なら、犬に同情したくもなる。

　ラオが自みずからプログラミングした作戦行動を、頭部に差し込まれた電極を通して、灰色の脳細胞に書き込まれてゆくにつれ、それまで鉛なまり色だった強化犬の瞳ひとみに、兇悪な光が宿っていった。

「さあ行け！　お前自身の責務を果たして来い！」

　ラオは叫んだ。

　プログラミングは、暴徒鎮圧用のものではない。まして交通整理や、羊の番や、盲導犬としての行動などでは、あろうはずもなかった。

　はるかに恐ろしい命令を、ラオは強化犬バイオドツグに与えたのである。

　暴動鎮圧という大たい義ぎ名めい分ぶんは、その目的をくらませるのに絶好の隠れ蓑みのだった。ヤマモトらが始めた乱闘は、むしろラオにとっては、好こう都つ合ごうだったのである。

　音もなく、狭い檻おりの扉は開け放たれた。その目に異様な光をたたえた強化犬は、電極を引きちぎって駆け出していた。

　矢は弦つるを離れたのである。もはや止める術すべはない。







　最初にその猛犬の、恐ろしい目的に気づいたのはイサム・フジであった。

　乱闘の渦うずを避けるようにして、廊ろう下かで物想いにふけっていたのである。

　もっとはっきり言えば、彼はアザリンのことを考えていた。あのやや癖くせのある、緋あか色いろの髪の毛と紅こう玉ぎよくの瞳。それらがどうしても、瞼まぶたの裏から離れそうにもなかった。

　まず絶対に、不釣り合いなカップルであろう。いや、カップルにさえなっていない。少なくとも今のところはイサムが勝手に意識しているだけで、アザリンのほうは歯し牙がにもかけていない。それもまた、むべなるかなである。

　ライバルがまた強敵であった。

　素す手でではとうてい適かなわぬあのクマ男のシュン、さらにその兄であるアシュラン公王とやらも、密ひそかにアザリンを狙ねらっているらしい。

　となれば、イサムの出る幕はなかった。

　わかっていて、胸の内に燃える炎は、どうしようもなかった。カッカして、耳のあたりがほてっている。こんな気持ちはイサム・フジの17歳の生涯で、かつて経験したことがない。自分はもう少し、クールな人間だと思っていた。いや、思いたかった。

　夜風にでも当たり、少し頭を冷やそうと、廊下から吹き抜けのロビーへと出たイサムのその脇わきを、一瞬黒い旋せん風ぷうが、凄すさまじい勢いで走り抜けて行った。

　走り抜けてしばらくして、ようやくすれ違ったことに気づいたほどである。振り向いたそのときには、すでにその風の正体は、廊下の角を曲がって、消え去ってしまった後だった。

『なんだ？』

　自分の中で、一瞬の録画を再生してみる。

　記憶の断片を巻き戻している待ち時間の中で、なぜだかとても不安な気持ちにかられてしまう、イサムであった。

　あの黒い影は──、

　だしぬけに思い出した。その禍まが々まがしいディティールを！

　黒い脚、尖とがった耳、白い牙きば、ドーベルマン・ピンシェルに酷こく似じしたその姿を。だが、似ているのはその外見だけで、中身はまるで違う。

　すでに動物ではない。兵器、いや兇器だ。

　強化犬バイオドツグ──！

　その名を思い出すのに、しばらくかかった。

　思い出すと同時に、イサムは駆け出していた。

　あの悪魔の兵器が使われる以上、平和利用ということはありえない。強化犬の行くところ、必ずや血ち腥なまぐさい臭においと凄せい惨さんな光景があった。

　ここまではイサムの知識であり、そこから先は直感であった。

　直感が、彼を走らせたのだ。

　彼は強化犬を追った。追ってどうするか、そこまで考えての行動ではない。

　だが、追わずにはおれなかった。

　あの怪物を前にして、どうにかできるものでもないだろう。

　ただ、唯ゆい一いつの救いは、あの強化犬の目的が、イサム自身ではなかったという、ただそれだけである。もしそうなら、さっきすれ違った時点ですでに、イサムの喉のどは切り裂さかれ、頸けい動どう脈みやくは片想いにほてった血ち潮しおを、飛び散らせていたろう。

　だが、あの犬の目的を阻はばもうとすれば（阻めれば、の話だが）話はまた別だ。強化犬はその目標、あるいは標的だけでなく、その目的の障害となるものに対しても、容よう赦しやはしないからだ。それはたった一度の強化犬が投入された実戦を、戦艦『周防』のブリッジで眺めていただけのイサムにも理解されていた。

　あのときはまったく、戦せん慄りつした。あまりの威力と凄せい絶ぜつさに、膝ひざの震ふるえが止まらなかった。

「二度と実戦には使うまい」

　彼の敬愛するタイラー提督がそう言ってくれたとき、だからイサムは心底ほっとしたし、タイラーのことをますます尊敬するようにもなったのである。

　その封印されたはずの悪魔の兵器が、このパーティ会場に解き放たれた。

　イサムはだから、走らずにはおれなかったのである。

　手に、武器となるようなものが何もない、そしておそらくは、望んでも与えられないであろうことは、百も承知の上でである。

　乱闘の行われている、パーティ会場の扉とびらを開けた。

　そしてイサムは、絶ぜつ句くしたのである。

　乱闘は、すでに終結していた。

　いや、より正確には、予想だにしていなかった不意の闖ちん入にゆう者しやによって、中断のやむなきに追い込まれたのである。まさに殴なぐりかかろうとする姿勢のまま、惑星連合宇宙軍とラアルゴンの活いきのよい将兵たちは、凍こおりついていた。

　その目が、一様に会場の奥、上座のほうを凝ぎよう視ししている。

　その視線の流れを自みずからも目で追って、イサムは絶句した。

　黒い獣はいままさに、その標的に対して、躍おどりかからんとしていたのである。

　そう、ついさっきまでイサムの頭を熱くしていた、その少女に向かって──。














第三章　千両役者登場









　たったの三回、人間どもの頭上をかるがると跳ちよう躍やくしただけで、強化犬バイオドツグはパーティ会場となった大広間を横切り、壇上の元皇帝陛下の前に躍り出た。遺伝子操作による品種改良の結果とはいえ、すばらしい全身のバネである。後はなんの障害もなく、硬化処理を施ほどこされた牙きばの射程距離内に、彼はめざす標ひよう的てきを捉とらえたのであった。

　あわやアザリンの命は風ふう前ぜんの灯ともしびかと見えたその刹せつ那な──、

　にわかには信じ難がたいいくつかのことが立て続けに起こった。

　最初のひとつは、イザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュンの、人間離れした膂りよ力りよくによってもたらされた。強化犬の牙が少女の喉のどを抉えぐるかと見えた寸前、彼は反射的に落ちていた酒瓶を拾い上げ、20メートルは離れていたであろう猛犬の額ひたいに叩たたきつけたのだ。

　コントロールも尋じん常じようではないが、その破壊力たるや、人間なら即死させるにじゅうぶんなほどであった。

　命中した瞬間、ビシッという音を立ててこなごなに砕け散ったのは、猛犬の頭ず蓋がい骨こつではなく瓶のほうだったが、それでもほんの数瞬、インプットされた正確無比な攻撃をためらわせるくらいの効果はあった。

　その数瞬の間に、次の決死的な行こう為いが行われた。小さな英雄によって──。

「どけっ！」

　シュンは邪じや魔まな地球とラアルゴンの将兵たちの体を搔き分け、一気に壇上に駆け上がろうとした。兇きよう悪あくきわまりない猛犬の牙から、アザリンをかばう楯たてになるつもりで──。が、日頃は頼りになる彼の巨体が、このときに限ってはそれを妨さまたげたのである。

「どいてくれっ！」

　シュンが人ひと垣がきでもたついている間に、もっと素す早ばやい、小さな人影が、電光のように彼の脇をすり抜けて行った。シュンが巨大なハイイログマなら、それはすばしっこいテンのような身のこなしであった。

「な──！」

　シュンがその人影の正体に思い当たったときには、イサム・フジはもう、後先のことも考えずに強化犬の横腹に飛びすがり、渾こん身しんの力を込めてしがみついていた。この猛犬の卓たく抜ばつした戦闘能力を少しでも知る者なら、まだしも虎とらにしがみついたほうが、生き残る可能性は高いと思ったことであろうが、この一瞬に限って言えばイサム・フジは、銀河で誰だれよりも勇ゆう敢かんであったのだ。

　あるいは誰よりも無む謀ぼうであった。

　報復も、また熾し烈れつであった。

　牙こそ奮ふるわなかったものの、強化犬はその前まえ肢あしでイサムの肩を軽く小こ突づいたのだ。それでじゅうぶんだった。体重50キロそこそこの少年は、文字通り吹っ飛ばされた。空中で一回転し、頭から叩たたきつけられるところであった。もし息せき切って駆けつけてきたシュンが、空中でその体をふんわりと受け止めてくれなかったら、彼の頸けい骨こつは数か所が折れていたろう。

　イサムを受け止めた反動でさすがのシュンも大きく尻もちをつき、もはや強化犬バイオドツグの恐るべき目的を阻はばむ何ものもない。誰の目にもそう見えた。元皇帝陛へい下かの喉のどから噴き出る赤い鮮血を想像して、誰もが目を覆おおった。

　だがその寸前、第三の、誰も予想しなかった人物が、壇上に躍り上がったのである。

　シュンとイサムが、必死で稼いだ数瞬の蓄積は、無む駄だにはならなかったのだ。

　壇上に上がった人影は、遠目にも鮮やかなスペース・ブルーのジャケットを着ていた。惑星連合宇宙軍の制服である。男のようだ。背は高くない。

　瞬間、男の右手が、サッと電光石火の早はや業わざで動いた。少なくとも手に汗握って、ことの成り行きを見守っていた人々の目にはそう映った。

　男は手にした物を、今まさにアザリンに襲いかからんとしていた強化犬の鼻はな面づらに叩きつけた。

　ぎゃい──────────―ん

　この世のものとも思えない悲鳴を、犬が上げた。仮かりにも殺人目的で作られた強化犬が、こんな情なさけない絶ぜつ叫きようを上げようとは。一瞬、犬に同情したくなるほどの悲鳴であった。

　誰もが呆あつ気けに取られた。

　七しち転てん八ばつ倒とうする強化犬を尻しり目めに、壇上に立った人影は、くるりとアザリンのほうを振り向いた。そしてニッコリと、白い歯を見せて微ほほ笑えんだのである。

「お怪け我がは、陛下？」

　その瞬間の、彼女の貌かおの劇的な変化こそ見ものであった。悲鳴こそ上げなかったものの、恐怖でひきつっていた少女の顔が、一瞬後には歓かん喜きの表情に、取って代わられたのである。

「パコパコ！」

　アザリンが叫んだ。

「閣かつ下か！」

　これはイサムの声。

「タイラーか！」

　これはシュンの声であった。

　ジャスティ・ウエキ・タイラー。元惑星連合宇宙軍大将、銀河主力艦隊司令長官、宇宙一の名将、または宇宙一の無責任男──。

　呼び方は人それぞれでも、意味するもの、想いはひとつであった。

　この場にいる誰もが、会いたかったということでは──。

「パコパコ……」

　じわっと目に熱いものさえ浮かべて、アザリンが言った。

「そちに助けられたのは、もう何度目かな……」

「忘れました」

　ケロッとした憎めない表情で、タイラーは言う。これで一児の父とは、信じられない笑顔であった。

「けれど、陛下がピンチとあれば、何度でも助けて御ご覧らんに入れます」

「愛うい奴やつじゃ」

　アザリンが、微笑んだ。

「ところで、子が生まれたそうだな」

「御ご存ぞん知じでしたか」

　パコパコ、いや、タイラーはいささかはにかんで言った。

「かわいいであろう」

「かわいくなってまいりました」

　正直であった。「パーティの間も、早く帰って顔が見たい。不思議なものですなあ……。半年前には思ってもみなかったことです」

「そうか」

　アザリンは目を細めた。「この、アザリンよりもか」

「滅めつ相そうもない」

　タイラーは慌あわてて否定する。「陛下には、比くらぶるべくもございませんが、ただ、自分の子ですから、目の中に入れても痛くない。そういうことですよ」

「それでよい」

　アザリンは鷹おう揚ようにうなずいた。「いい父親になれよ」

「はい」

　ここでタイラーは振り向くと、まだ呆あつ気けにとられていたシュンに、目くばせしてみせた。

「約束通り、陛下はお守りいたしましたよ、シュン様」

「そ、そうか……。そうであったな」

　ようやくにして、われに返るシュンである。「みごとであった。だが……」

　まだ悶もん絶ぜつし、ピクピクと痙けい攣れんしている強化犬バイオドツグのほうを見る。

「何を使った？」

　シュンはタイラーのとぼけた顔を正面から見据え、訊きいた。「銃で撃たれても死なん強化犬を、どうやって一撃で倒した？」

「これですよ」

　タイラーはスタスタともがいている強化犬の側そばに歩み寄ると、落ちていた〝兇器〟を、ヒョイと拾い上げた。「これをくらっちゃ、いかに強化犬といえども、いえ、強化犬だからこそ、たまりません」

「そ、それは……」

「私が３日間、はきっ放しにした靴くつ下したです」

　タイラーはケロリとした顔で言ったが、反応は強烈であった。

「うげぇ！」

「ひでえな」

「ホントかよ……」

「信じらんねー！」

　無数の小さな悲鳴やため息が、会場中に伝でん播ぱして行った。

「犬の嗅きゆう覚かくは人間の数千倍。まして強化犬バイオドツグともなれば、数万倍にまで高められています。どんなに小さな匂いも逃のがさない鋭えい敏びんな嗅覚に、この臭においは決定的でしたな」

　言いつつタイラーは、再びその靴下を、片方脱いだ自分の足に履はいたのであった。

「信じられんことをする奴だ……」

　額に浮かんだ汗を拭ぬぐいつつ、シュンは言った。「あのときお前がいたら、俺の地球侵攻作戦も成功したかどうかわからん」

　偽いつわりでなく、シュンの中に矛む盾じゆんしたふたつの感情が芽め生ばえた。タイラーとは戦場で見まみえたくないという気持ちと、この男を戦場で打ち破ってみたいという気持ちと──。

「閣下！」

　次に叫ぶのは、イサムの番だった。

「やはり閣下は、閣下でした！」

　瞳を輝かせ、彼は言った。「咄とつ嗟さの機転で、あそこまでできるとは──」

「照れるなあ……」

　本当に照れた様子で、頭を搔かきかき、タイラーは言った。「けど、それを言うなら、君も同じだよ。イサム。いささか無茶だったけどね……」

「その通りだ！」

　大声で同意したのは、他ほかならぬシュンであった。「勇敢だった。お前がいなかったら、タイラーが駆けつける前にアザリンはどうなっていたかわからん。見直したぜ。そして礼を言わせてもらう」

　シュンはイサムに握手を求めた。もともと気性のさっぱりした彼は、相手の美点を認めることに吝やぶさかでない。その点は、甘いと言われる所以ゆえんでもあるが、兄のラオとはだいぶ違う。

「閣下こそ……」

　イサムはシュンに握手を返した。

「シュンちゃんでいいぞ」

　意外に無む邪じや気きな表情で、シュンはウインクさえしてみせた。「お前とは、いいライバルになれそうだ」

「三名とも、誠まことにあっぱれであったぞ」

　壇上で、アザリンが言った。「朕ちん……、いや、私からも礼を言わせてもらう。大たい儀ぎであった」

　そして、まだ側そばで喘あえいでいる、強化犬に近寄っていった。

「アザリン様！　危険です」

「お下がりください！」

　叫ぶ側近たちに、

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　微ほほ笑えんで、倒れている犬に手を差し延べる。「かわいそうに……」

　猛犬が全身から発散させていた、オーラのような殺さつ気きは完全に消えている。しかし仮にも自分を狙ねらった者に対し、なんと寛かん大だいであろう。皇女時代より仕つかえた側そつ近きんで、その光景に感動しない者はなかった。

　強化犬はようやくにして半身を起こし、白い牙きばを見せて微かすかに唸うなった。悪臭の衝撃があまりに強烈であったので、見たところそれが精せい一いつ杯ぱいのようであった。

　緊張が走った。

　シュンは思わず、腰のホルスターに手をかけた。

「ほら」

　アザリンはしゃがんで、怯おびえる強化犬に手を差し出す。「怖こわくない」

　インプットされた命令は、さっきの衝撃でどこかに行ってしまったとみえる。まったくの空白状態。さっきまで恐怖の殺人犬だった生物兵器は、いまや仔こ犬いぬも同じであった。

「怯えることはないよ……」

　アザリンは優しく、その頭をなでてやった。

　奇跡である。

　強化犬の唸り声がしだいに消え、クーンという甘え声がそれに代った。

　アザリンの掌てのひらを、ペロペロと嘗なめ始めた。

「いい子だ──」

　アザリンは目を細めた。

「この犬は、私がもらおう。よいな」

　誰にも異存はなかった。

「名前は……、そうだ。パコパコ２号がよい。決めたぞ」

　これにも異存はなかった。

「つまり自分は、犬と同じレベルでしたか……」

　乏とぼしいプライドを傷つけられて、いささかタイラーが気落ちしたくらいである。

「にしても……」

　イサムがつぶやいた。「誰があの犬を──」

「それだ！」

　語気荒く、シュンが叫んだ。

「まさか──」

「ようやくおとなしくなったな、暴ぼう徒とどもが！」

　扉が音を立てて開け放たれ、凜りんとした、しかし冷たい声が響き渡る。

「講和のための園えん遊ゆう会かいで乱闘とは、よくもやってくれた。全員謹きん慎しんだ」

「ラオ兄──！」

「ラオにいちゃん！」

　シュンとアザリンとが、同時に叫んだ。

「そういう馴なれなれしい呼び方は、やめていただこう。仮にもここは公おおやけの場なのでな。陛下、いや、アザリン殿」

「ぬかせ！」

　シュンは憤ふん慨がいした。「兄あに貴き、やったな！」

「証拠があるか？」

　能面のような表情で、ラオは言った。「異議があるなら、正式の手続きを踏んでやってもらおうか、シュン」

「うぐぐ……」

「お前も少しは自分の立場というものをわきまえよ。暴徒と一緒になっての乱闘とはな……。お前にも謹慎申しつける」

「勝手にしろ！」

　ここに至ってようやく、銃を持ったアシュランの兵士たちが現れ、乱闘に加わった惑星連合とラアルゴンの将兵を、会場の壁際に追いやった。兇器となりそうなものを、すべてチェックする。

　その作業を冷さめた目で見つめていたラオは、一段落したところで振り向くと、興味深そうに、壇上のタイラーを見上げた。

「貴公がタイラーか」

「そうです」

　目の前の貧ひん相そうな小男と、宇宙最強、負け知らずの提てい督とくというイメージは、どうしても結びつかない。

「貴公のおかげで暴徒を鎮圧できた。礼を言うぞ」

「そりゃド～モ」

　気の抜けた返事であった。

　ラオには、わからないことだらけであった。自分の、人を見る目には絶対の自信を持っていたラオである。その人物が有能か無能かは、第一印象でわかる。一目見れば、だいたいどの程度の人物かは、即座に見抜けるつもりであったし、また見抜いても来た。自分のその、人物鑑定眼が的確な人材登用と結びつき、ひいてはアシュラン大公国が、銀河の覇は者しやとなる、その礎いしずえを築いたのだという自負もあった。

　だが──、

　目の前にいるジャスティ・ウエキ・タイラーという小男に関しては、その自分の鑑定眼が、まるっきりあてはまらないのだ。

　これまでのラオの適応例からいけば、文句なしに、無能のレッテルを貼はられてしかるべき外見の印象であった。ところがさっきの、強化犬バイオドツグからアザリンを守った手並みといい、機き転てんといい、到とう底てい凡ぼん夫ぷのよくするところではない。そうでなくても、ラアルゴンとの闘いにおける数々の手柄や武勇伝、いささかの尾お鰭ひれを差っ引いてみても、彼が無能であるはずはなかった。さりとて、実物に接した印象には、伝え聞く英雄像とは天と地ほどのギャップがある。

　早い話、ラオには、なにがなんだかわからなかったのである。自分の物差しスケールに当てはまらない人間は、すべて理解の蚊か帳やの外であった。もし彼が、もう少し豊富な人生経験を積んでいれば、タイラーに対する評価も、だいぶ変わっていたであろうが……。

　そのあたりに、非常に有能だが若すぎる、ティン・ラオという人物の限界と、落とし穴があったのである。

　ただ、わからないなりに使いようによっては役に立ちそうな人材だということは、ラオにも感じられた。茫ぼう洋ようとした摑みどころのなさは、むしろ頼もしくさえ思えた。

「不思議な漢おとこだ、お前は……」

「みなさんそうおっしゃいますな」

　平然とうなずくタイラーである。

　その気のなさが、ラオのプライドをいたく刺激した。この男を自分の手て駒ごまにしてみたい、意のままに使ってみたいという危険な誘惑が、彼の中に芽め生ばえたとしても、誰が彼を責められよう。

　つまりラオも、その程度には若かったのである。

「どうだ、タイラー。貴公のその力、艦隊を動かす能力、アシュランのために、役立ててみる気はないか」

「ないです」

　すげなく言うタイラー。「自分が誰かのために動くとしたら、まずこの宇宙に五人」

「五人──」

　ラオは、ついつい興味をそそられた。「その五人とは──？」

「アザリン様と、女房のユリコと、娘のキサラ。それに元惑星連合艦隊最高司令長官のアンダーソン元げん帥すい……」

「あと一人は？」

「あと一人は……」

　ここでタイラー、ニカッと笑って、

「五人目は、この私自身です」







「そうか、自分と身内のため以外には動かんとな」

　弟ラオの報告を聞いた公王ルウは、さもおかしそうに笑った。「しかし筋は通っているぞ。お前の負けだな、ラオ」

「兄者、笑い事ではないぞ」

　しかめ面で、ラオの手は細い鞭むちを弄もてあそぶ。

「俺には正直、あの男の本心が読めぬ。こんなことは初めてだ」

「お前がそう言うのなら相当なものだな」

「ああ、雲を摑つかむようだ。手て応ごたえもなにも、あったものではない」

「ふうむ……」

　ルウはしばし、熟考していた。

「あれでけっこう、人望はあるのだから、よけいにわからぬ。地球ばかりか、ラアルゴンの将たちにもな」

「アザリンもそうか？」

「アザリンが特にそうだ」

「ほう」

　ルウは目を上げた。弟が猛犬にアザリンを襲わせたことを、彼はまだ知らない。ラオはシュンを、本当に軟なん禁きんしてしまった。兄からしばらく遠ざけるために──。

「アザリンが慕したうのなら、まんざらな男でもあるまいよ」

「またか」

　ラオはいらつきながら、

「あの男に叛はん乱らんを起こされると、いささか厄やつ介かいなことになりそうだ」

「今のうちに潰つぶすか？」

「いや、それより、利用してやる」

「できるのか？」

　ルウの目が、微かすかに輝いた。「たった今、あの男はお前のためには動かぬ、そう言ったばかりではないか」

「確かに」

　ラオは微ほほ笑えみながらうなずいた。氷の仮面を被かぶった貴公子。ルウが弟を、本当の悪魔ではないかと思うのはこんなときだ。

「しかしな兄者、タイラーが自分以外の人間で、ために動く四人、妻と娘、アザリン、そしてアンダーソン、この四人が四人とも、我らが手中にあるも同然。生せい殺さつ与よ奪だつの権を完璧に掌しよう握あくしておると言っても……」

「なるほど、過言ではあるまいよ」

　車椅子が微かすかに軋きしんだ。「確かにこれ以上の人ひと質じちはあるまい」

「どうだ、タイラーをアシュランのために動かすお膳ぜん立だて、これでじゅうぶんではないか」

「確かにそうだが、ラオ……」

「なんだ兄者？」

「それはもしかしたら、虎とらの首に縄をつけて引っ張り回すよりも、無む謀ぼうで危険なことかもしれんぞ」

「なに、虎には頑がん丈じような檻おりがついておる。手も足も出ぬよ」

「ならよいが。檻が意外に華きや奢しやということもありうる。あるいはあの虎を閉じ込められる檻など、最初から存在せぬかもしれんぞ」

「慎重すぎるわ、兄者」

　ラオは何がおかしいのか、大笑いした。「いや、臆おく病びようだ。ここまで来ると」

「ならいいがな」

　ルウは目を閉じた。

「そんなやり方をすれば、地球人は我われ々われを、さぞや憎むであろうな」

「兄者よ、まさかとは思うが……」

「なんだ？」

「この期ごに及んで、好かれる支配者になろうなどと、夢のようなことを考えてはいまいな」

「悪いか」

「よいの悪いのという以前に絵え空そら事ごとだ」

　辛しん辣らつであった。ラオはルウの帝王プランを、机き上じようの空論と切って捨てたのである。

「支配者は、好かれる必要はない。恐れられさえすればよいのだ」

「お前に、その哲学を教えてくれたのは誰だれだ？」

「知っているくせに」

　初めて弟らしい表情を、ラオはルウに対して見せた。

「お人好しで、他になんの取り柄もなかった、俺たちの父よ」

「…………」

「なるほど父は、先のアシュラン大公ティン・マオは、皇帝ゴザ十五世に対して二心など抱いてはいなかった。すべては宰さい相しようワングの讒ざん言げんよ。だがその誠意が皇帝に、アザリンの父に通じたか？」

「…………」

「皇帝にとって重要なことは、父の本心などではなかった。父が、アシュランが、その気になりさえすれば謀む叛ほんを企てうる、その事実のみにすぎなかったのだ。可能性があったから芽を摘つんだ。それだけのことよ。俺は別に先帝を恨うらみなどはしておらぬ。同様にアザリンに対してもな。だが、将来の不ふ穏おんの芽は、早いうちに摘んでおかねばならぬ。取り返しのつかない事態になる前にな……。人の上に立つとは、力を持つとは、そういうことよ」

「そうして、すべての影に怯おびえろというのか」

「そうだ」

　ラオはうなずいた。「支配者は、臆病すぎるくらいで、ちょうどよい」







　タイムリーな形で、叛乱が勃ぼつ発ぱつした。

　惑星連合に属する、デネブ宙域にある惑星国家コルバーが、アシュランへの服従を潔いさぎよしとせず、叛はん旗きを翻ひるがえしたのだ。コルバーは小なりとはいえ、経済的にも、軍事的にも独自のブロックを持つ、バランスのとれた惑星国家である。すべてを太陽系外からの輸送に頼っていた近年の地球あたりとは違い、食料・資源の自給率が高く、経済的な閉鎖に対しても、長期間持ちこたえられるであろう。単独でアシュランに勝てるほどの軍備はないが、戦いが長びけば、アシュランに対して不満を抱く他の惑星国家が必ずや、呼応して各地で叛乱を起こしてくれるに違いない。それを見越しての、叛乱であった。

「やっと嚙みついてくる奴が出て来たか……」

　この報告を受けたとき、選せん帝てい侯こうラオはむしろ、喜々とした表情で言った。

「そう来なくてはな」

　手ぐすねひいて、待っていたのである。

「ここで最初の叛乱を、ぐうの音も出ないほどに叩たたきのめして、我々の厳たる覚悟のほどを見せつけてやれば、その後の支配がやりやすくなる。二度と叛乱を起こそうなどという馬ば鹿かは、出て来ないであろうよ」

　自信たっぷりに言うだけのことはあって、彼には叛乱鎮圧のための、切り札があったのである。ジャスティ・ウエキ・タイラーという──。

「タイラー提督」

　新政府の執政局に呼び出しておいて、執政官ラオは、新政府の名のもとに、彼に一通の真新しい辞じ令れいを手渡したのであった。

「１２０隻の艦隊をもって、コルバーの叛乱軍を討うて──！」

　惑星連合宇宙軍一と謳うたわれた提督に、自分たちの同胞を討たせるのである。この間まで誰よりも頼もしい味方であったタイラーが、敵の先せん鋒ぽうとなって自分たちに向かって来ることを知った、コルバー軍の驚きは、いかばかりであったろうか。

「それにしても、１２０隻とは少なすぎるのではないか？」

　弟からの報告を受けた公王ルウは、首を傾かしげた。「それも、駆逐艦とか輸送艦とか、仮装巡洋艦とかの二線級の艦ふねばかりだ。同じく寄せ集めとはいっても、コルバー艦隊は総勢３００隻近い数だと聞いている。いかにタイラーが指揮を執とるとはいえ、これはちと、少なすぎはせぬか？」

「なに、このくらいでちょうどいいのさ」

　ラオはうそぶいた。「人質がいるとはいえ、タイラーに多すぎる艦隊を与えるのは危険だ。そのくらいのことはわかっている。それにもし、衆しゆう寡か敵せずタイラーが敗やぶれて、よしんば死んだところで、我々の腹は痛まぬ。要はそれだけの男であったということだ。逆に言えば、１２０隻で３００隻を破ることができて初めてタイラーは我々が手駒として使うに足る漢おとこ。そうは思わぬか。な、兄者」

「なるほど」

　ルウはうなずいた。「確かにお前の言う通りだ。だが問題は、タイラーが我々の予想をはるかに超える度量と裁量の持ち主であった場合だ。そのときは──」

「ありえぬよ」

　ラオは言げん下かに否定した。「タイラーという奴、確かに有能かもしれんがそれほどの男ではない。現に、呼び出して、辞令を渡したときも──」

「なんと言った？」

「わかりました。やりましょう、と──」

「それだけか？」

「それだけさ」

「かえって不ぶ気き味みだな」

「考えすぎさ」

「だとよいのだが……」

「兄者はタイラーを、高く評価しているのだな」

「まあな」

　だがそのルウの慧けい眼がんでさえ、はるかにタイラーは、凌りよう駕がしていたのである。

　そのことを思い知らされるのは、かなり後のこととはいえ──。

「人質は四人も押さえているのだ。奴にもし叛はん意いがあったとて、どれほどのことがある」

　だが、そのラオの、自信の源みなもとともなる牙が城じようの一角が、早くもその直後には崩くずれてしまった。

「ルウ様、ラオ様、とんでもないことに……」

　息せききって駆け込んで来た部下に、

「うろたえるな！」

　ラオは一いつ喝かつしたが、すぐに自分も少なからずうろたえる羽は目めになった。

「アザリンが出しゆつ奔ぽんしただと？」

「さようで……」

「あれほど厳重に監視せよと──」

「ですが」

　部下からもたらされたアザリン出奔の経緯いきさつは、さらにラオを、ルウさえも仰ぎよう天てんさせるにじゅうぶんなものであった。














第四章　ランナウェイ









　イサム・フジが実じつ母ぼであるアスカ・コリアと最後に口をきいたのは４年前、彼が13歳のときだった。いわゆる生なま意い気き盛ざかりと呼んでさしつかえない年頃である。イサム自身、あまり感情的になりすぎたので、細かいところは覚えていないのだが、別れ際ぎわに交かわした、きわめつけにクサい会話だけは、今でもとびきり鮮烈に覚えている。

　つまり、こんな具合だ。

「母さんは、この僕を愛していないのか？」

　と息子が言えば、

「お前も、大人になればわかるわよ」

　と、産うみっ放しの無責任な母は言った。

　あのときイサムは、一度人生を投げてしまった。13歳の少年が、である。そうして、父の反対を押し切り、幼年学校に進学することを決めたのだ。

　あれから４年たち、イサムも少しは大人になったと思う。まだ自分を捨てた母を、全面的に許す気にはとてもなれないが、あの頃に見えなかった人生の部分が見えてきていることは確かなので、今会って話し合えれば、あのときとはまた違った結論が出るのではないかと思えた。いや、あのとき以上の悲ひ惨さんな結末になるかもしれないが、それでもスッキリはするだろう。結論なんて、一生かけて出ればまだいいほうだくらいに、イサムは考えていた。

　本ほん音ねを言えば、こういうときにどうすればいいのか、飾らない、率そつ直ちよくなアドバイスが欲しかったのだ。倫みちならぬ恋の大ベテランである母から、人生の先輩としての……。

　惑星連合宇宙軍内では女ウ性エ士ー官ブの出世頭だった母は、あの頃すでに大佐であった。あれから一度も会ってはいないが、確か准将くらいにはなっていたと思う。両親ともに将官という家系は、連合宇宙軍史上でも、そうザラにはないはずである。ただし、階級はともかく、その実態は最悪であった。

　父はおおよそ自分が知る限りでは、宇宙軍史上最低の参謀総長。母にしても実の子である自分をほったらかしにしてキャリアに名を連つらねた以上は、せめて出世でもしてくれないことには自分の立つ瀬がない。そんなくらいにイサムは思っていたのである。

　それがここ数日というものは、なぜだかわからないが無む性しように、母に会いたい。そう思うと居ても立ってもいられないのだ。

　まさに珍事と言うべきであった。

　それにしてもアザリンが愛いとしい。

　いったい自分はどうなってしまったのだろう？　恋をすると誰だれでも、こんな気分になるのであろうか？　自分でも説明のしようのない行動や言動を、咄とつ嗟さに取ってしまうものなのであろうか？　それが今までの自分の人生の、主義主張に反するようなことでも──。

　そのことを母に会って、確かめたかった。

　彼女ならあるいは、今のイサムの質問に、答えられるはずであった。

　いや、宇宙にもう一人、あるいはイサムの問い掛けに答えられるかもしれない人がいる。

　彼なら、あるいは──、

　しかし彼は、今はこの場にいない。銀河の果てで起こった叛はん乱らんを鎮ちん圧あつするために、はるばる長ちよう征せいの途上にある、はずであった。

　ジャスティ・ウエキ・タイラー、彼の一番弟子を標ひよう榜ぼうするイサムとしては、彼と引き離されてしまったことは甚はなはだ面おも白しろくない。タイラーをできるだけ、かつてのスタッフと引き離そうというのはアシュランの策略であるらしい。自分が提督の側そばにいて何ができるかは疑問だが、それでもこんなときだからこそ、自分はタイラーの側についていたかったし、またタイラーにも、自分の側にいてほしかった。

　奥さんと、生まれたばかりの子供とを人ひと質じちに取られ、叛乱鎮圧と称してかつての味方と戦わされるタイラーの、その心中やいかばかりか。

　何もできない自分が、つくづくイサムは情けない。

　現に今、イサムはアシュランの、厳重な監視下に置かれている。鉄てつ格ごう子しこそないが、自分の意志では一歩も外には出られない。そんな生活がもう１週間近くも続いていた。どうやらあの、強化犬バイオドツグの牙きばからアザリンを救った一件から、彼は若じやく年ねんながら、タイラーと並ぶ最重要注意人物の指定をされてしまったらしい。監視の兵の異常とも思える数や、彼らの態度で、それとわかるのだ。

　今イサムがいるのは、ジュネーブ市内の由ゆい緒しよあるホテルで、元二等兵には明らかにオーバークオリティのスイートルームであった。快適には違いないが、終しゆう始し見張られてくつろげるほどには、イサムも人生経験を積んではいない。監視につけられた兵士の態度は慇いん懃ぎんではあったが、外に出ようとすれば、なにかと理由をつけてやんわりと拒絶された。

　曰いわく──、

　治安が悪くて出歩くのは危険だ。

　あいにくと当事者がいなくて自分の一存では決めかねる。

　あるいは、

　もう少し待てばなんとかなるから、今日一日だけは外出は控えてほしい。ｅｔｃ……。

　慇懃無礼とはこのことだ。しかもそれをはるかに年上の兵士や将校たちにやられるのである。

　これならむしろ邪じや険けんに扱われたほうが、よほど精神衛生にはよい。

『俺ってそんなに、たいした人物だったのか……』

　なかば自や棄けになったイサムが、四畳半ほどもあるベッドに大の字になり、そうつぶやいたとき、ドアがノックされた。

「あんだよ」

　ドアを細目に開ける。

　見覚えのある顔が、ニヤリと笑った。

「元気そうだな」

　ティン・シュンであった。「安心したぜ」

「あんた……、またなんで？」

　突然のこととて、言葉に脈みやく絡らくがない。

「入るぞ」

　返事も聞かずに、熊のような巨体がドアをこじ開けるようにして滑すべり込んで来た。この怪童は万事につけ、こんな風に強ごう引いんなのだろうか。

　シュンが開いたドアからもう一人、銃を持った兵士が、後を追うようにして入って来た。小柄な兵士であった。

「頼みがある」

　前触れもなしに、シュンは言った。「引き受けてもらえるな」

「断ると言ったら？」

　自分の意向というものを無視され通しで、面おも白しろくないイサムであった。

「断れない」

　ニヤリと笑って、シュンは言った。

「なんで？」

「理由は……」

　顎あごをしゃくって、兵士のほうを示した。

　兵士を見てイサムは、愕がく然ぜんとした。

　ほとんど「あっ」と、声を上げかけた。シュンが慌あわてて『静かに！』のサインを送る。

　辛かろうじてイサムは、声を押し殺すことに成功した。

　兵士は、アザリンであった。

　アシュラン兵士の格かつ好こうをしているだけで、イサムにはわからなかったのである。先の皇帝が、そんな格好をしているというだけで、意外だった。いや、完かん璧ぺきに意表を突かれた。

「世話になる」

　アザリンはイサムを見て、軽く会え釈しやくしてみせた。「嫌いやだと言ったのだが、シュンは昔から、こうと決めたら強引でな。とうとう私に、こんな格かつ好こうをさせてしまった」

「お似合いですよ、陛へい下か」

　まんざらお世せ辞じというわけでもなかろうが、ついついイサムは口がすべった。「惚ほれ直しました」

「無ぶ礼れいな」

　アザリンが小さく叫ぶ。「しかし、まあ、今は大目に見てやろう」

「詳しい説明をしている時間がない」

　シュンが言った。「アザリンを連れて、できるだけ遠くへ逃げてくれ」

「いいのか？」

「もはやお前くらいにしか頼めぬ。いや、お前なら頼める」

「評価してくれるのは嬉うれしいが、はっきり言ってこれは重荷だ」

「百も承知」

　脅おどすようにシュンが、イサムを見た。

「だがもう、本当に時間がない。ラオ兄あに貴きはタイラーをアザリンから遠ざけた。この意味がわかるな？」

　イサムは無言でうなずいた。

「ならば黙って行け。悲しいかな今の俺の権限では、ここまでが精一杯なのだ。ラオ兄貴はやると言ったら本当にやるからな」

「世話になるぞ。イサム・フジ」

　アザリンの目がこのとき初めて、正面からイサムの目を見た。

　それでイサムの決意は決まった。

「わかりました」

　イサムはアザリンの手を取った。「さ、まいりましょう。陛下」

「それは許さん」

　シュンが慌あわてて、イサムの手をアザリンからもぎ離した。「あくまでお前は、俺の代理人なのだ。臣しん下かの礼をわきまえよ！　ちょっとでもアザリンにへんなことをしてみろ。その首はへし折れるぞ」

「わかってるって」

　辟へき易えきしながらイサムは言った。「あんたに真顔でそう言われると、冗談とは思えないからな」

「本気も本気、大本気だとも！」

　意外に子供っぽい表情で、シュンは言った。「いつも俺の目が光っていると思え！」

「そうする」

　イサムは部屋を出た。

　兵士に化ばけたアザリンが、そのイサムに銃を突きつけ、シュンが監視するかのように廊下を同行する。

「こんなものは握ったこともないのでな……」

　生まれてから錫しやく杖じようより長いものは持ったためしのないアザリンであった。「暴発したら許せよ」

「陛下に撃たれて死ぬなら本ほん望もうですよ」

「同感だ」

　廊下のはずれで、警備の士官に、見とがめられた。

「止まれ！」

「こいつを尋問するのだ」

　シュンが言った。「場合によっては拷ごう問もんもな」

「これはシュン様」

　しかし恐きよう縮しゆくしつつも、懐かい疑ぎの目は解かない士官であった。「ですがラオ様からは何も……」

「俺の信用も、地に堕おちたものよな」

　演技だけではなくシュンは嘆なげいた。「カタイコト言わずに通せよ」

「なりません。あとで私がラオ様に叱しかられます」

「俺よりラオ兄貴が怖こわいか？」

「あの方に睨にらまれると、しつこいですから……」

「言えてる」

　シュンは笑った。「あ！　噂うわさをすれば──」

　あらぬ方向を指差すシュン。誰だれもいない廊下の隅すみを振り向いた士官は、一撃でノックアウトされていた。

「律りち義ぎな奴だ。殺すには忍びない」

　気絶した士官の様子を調べて、シュンは言った。

「こいつが目を覚まして騒ぎ出すまでに、せいぜい１時間といったところだ。表に車を待たせてある。その間に、できるだけ遠くに逃げろ！　１メートルでも遠くへな」







「草の根分けても捜さがし出せ！」

　血ち眼まなこになって、ラオは叫んだ。「見つけ次し第だい、発砲しても構かまわぬ！」

　兄が側そばにいぬのをよいことに、彼は配下の警備隊員たちにそう命令した。

「女連れでは、遠くには動けまい。まして、あらゆる意味であれほど目立つ女も、おるまいからな」

　確かにその通りであった。

　この逃とう避ひ行こう、追われる側には、甚はなはだ分が悪い。だが、ラオにも誤算はあった。

　イサムは逃げた。しかし、あえて遠くへは逃げなかったのである。いや、遠くへ逃げようとするあまり、発見されるという愚ぐは冒おかさなかった。

　見つけ出そうとするラオたちの、すぐ近くに彼らはいた。







　ヘミングウェイの『武器よさらば』の主人公になったような気分だった。

　その昔、背伸びして読んだ宇宙暦以前の古典小説だ。

　今、追われる身のイサムは、女連れでスイスのチューリヒにいる。

　湖こ畔はんのテラスに、彼女と差し向かいでいる。

　従軍看護婦ともと皇帝陛下という違いはあるが、とにかく『武器よさらば』の主人公気分は満まん喫きつできるわけだ。

「なにをじろじろ見ている」

　目の前で、アザリンが言った。「そんなにこの格かつ好こうが、おかしいか」

「とんでもない」

　イサムは慌あわてて否定した。やんごとないお方が相手だと、なにかにつけて対たい処しよに困る。

「それどころか、とてもよくお似合いです」

　近くのデパートで調ちよう達たつした水色の夏のワンピースと、大きめの麦むぎ藁わら帽子とは、確かにお世せ辞じではなく、16歳の少女にはとてもよく似合った。ちょっと目にはこれが、とても指名手配中の元皇帝には見えない。ただ地球人の少女にしてはやや鮮あざやかすぎるくらいの赤毛と、緋色の瞳が人目をひくくらいのものである。

　今はその赤毛も、麦藁帽子がうまく隠してくれている。

「地球の民族衣装というのも、これはこれで悪くはないな」

　アザリンも、意外に御ご満まん悦えつであった。「ただ、ちょっとゆったりとしすぎて、風通しがよすぎるというのか、スースーするな……」

「そうですか」

　イサムはちょっと、意外そうな顔をした。

「何が言いたい？」

「はあ──」

　イサムは頭を搔かいて、

「陛下のあの衣装、あの涼しすぎる衣装よりは、露出部分も少ないはずですが……」

「イサム・フジ！」

　アザリンの整った眉まゆが、微かすかに吊つり上がった。「そちらは、地球人どもは、神聖にして冒おかすべからざる皇帝の正装を、そういう不純な目で見ておったのか？」

「…………」

　気まずい雰ふん囲い気きを救ったのは、ちょうどウェイトレスが運んで来た、ソーダ水とアイスティーであった。

「これが、地球の下しも々じもの愛あい飲いんするという、ソーダ水というものか……」

「さようでございます、陛下」

「そうしゃちほこばるな。苦しゅうない。アザリンでよいぞ」

　そういう態度が、堅かた苦くるしさを生む。

　アザリンは一口、ソーダ水を口に含んだ。「甘い！」

　少女の感かん慨がいであった。

　隣となりの席のカップルが、思わず振り向いて笑った。イサムはハラハラしながら首をすくめた。彼女といれば、少なくとも退屈はしない。

「甘いな。カトラというラアルゴンの飲み物に似てはおるが、はるかに甘い」

「お口に、合いませんか？」

「いや、気に入った。全部飲むぞ」

「どうぞどうぞ」

　こうなればどうとでもなれだ。イサムは覚悟を決めた。

「こういう自由な気分は、久しぶりだなあ……」

　湖こ畔はんの、澄んだ空を見上げながら、アザリンは言った。瞳ひとみが懐かしむような色を湛たたえている。「この澄んだ空気、抜けるような空の色、風の匂におい……。ビシュラムに似ておる」

「そうですか……」

　ビシュラムを知らないイサムには、比較のしようがない。

「地球にも、このようないいところがある」

「いくらでもありますよ」

　母星の名誉のために、イサムは強く主張した。

「地球人にも、そちや、パコパコのように、よい人間もおる」

「はあ……」

　なんと言ってよいのかわからず、イサムは目の前の少女を見た。

「私は、ラアルゴンの帝国は、体制に背そむく地球人類に対して、あまりにも狭きよう量りようでありすぎたのかもしれぬ……」

「そんなことはないでしょう。陛下は歴代のラアルゴン皇帝の中でも、とびきり慈じ悲ひ深い方だと聞いております」

「本当にそう思うのか？」

　アザリンは驚いたようにイサムを見た。「地球人を何百万人と、この手で葬ほうむって来たこの私だぞ」

「それを言うなら、お互いさまでしょう」

　イサムは笑った。

「それを言ったら、パコパコ……タイラー閣かつ下かなど、まさにラアルゴン人にとっては疫やく病びよう神がみの殺人鬼──」

「なるほど……」

　とても笑えるような会話ではないはずなのに、なぜかアザリンにはおかしくてしかたがないらしい。

「そういう見方も、確かにあるな」

「正義など、総体的な価値観にすぎません」

　イサムは言った。「地球も、ラアルゴンも、おそらくはアシュランも、それぞれ正義であるには違いありません。それぞれの立場から、それぞれの正義をふりかざしているのにね。そのいきがかりを捨てることができさえすれば、銀河はもっと平和になるのではないでしょうか？　もっとも、それが実はいちばん難むずかしいことは百も承知ですが」

「いや」

　アザリンは言った。

「少なくとも、私と、そちとの間でなら、できないことはないぞ」

「そうでしょうか？」

「懐疑的なのだな」

「陛へい下かが世間知らずなのです」

　イサムは言って、慌あわてて打ち消した。「いえ、その、失礼しました……」

「いや、よい」

　アザリンは寛かん大だいな慈悲を示した。

「その通りなのであろう。いささか耳に痛いがな……」

「恐きよう縮しゆくです」

「続けてよいぞ」

　どうもお互い、こういう会話は調子が狂う。しかしこれはこれでなかなか、得え難がたい体験ではあった。

「実の親子でさえ、意志の疎そ通つうとは、なかなかに難しいものです。まして陛下とは他人も他人、生まれた星も、環境も、あまりにも違いすぎます」

「そうかな」

「そうですよ」

「私は、そうは思わない」

「どう思わないのです？」

「感じる悲しみや喜びは、基本的には同じはずだ」

「はあ……」

「たとえば、この──」

　ソーダ水の氷を手に取り、イサムの手にのせる。

「冷たいという感じは、共通のものであろうが？」

「そうです」

　イサムは言った。

「ですがその冷たさを、心ここ地ち好よいと感じるか、不快と感じるかは、それこそ千せん差さ万ばん別べつ、人それぞれなのです」

「ほう──」

「つまり、僕が言いたいのは、自分が気持ちよいことだからといって、人も同じように気持ちよいと感じるだろうと思い込むのが間ま違ちがいの第一歩」

「…………」

「そしてそれを、人に強きよう要ようするのはさらに大きい間違いだということです」

　イサムはアザリンが握らせた氷を、テラス越しに湖水へと放り込んだ。ポチャンという音を立てて、それから波紋が広がった。意外に大きい。

「たとえそれが、善意や慈悲から出た心であってもね……」

「よくわかった」

　アザリンはうなずいた。

「よく言ってくれた、イサム。宮廷の文官や武官どもでは、絶対に教えてはくれぬ理り屈くつよな」

「その理屈がおわかりになれば、陛下はますます、慈悲深いよい皇帝になれましょう」

「いや……」

　アザリンは静かに首を振った。「私はもう、皇帝には戻らぬ」

「そんな──」

「このままアシュランのしたい放題にさせておくというのではないぞ。必ずや政権は取り戻す。しかしアシュランの身の程知らずの野望を打ち砕き、奴らをこの銀河より駆く逐ちくした後は──」

「その後は──？」

「二度と再び、帝政を敷しくことはあるまい」

「なぜです？」

「帝政は疲れる。臣しん民みんも、皇帝自身もな……」

　ふっと、小さなため息を、アザリンは漏らした。「ひとたびその地位を追われてみて、そのことがよくわかった。口くち惜おしゅうもあるが、半面ほっと肩の荷が下りた気持ちも、ないではない。幼少の頃より、このようなくつろいだ気分、久かたぶりであったわ」

「ですが……」

「のう、イサム」

「はい」

「この──」

　細い指が、メニューを指差す。「プリン・ア・ラ・モードというのはどのようなものなのか？」

「さようですな」

　イサムは微ほほ笑えんだ。

「百ひやく聞ぶんは一見に如しかず。実際に御注文されてみるのが、いちばんでしょう」

「やはりそうであろうな」

　オーダーを追加しながら、イサムはアザリンの半生がどのようなものであったのか、想像をたくましくした。その想像を、おそらくはるかに超える人生を、アザリンは歩んで来たのであろう。

「で──」

　イサムは言った。「帝政を廃した後は、共和制に移行するのですか、ラアルゴンは？」

「共和制？　そう申すのか、皇帝を戴いただかぬ政治体制は」

「普通はそう申します」

「言葉の響きはよいな」

「それでもいきなりは無理でしょうから、皇室は残し、大統領を立てるのが妥だ当とうなところではないでしょうか？」

「詳くわしいな」

　アザリンは笑った。「共和制とは、いいものなのか？」

　少なくとも元皇帝陛下を前に、話すような話題じゃないなと、イサムは思ったが、けっこう楽しい会話ではあった。

　政治に限らずビジョンというものは、出来たての夢とごっちゃになったような時期が、いちばん楽しい。

　プリン・ア・ラ・モードが運ばれて来た。

　銀のスプーンでひと匙さじすくって口に運んだアザリンは、思わずにっこりと微ほほ笑えむ。

「甘い。甘くておいしい……」

「でしょう」

「教えてくれイサム。この甘さが、このなんとも言えぬ味わいが、共和制というものなのか？」

「いいえ、陛下」

　イサムは言った。

「これもまた、共和制というものなのです」







「イサム・フジに関するファイルです」

　部下の差し出すファイルを、じろっと一いち瞥べつしてから、

「なるほど」

　と、ラオはほくそ笑んだ。

「このアスカ・コリアという女を、連れて来い」

「どうなさるので？」

「面白いドラマが、演出できそうだ。ちょっとクサいかな……」

「なるほど」

　部下もその意い図とを諒りよう解かいしたようであった。

「いつもながらラオ様の書くシナリオは素す晴ばらしい」

「そうかな……」

「イサム・フジがアザリン様をとるか、自分の母親をとるか、これはちょっとした見ものですな」

「そういうことなら、興味はない」

　ラオはあの、悪魔の冷れい笑しようを浮かべ、言った。

「イサム・フジが目の前で母親を公開処刑されてどういう反応を示すか、俺が楽しみなのはそれだけだ」














第五章　タイラー包ほう囲い網もう









「前方に、敵艦隊が現れました」

　副官の、ノリユキ・タカネザワ元准じゆん将しようが報告する。

「敵ではないよ」

　提てい督とく席せきでタイラーは、やんわりと否定した。

「そうでした」

　タカネザワは頭を搔かいた。「軍人というのは、つくづく因いん果がな商売ですな」

「数は？」

「全部で約３５０隻せきです。内うち訳わけは旧式戦艦がおよそ20、同じくひと昔前の巡洋艦が30乃ない至し40。あとは駆逐艦、フリゲート艦、コルベット艦、砲艦、スループ、特設空母、仮装巡洋艦、その他寄せ集めといったところでしょうか」

　オペレーターが報告した。「たいがいは、惑星連合艦隊の払い下げですね。それでもよくこれだけ集めたものです。数だけなら、我が艦隊の、およそ三倍ですから……」

「こっちだって、似たようなものさ」

　対するタイラー艦隊は、軽巡が６隻、特設空母が２隻、仮装巡洋艦が18隻で、あとは駆逐艦以下の同じような寄せ集め。総数は１２０隻にすぎない。

　叛はん乱らん鎮圧のための艦隊だとしたら、あまりにもお粗そ末まつの一語に尽きた。

「敵艦隊より入電です」

「敵ではないって言ったら！」

「ではなんと呼んだらいいのですか？」

　若い美人のオペレーターは、困ったような顔でタイラーを振り向いた。士官学校を出て間のない、オペレーター一年生なのだろう。

「そうだな……」

　タイラーはちょっと考えて、言った。

「元味方艦隊だ」

「どうしますか？」

　艦長の、ジェット・シン・ヤスダ大佐がタイラーを見た。彼と同じ艦ふねに乗り込むのは実に４年ぶり、駆逐艦『あさなぎ』以来だが、とても手放しで再会を懐なつかしむような心境にはなれない。

「繫つないでくれ」

　やがてタイラーの座乗する巡洋艦『四し万まん十と』のメインスクリーンに、頭の禿はげ上がった髭ひげ面づらの士官がアップで映った。年は30代後半といったところだが、実は意外に若ハゲの部類に属するのかもしれない。

『私は元コルバー宇宙軍大佐、イワン・ミハイロビッチ・ザンギエフだ』

「ハイごくろーさん」

　タイラーが言った。「で、今現在の肩書きは？　どうせもっと勝かつ手てに、偉えらくなっているんだろう」

『そのとーり！』

　画面の中で、ザンギエフ大佐が笑った。意外に憎めないおじさんではある。

『私の今の肩書きは、コルバー義勇宇宙軍総司令官ということになっている』

「立りつ派ぱだなあ……」

　他人事のように（ま、他人事ではある）タイラーは言った。

『見れば惑星連合艦隊の同志とお見受けするが、何ゆえあって我が艦隊の進路をふさぐのか？　ことと場合によってはただではすまさんぞ』

「私は君らを鎮ちん圧あつに来た」

　威い厳げんだけなら自分の倍ほどもあるザンギエフに向かって、タイラーは言った。「私は元惑星連合宇宙軍大将ジャスティ・ウエキ・タイラー。君も軍人の端くれならこの名、聞いたことくらいはあろう」

『ほう、貴き様さまが──』

　ザンギエフは身を乗り出すようにしてタイラーをしげしげと見た。

『意外と見てくれは貧ひん相そうなのだな』

　正直な男だ。

『しかし鎮圧だと？　それは聞き捨てならんな』

「ああ、鎮圧だよ。大佐」

　タイラーは白い歯を見せた。「無む駄だな抵抗はやめてただちに降こう伏ふくしたまえ」

『誰だれに向かって降伏するのだ？』

　ザンギエフは目を剝むいた。『言っておくが我々には、アシュランとかいう訳のわからぬ連中に頭を下げねばならぬ義理は微み塵じんもないからな』

「気持ちはわかるが、こちらも立場上、後には退ひけない」

『では戦うしかない』

　ザンギエフは腕まくりをしてみせた。素す手でなら絶対、タイラーよりは強い。

『失礼だがお見受けしたところそちらの戦力は我々の三分の一。まともに戦って勝ち目はないように思うが……』

「そうかな」

『そうだとも。降伏するのならそちらのほうだ』

「僕は無敵だぞ。大佐」

『戦ってみればわかる』

　そこで通信は切れた。

「やれやれ、わからずやめ」

　タイラーは鼻の頭をこすって、

「ああいうのは、実際に証明してみせないと信用しないから困る」

「そのかわり、提督の強さがわかれば、素す直なおに頭を下げるのもああいうタイプです」

　タカネザワが言った。「やりますか」

「今さら無む益えきな殺せつ生しようはしたくないが……」

　タイラーは提督席に戻ると、手を振った。「やるとなったら話は別だ。30分でカタをつけるぞ。前進！」







「あの男が、本当にあのタイラー提督なのかな？」

　ザンギエフは半信半疑であった。無理もない、一度もタイラーに会ったことがなく、噂うわさでしか彼を知らない者には、尾お鰭ひれのついた虚きよ像ぞうと、実像との間にギャップがありすぎる。

「戦ってみればわかりますよ」

　副官のアルマーニ中佐が、そっとザンギエフに耳打ちした。「ま、私は眉まゆ唾つばものだと思っていますけどね」

「一気に殲せん滅めつしてやろう。戦艦を中央に集めろ！　中央突破作戦だ！」

　ザンギエフも、常識的な作戦の通用するような相手なら、じゅうぶんに猛将の名に値する歴戦の勇士であった。数々の実戦で修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきた彼の、それが強つよ味みであり、また限界でもあった。

『負けるはずがない……』

　旧式鈍どん速そくとはいえ歴とした戦艦を揃そろえた艦隊と、軽巡洋艦しかいない艦隊。しかも彼の１２０隻に対して我の３５０隻。その差は圧倒的であると思われた。

　いや、普通なら、確かにその通りなのである。

　ザンギエフは、勝利を確信していた。

　だからその直後に起こったことは、彼にとって悪夢以外のなにものでもなかったのである。

　戦艦『インペロ』『トブルク』『トリポリ』『イニゴ・カンピオーニ』『アンジェロ・イアチーノ』など20隻、重巡洋艦『ザラ』『バンデ・ネレ』『ヴェスヴィオ』『マタパン』『ボルザノ』ほか33隻。重装甲の艦ばかりを前面に立てて、一いつ挙きよに敵艦隊の中央突破を狙ねらう。普通なら、そしてこれだけの戦力差があれば、じゅうぶんに通用する作戦であった。

　ザンギエフ大佐の不幸は、相手が並の提督ではなかったことである。

「敵艦隊、回頭します」

　旗き艦かん『インペロ』のブリッジで、オペレーターが報告した。

「逃げる気だな」

　この瞬間、ザンギエフは完かん璧ぺきにタイラーの術中にはまったのである。

「逃がすか！　追撃してそのまま敵の中央を突っきれ！」

　逃げるタイラー艦隊を、ザンギエフの艦隊は追う形になった。回頭直後なのでタイラー艦隊は出足が鈍にぶい。低速旧式の艦が多いコルバー艦隊も、じゅうぶんに追いすがって蹂じゆう躙りんできる。そのはずであった。

「我、勝てり！」

　ザンギエフが叫んだ、まさにその瞬間である。

　タイラー艦隊が一瞬、バックしたかのように、コルバー艦隊の将兵たちには見えた。

「敵、減速！」

　オペレーターが叫ぶ。

「なにっ！」

　ザンギエフはこのとき初めて、自分が相手にしているのが本当に、あのジャスティ・ウエキ・タイラー提督であることに気がついたのである。

「しまったっ！　こちらも減速ッ！」

　彼も歴戦の勇士である。自らの非を認めることにかけては迅じん速そくであった。けっして凡将ではない。

　しかし、その命令はあまりにも遅かった。飛び出すな、戦艦は急に止まれない、である。気がついたときザンギエフの艦隊は、逃げると見せかけて減速したタイラー艦隊の中央を突っきり、前方に飛び出してしまっていた。

　コルバー艦隊は無防備な背中をタイラー艦隊に向けてさらし、逆にタイラー艦隊はコルバー艦隊に対し、絶好の射撃位置につけたのである。

　この瞬間に、勝敗はすでに決した。

「撃ちますか？」

　ひどく間のびした声で、タカネザワ准将がタイラーに訊きいた。余裕のなせる業わざである。

「もちろん撃つ！　これは戦争だからな」

　タイラーは言った。「新兵器の、三式弾を使おう」

「ヒラガー技術大佐の、自慢の新発明ですな」

　これは面おも白しろいと、タカネザワは膝ひざを叩たたいた。「なるほど！　あれなら……」

「撃て！」

　タイラー艦隊の主砲が、一いつ斉せいに火を吹いた。







「後部被弾！」

「むう──！」

　オペレーターの報告に、一瞬覚悟を決めた、ザンギエフであった。

「これまでか！」

　あとはエンジンが誘ゆう爆ばくし、宇宙の塵ちりとなるのを待つばかりであると思われた。

「ワーニャ！　ミーシャ！」

　思わず、故郷に残して来た妻と娘の名を叫んでいた。

　ザンギエフ大佐は、もともと惑星コルバーの生まれではない。はるか銀河の反対側、ベテルギウス宙域にある厳げん寒かんの氷河惑星・アルペルの出身である。アルペル宇宙軍時代の階級は上佐で、コルバーには遠路はるばる、軍事顧問として単たん身しん赴ふ任にんして来たのであった。

　コルバー宇宙軍には上佐という階級はなく、ためにアルペル宇宙軍時代よりは一階級上の、大佐の待遇と給料、それに加えて出張手当てが貰もらえるというのは、貧乏軍人のザンギエフには魅力であった。それで泣くなく、妻子と別れて単身赴任を決意したのである。

　ところがその出張中に、惑星連合がアシュラン大公国に対して無条件降伏してしまったことが、彼の運命を大きく狂わせた。これで故郷に帰れなくなってしまったばかりか、義勇軍の司令官に、祭り上げられてしまったのである。

　コルバー宇宙軍にとって、正規軍に所属する軍人よりも、よそから来た外部の人間を司令官に据すえたほうが、なにかと都合がよい。後になって万一クーデターが失敗し、アシュランに責任を追及されたとき、すべてこいつがやりましたと、ザンギエフ一人を人ひと身み御ご供くうに差し出せばすむ。たかが一大佐にすぎないザンギエフが、義勇軍とはいえ総司令官の椅い子すに座っていられるのはそのためであった。

　もちろんそればかりではなく、ザンギエフに豊富な実戦経験と人望があったこと、彼がけっこう乗せられやすい性格であったことなど、いろいろと要因はあったのであろうが……。

「ああ、思えば短い人生だったぜ」

　瞳ひとみを閉じて、すべてが御ご破は算さんになるのを待つ。

　ところがその爆発が、いつまでたっても起こらないのだ。

「メインジェネレーター、出力ダウン！」

　代りに意外な報告が来た。「エンジン停止、全火器使用不能！　航行不能！　本艦だけではありません。被弾した、全艦艇が一いつ切さいの行動不能です！」

「何を食らった！」

　ザンギエフは思わず叫んでいた。「タイラーめ、何をやらかしたのだ？」

『そこまでだよ、大佐』

　戦艦『インペロ』のメインスクリーンに、貧相な男の顔が浮かぶ。しかしさっきまでとは別人のように、ザンギエフの目には見えた。

『新兵器の三式弾だ。フーラー粒子を使った極ごく秘ひの武器さ』

「あれが──」

　噂うわさには聞いたことがある。フーラー粒子。ジェネレーターの中で加圧されて、プラズマ状態にまでエネルギーを高められた中性子やヘリウム原子核を、一いつ挙きよに中和・冷却してしまう魔法の粒子だ。それを砲弾型のカプセルに密閉し、軍艦の主砲や光子魚雷の発射管から打ち出す兵器が、この年、宇宙暦７００３に制式化されたばかりの三式弾であった。

『この勝利が、新兵器のおかげだなどと、思わないでくれよ』

「当然だとも！」

　感嘆して、ザンギエフは叫んだ。

「むしろ新兵器に救われた。通常の攻撃なら、今頃我々は宇宙の塵ちりだったからな」

『これで降伏しろと言った意味も、わかってもらえたかな？』

「よくわかった」

　ザンギエフは帽子を脱いだ。薄くなった頭をスクリーンに向けて垂たれる。

「無条件降伏だ、タイラー提督。俺はどうなってもかまわん。部下の処置は寛かん大だいに頼む」

『まかせておけ。悪いようにはしない』

　タイラーはスクリーンの中で、微ほほ笑えんだ。『実はなあ、大佐。僕にも女房子供がいてなあ……。あんたは他人のような気がしない』

「聞かれていたか……」

　ザンギエフはいささか照れた。「俺が叛はん乱らんを起こしたことで、家内と娘はどうなるのかな……」

『安心しろ。それも悪いようにはしない。アシュラン公王のルウ陛下に、寛大な処置を頼んでみる』

「いろいろとすまんなあ」

『これからそちらに兵士を転送するから、武装解除してくれ』

「あいわかった」

　通信が切れると、ザンギエフはブリッジの床に座り込んだ。

「ふふ……。ジャスティ・ウエキ・タイラーか。惑星連合宇宙軍最年少の提督だけのことはあるな」







「なんと！　鎮ちん圧あつしたか」

　コルバー義勇宇宙軍降伏との報を聞いたティン・ラオは、思わず瞠どう目もくした。タイラーが出撃してから、１週間もたっていない。さすがに負けるとは思っていなかったが、予想をはるかに上回る早さであった。

「ルウ兄者の言う通り、我らの手には余る男かもしれぬ……」

　だとしたら──、

『このまま利用するか、それとも我らの脅きよう威いとならぬうちに消してしまうか……』

　その潜在能力はそら恐ろしい。しかし消してしまうにはあまりに惜しい。珍しくも悩むラオであった。

『もっと強敵にぶつけてやれば、あるいは……』

　俺はつくづく悪い奴やつだと、ラオは思った。

『嫌われるよな、やっぱり……』

　しかし征服者とは、かくあるべきだという、確たる信念は揺らぎもしない。かつて疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられた皇帝ゴザ十五世によって、一族のほとんどを抹まつ殺さつされ、領地をも奪われたことを、幼かったなりに、いや、幼かったなればこそ、この貴公子は忘れてはいなかった。

　他人に情けをかけることは、彼のこれまでの生き方を、否定することなのである。

　好き嫌いとは、また別の次元の問題なのであった。

　それにしても、恐るべきはタイラー。

　早そう急きゆうに手を打たねばならぬ。

　そう思ったところへ、部下が来た。

「アスカ・コリアを捕らえました」

「よくやった」

　部下のほうを見もせずに、ラオは言った。「立体テレビ中継の手はずは、整えておろうな？」

「は、その点はぬかりなく……」

「ただちに一般放送を中断して、公開処刑の予告を流せ」

「はっ」

「全ネットでだぞ。派は手でにやれ」

「心得ております」

『嫌われるよな、やっぱり……』

　部下を下がらせてから、ラオはいささか自じ嘲ちようの笑みを漏もらした。

　しかし、生き方は変えられない。







　アザリンに、共和政治の素す晴ばらしさを味わってもらうため、イサムは危険は覚悟の上で、あちこち歩いて回った。

　映画館、ディスコ、３Ｄブックセンター、喫茶店、ゲームセンター、ファーストフードショップ、ｅｔｃ……。

　それらのすべてにいちいち、素直に感動してくれたり、またカルチャーショックを感じてくれたりするのだから、張り合いはある。ときにはずいぶんチグハグな対応もあったり、冷や汗を流すようなこともあったりはしたが、イサムとアザリンにとっては、至し福ふくの時間であったことだろう。

「なあ、イサム」

　ファーストフードショップで、口の回りをケチャップだらけにして、アザリンが言った。ハンバーガーに慣れていないので、悪戦苦闘の結果である。

　それはそれで、愛らしかった。

「共和制とは、素晴らしくもあるが、押しつけがましい一面もあるな」

「どういうことでしょう？」

「たとえばこの、ポテトとかいうものだ」

　ハンバーガーの横にある、フライドポテトを指差す。

　それからカウンターの中の、制服姿もかわいらしい女店員を指差した。

「さっきから見ておるとあの売り子は、来る客来る客にみな、ポテトを勧すすめているぞ。ポテトの嫌いな客は、どうすればよいのか？」

「それは、勇気を出して断ればよいのです」

　イサムは言った。「いらないものは、断ることのできる自由、それが共和制です」

「なるほど、確かに素晴らしいな」

　アザリンは微ほほ笑えんだ。

「御一緒に、ポテトなどいかがですか……か」

　そのとき、それまで銀河系ベストテンのプロモーションビデオを流していた店内の立体モニターが、突とつ如じよとして切り替わった。

『アシュラン新政権臨時速報』

　と銘めい打うたれたテロップが、店内の雰囲気に水を注さした。

「なんでえ」

「またかよ」

「つまんねえんだよな、これ……」

　若者たちの囁ささやき声とブーイングが、店内に充じゆう満まんした。

　何なに気げなく画面を見上げたイサムは、思わずコーラを吐はき出した。

「どうしたのだ？」

　イサムは答えない。ただ口をポカンと開けて、モニターを見つめる。

　画面には、惑星連合宇宙軍の制服を着た女性の姿が映っていた。さほど若くはないが、美人である。

　判で押したように無表情なその貌かおに、どことなく隣となりにいる少年に通じるものがあることに、アザリンは気づいた。

「あれは──？」

「僕の、母親だ」

　イサムはつぶやいた。声が震えている。「卑ひ怯きよう者ものめ！」

『イサム・フジ』

　冷れい徹てつな声が、モニターから流れた。『この放送の意味がわかるかな』

「ラオ！」

　アザリンが小さく叫ぶ。

『わかったら、ただちに最も寄よりの執政局に出頭せよ。もちろん彼女も一緒にな』

　ぐっと、イサムは唇くちびるを嚙かんだ。これはルール違反だぞと思った。母には、関係ない。自分を捨てた、母には──。

『スイス時間で明朝６時までに出頭せぬ場合は、不本意ながらこの女を公開処刑の対象とする』

「ばっかやろ！」

　イサムは人目も気にせず、思わず小さく叫んでいた。「なんで今さら、おふくろなんだよ！」

「イサム……」

　アザリンが心配そうに、イサムを見た。

「どうする？」

「心配するなよ、陛へい下か」

　イサムは無理して、笑顔をこしらえようとしたが、失敗した。「たとえ親を人ひと質じちに取られたって、それで陛下をアシュランに売るほど、俺は落ちぶれちゃいねえや」

「イサム、いけない」

　アザリンがイサムの袖そでを取った。「私のために──」

「もうここまで来たら、あんただけの問題じゃないさ」

　イサムは言った。「口で言うのは易やさしいが、実際に共和制ってやつを自分で実践してみせるのは、容よう易いじゃないってことだ」

　そのとき、画面が再び切り替わった。アスカ・コリア元准将に代って、画面に現れたのは、小太りの中年男であった。

「あち！」

　その顔をみるなり、またもイサムは顔を覆おおった。「まいったなあ……とことんやってくれるぜ」

『イサム！　なんてことをしでかしてくれたんだ』

　立体モニターの中の中年男、元惑星連合艦隊参謀総長ススム・フジ大将は叫んだ。

『みんなに迷惑をかけおって！　父さんは泣いているぞ。すぐに自首しなさい！』

「誰が！」

　イサムは激しく毒づいた。「誰が、あんたの言うことなんか！」

「察するに」

　アザリンが言った。「あれがお前の父親という訳か」

「認めたくないけどな」

　イサムはしぶしぶうなずく。「おふくろの次は親おや父じか。まったくお膳ぜん立だても御苦労なことだぜ」

『イサム～、父さんは怒っていない。すぐに帰って来い』

　画面の中で、フジ大将は叫び続けた。家出少年が家に帰りたくなくなる理由は、彼を見ていればだいたい想像もできよう。

『どうだ、イサム・フジ』

　みたび画面が切り替わり、憎々しい面つら構がまえのティン・ラオが現れた。『御父上もああ言っておられる。素直に出て来たほうが身のためだぞ』

　イサムの握った拳こぶしが、プルプルと震えている。

「汚きたねえ、汚ねえ！　汚ねえよ！」

　イサムは画面を凝ぎよう視しした。もしかしたら不覚にも、隣にいたアザリンに、涙を見られたかもしれない。

「関係ねえだろう。親父や、おふくろにはよ……」

「行こう！　イサム」

　アザリンがイサムの手を取った。

「私はどうなってもよい。それよりイサムの両親に、こうして迷惑をかけていることが耐えられぬ。行こう。行って、処刑をやめさせよう」

「ええい、もう」

　イサムは無ぶ礼れいを承知で、アザリンの腕を振り払った。「ったく！　それこそ連中の思うツボだってことがわからねえのかよ！」

「しかし──」

「この問題は、俺自身の問題だ。自分でキッチリ、カタはつけるぜ」

「偉えらそうなことを言うな」

　イサムの肩に、力強い腕がのせられたのはその瞬間であった。

「家出少年が、いっぱしの口をきくじゃないか、ええ」

　はっとなって振り仰あおぐと、赤い髭ひげが目の前にあった。

「少しは自分の置かれた状況というもんをわきまえろ。嘴くちばしも黄色いくせしやがって、危あぶなっかしくて見ちゃいられねえんだよ！」

　いかつい顔の中で、その目がニッと笑った。

「アンドレセン准将！」

「声がでかい！」

　自分も大きな声で、アンドレセンは叫んだ。「一発でわかったぜ。最初に見つけたのが俺だからよかったが……」

「閣かつ下か……」

　緊張の解けたイサムの両眼に、じわっと熱いものが溢あふれそうになった。

「閣下、僕はどうしたら──」

「どうしようもねえやな」

　いささかなげやりな口調で、〝赤毛のエイリーク〟は言った。「卑ひ怯きような手を使いやがる。まあ、俺たちにまかせろや」

「俺たちって？」

「ドクターとか、ヤマモト閣下とかな、みんなおめえのことを心配してるんだぜ。いや、本当のところを言うと、心配なのはアザリン様のほうで、お前さんはついでだがな……。とにかく心配で、手分けして捜さがし回ってたら、俺が最初に見つけたってわけよ」

　横目でアザリンのほうを見ながら、小声で囁ささやくアンドレセンであった。

「どうせそうでしょうよ」

「まあ、そうむくれるなよ」

「むくれてなんていません」

　多少、元気が出てきた。

「上出来だ、坊や」

　髭の中で、優しい目が線になる。

「ま、そしたら今の緊急放送だろう。たまげたぜ」

　ポンと、肩を叩たたく。「ま、まかせろや。及ばずながら力になるぜ」

「閣下……」

「ほらほら、涙……、涙」

　顔に似合わず気さくなアンドレセンは、どこで調達したのか花柄模様のプリントされたハンカチを、そっとイサムの手に握らせた。














第六章　公開処刑２秒前









「子供も子供なら、親も親ですな。アスカ・コリアさん」

　ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオは、その悪魔的な表情をますます悪魔的にして、手にした鞭むちで、彼女に顔を上げさせた。刺すような視線が、ラオの白はく皙せきの顔に注がれる。いまや彼女の運命は自分の手に委ゆだねられているというのに、勝ったような気がしない。それどころかラオは、この強情な女を屈くつ服ぷくさせようと、思わずムキになっている自分に気がついて愕がく然ぜんとした。

「力しか信じられないのね。お気の毒に……」

　コリア女史は、イサム・フジの実の母親は、むしろ憐あわれむかのような口調で、ラオに言った。

　いったいこの女の、この余裕の根拠はなんなのか、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチにどうして微ほほ笑えんでいられるのか、ラオには皆かい目もく見当もつかない。電子手て錠じようこそかけていないが、囚人にも等しい扱いを、彼女は受けているのである。いや、自分を見るラオの瞳ひとみの中に、はっきりとした殺意を、彼女は感じているはずだった。それくらいには、勘かんのいい女のはずである。

「なぜだ？」

　思ったことを、ラオは素す直なおに口にした。それ自体、彼には稀け有うなことなのである。

「なぜ、笑っていられる？」

「息子を、信じているからです」

　それに対する彼女の答も、実にあっさりとしたものであった。

「イサム・フジが、お前のことを救い出してくれることをか？」

「違います」

　アスカは静かに、しかしきっぱりと言った。

「息子が、絶対にあなたたちには捕まらないと、信じているからですわ」

「たわけが！」

　手にした鞭を思わず振るいそうになって、ラオは辛かろうじて忍耐の淵ふちで思いとどまった。いちおう、彼はフェミニストを自称している。相手が子持ちの中年女性でも、例外ではないはずであった。

「こうしている間にも、あのうつけ者は、我々の手の者に捕らえられておるやもしれぬわ」

「そうだとよろしいわね、侯爵」

　人生経験なら、アスカ・コリアはラオの倍以上積んでいる。どうやら駆け引きでも、彼女のほうが一枚上うわ手てのようであった。

「く……」

　敗北を認めないわけにはいかず、ラオは唇くちびるを嚙かんだ。単純な力に屈くつ服ぷくしない者もいるのだということを目まの当たりにしながら、どうしても認めたくない。認めれば彼の生き方を支えて来た人生哲学が、根底から覆くつがえされてしまうような気がした。

「強いのだな」

　ラオは言った。

「強いですとも」

　アスカは言った。「母親ですから」

　その目を見て、ラオは思わずぎょっとなった。

　リィカを、死んだ自分の母親を思い出したからだ。

『ルウ、ラオ、シュン。アザリンと仲よくするのよ』

　死ぬときに枕元に自分たちを呼び、そう言っていた母──。

　あのときの母と、今の彼女は同じ眸めをしている。

　魅み入いられるように、ラオはその瞳ひとみを凝視した。

　認めたくはないが、認めないわけにはいかないほど、見れば見るほどその眸は、母のあの目によく似ていた。

　見られたくない、自分の中の女め々めしい一面さえ、見透かしてしまうようなその瞳に、ラオは怯おびえさえした。それと同時にまた、懐なつかしくもあった。

『アザリンと仲よくするのよ』


『仲よくするのよ……』




『するのよ……』




『するのよ……』



「やめろお！」

　思わずラオは、叫んでいた。

「やめてくれ！　今さら俺を、そんな目で見ないでくれえ！」

　手にした鞭むちを、振り上げる。

　気がついたときには、はっしとばかりに打ち下ろしていた。

　アスカはそれを、細い肩で受けた。

　悲鳴を押し殺して、苦痛に耐えるその表情が、ラオの、病んだ心をよけいに刺激した。

「なぜ泣かぬ！」

　再び鞭を振り上げた。電磁鞭である。大の男でも、叩たたかれれば苦痛に悲鳴を上げぬ者はない。

「母親の強さが、どれほどのものか！」

　再び力まかせに振り下ろそうとした、その刹せつ那な──、

「やめろっ！」

　凄すさまじい力で、むしゃぶりついて来た者があった。

　シュンである。

「やめろ！　やめてくれ、兄あに貴き！」

　シュンは叫んだ。泣いていた。「もうじゅうぶんだろう」

「うるさい！」

　払いのけた拍子に、鞭が当たって、シュンの頰ほおに傷きず痕あとを残した。

「大だい丈じよう夫ぶか、シュン」

　弟の頰から流れる鮮血に、思わず我われに返ったラオである。「すまん」

「その目だよ」

　シュンが言った。「その目が、俺の好きな、ラオ兄貴の目さ」

「お前まで、何を甘いことを！」

「なあ、兄貴」

　シュンは哀かなしいような、泣きたいような目で、兄を見た。

「俺たちずっと、仲のいい兄弟だったよな。アザリンも入れてさ。それがいつから、こんなになっちまったんだろうな？」

「知れたことよ。父が殺され、一族が虐ぎやく殺さつされたあの日から……」

　言いかけて、ラオは慌あわてて首を振る。「ええい！　そのような気弱なことで、銀河の覇は者しやとなれるか！」

「違うよ、兄貴……」

　シュンは悲しげに、

「俺たちの欲しかったのは、銀河なんかじゃなくて──」

「言うなッ！」

　再び電磁鞭が、シュンの肩に唸うなりを上げた。

「この女を公開処刑までの間、監かん禁きんしておけ！」

　語気荒く、部下に命じる。

「ついでにこの甘ちゃんの伯爵シユンとやらもな──！」







「当然と言えば当然だが、警戒はきわめて厳重で、蟻ありの忍び込む隙すき間まもない」

　アスカ・コリア元准将が軟なん禁きんされている建物の見取り図を指差しながら、ハロルド・カトリ元大佐は説明する。「入り口脇わきには装甲車まであったからな。ま、普通の奴なら、近づくのは愚ぐの骨こつ頂ちよう、自殺行為と思うだろう」

「ところがあいにくと俺たちは、普通じゃない」

　同じ絆きずなで結ばれた仲間、アンドレセンが言った。「なにせ、とびきり普通でない人の下で、長いことつとまった連中だ。それは普通でなくなるさ」

「戯ざれ言ごとを言っている場合ではない」

　たしなめたのは、マコト・ヤマモト元少将である。「事は慎重に運ばんと、取り返しのつかないことになる」

　ところがいつもなら同席者一同身がひきしまるはずの、ヤマモトのその一言も、今日に限ってはさっぱり説得力がないのである。

　ヤマモトの隣となりにいる、人物のせいであった。

「さすがにいいこと言うよ、マコちゃんは」

　ラアルゴンの女提てい督とく、もと海賊船長のシア・ハスが、ヤマモトの腕にすがるようにして、目を細めているのだ。これでは緊張感もなにも、あったものではない。

「あたいが惚ほれたお人だけのことはあるねえ」

「惚れるのは勝手だが……」

　ヤマモトはなぜか沈痛な面おも持もちで、ハスを見た。「その、マコちゃんという呼び方を、なんとかしてはもらえないだろうか？」

「いいじゃないか。マコトだからマコちゃんで」

　ハスはもう、ヤマモトべったりである。「かわいいよ」

「私にもいちおう、提督の威い厳げんというものがあるのでな」

「ないって」

「…………」

「安心しな。たとえ威厳がなくても、星回りが悪くても、マコちゃんはマコちゃんさ」

「う～」

　ヤマモトは頭を抱かかえた。彼がこれほど、自分の星回りを呪のろったのは、タイラーの部下になった当初以来である。

　それにしても奇妙な作戦会議ではあった。安ホテルの一室、そこに仲よく集まった元惑星連合艦隊の士官連中と、ラアルゴンの女提督。呉ご越えつ同どう舟しゆうと言おうか、ロミオとジュリエットと呼んでよいものか……。

「それにしても……」

　カトリは隣のアンドレセンに、そっと小声で囁ささやいた。

「なんでまた、ヤマモト閣かつ下かみたいなきわめつけの堅かた物ぶつに、あんな蓮はすっぱだけど妖よう艶えんなお姐あねえさんが惚ほれちゃったんでえすかねえ……」

「いいじゃねえか、こいつばかりはあくまで個人の問題だ」

　アンドレセンはにやにや笑いながら言った。「縁えんは異いなもの、さ」

「それにしても……」

「とにかく今は、いかにしてコリア准じゆん将しようを救出するか、それが先決である」

　ありったけの威厳を搔かき集め、ヤマモトは言った。「皆の意見を聞きたい」

「ヨッ、かっこいい！」

　ハスがすかさず、まぜっ返した。

「少し、黙っていてくれないか」

　怒ったというより困ったような顔で、ヤマモトはハスに言った。「調子が狂う」

「どうせあたいは、育ちが悪いよ」

　ハスはごねた。

「そういうことを、言ったんじゃない」

　タイラーとはまた別の意味で、ヤマモトにとってはやりにくい相手であった。

「あれでけっこう……」

　そんな二人を見ながらつぶやいたのは、キョンファ・キム元少佐である。「まんざらでもないのかもしれませんね、あの二人」

「違いない」

　カトリとアンドレセンは即座に、口を揃そろえて同意した。







「女を引き出せ！」

　ラオは命じた。時計の針は午前５時を指さしている。

「本気で母を見捨てるのか……、イサム・フジ」

　もし、そうだとすればそれはそれで、なぜか許せない気持ちに、ラオはなっている。幼い頃に母親と死別しただけに、母というものに対する幻想が彼にはあった。イサムの母親を人ひと質じちにしたのも、それが彼にはいちばんこたえるだろうと思えばこそだ。それが自分の脆ぜい弱じやくな一面の裏返しであることに、彼は気づいていない。

　目隠しをされ、後ろ手に電子手錠をかけられたアスカ・コリアとすれ違うとき、ラオは彼女にだけ聞こえるような、小さな声で囁いた。

「もしあなたの息子が、現れなければ──」

　ふっと、優やさしい顔になって、彼は言った。アスカに見られなかったのが救いだ。

「私は彼を、軽けい蔑べつする」

　それに対し、アスカが軽くうなずき、口元に微かすかな笑みを浮かべたのはなんだったのか──？

「待ってくれ！」

　叫びつつまろびつつ、走って来たのは、ススム・フジ大将であった。

「アスカに罪はない！　処刑するなら私も処刑してくれ」

　日頃がそんな台詞せりふとは、疎そ遠えんとも思える人物だけに、滑こつ稽けいを通り越してその表情は悲痛でさえあった。

「ほう」

　面おも白しろそうに、ラオはフジ大将を見た。

「この女は、お前の妻ではあるまい」

「確かに！」

　真剣な目で、フジ大将は言った。「だが、息子の母親だ！　それに……」

「それに、なんだ？」

　ラオの厳しい追及に、口ごもったフジ大将だったが、覚悟を決めたように目をつぶると、一気に言ってしまった。

「生しよう涯がいにただ一人、真剣に愛した女性なのだ！」

　思わず高笑いしたのは、ラオである。

「これは思わぬ余よ禄ろく。とんだ茶番！」

「アスカ～！」

　打ちひしがれた表情で、フジはアスカを見た。「信じてくれえ」

「信じるわ」

　目隠しをされたままで、アスカは微ほほ笑えむ。「とても嬉うれしいわ、閣かつ下か」

「そんな、閣下などと他た人にん行ぎよう儀ぎな」

「でもどうして、その言葉を、イサムが生まれたときに言ってくださらなかったの？」

「し、しかたがなかったんだ！」

　必死に弁明するフジ大将。

「家か内ないは上官の娘だ。出世にも響くし、世せ間けん体ていもあった……」

「でも、私からイサムを取り上げることはなかったでしょう？」

「それも、しかたがなかった。家内が息子を欲しがった。私が家内に逆らえるわけがないじゃないか！　しかたがなかったんだ。すべて丸くおさめるにはそれしか……」

「あなたはいつもそうだったわ」

　寂しそうな口元で、アスカは言った。「体面、仕事、出世……。だから私も、仕事に逃げたのよ。４年前、イサムが私を訪ねて来たときも、心を鬼にして突っぱねたの。あの子は恨うらんだでしょうね。でも、奇跡のようにいい子だったわよ。あなたの家庭で、育ったのが信じられないくらいにね……」

「あれに言わせると、私はいい反面教師なのだそうだ」

「かもね」

　白い歯がこぼれた。歯並びの美しさは、そのまま息子に受け継がれたらしい。

「昼メロは、そこまでにしていただこう」

　ラオが二人の間に割って入った。「いちおうこの話は、スペースオペラなのでな」

　アスカは広場にしつらえられた刑場に引き出された。３Ｄテレビカメラが数台、設置されている。

　銃を持った兵士が、十数人。お膳立てそのものにオリジナリティーはないが、ものものしさはじゅうぶんであった。

　ラオは時計を見た。６時５分前──。

「構え！」

「待ってくれ！」

　フジ大将が叫んだ！

「儂わしを撃うて！」

　その声には耳を貸さず、無情にもラオは合あい図ずの右手をサッと挙あげた。「撃ち方用意！」

　６時、２秒前！

「撃──」

「待てえっ！」

　その声の方を振り向いて、ラオは思わずほくそ笑む。

「来たか」

　イサムだった。アザリンも一いつ緒しよだ。

「やはりな。嬉うれしいぞ」

　イサムはアザリンの体を楯たてにするように左手で抱かかえ、右手に握った光線銃レイガンの銃口を、その頭に当てている。彼女の顔にしかし不安の色は微み塵じんもなく、むしろ恍こう惚こつとしていた。

「イサム！」

　フジ大将が叫んだ。

「イサム！」

　アスカは狼ろう狽ばいした。「どうして──！」

「母さんを釈しやく放ほうしろ！」

　イサムは叫んだ。「さもないと、陛へい下かの命は保証しかねる」

「これはおかしい」

　ラオは一笑に付ふした。「お前にそんなだいそれたことができるとは思えんがな……」

「試してみるか」

　できれば試したくはないのが、イサムの本心である。「ここまで追いつめた、お前が悪い」

「お前のようなチンピラ、せめて追いつめて本気にさせねば、相手に取って不足なのでな……」

　平然として、ラオは言い放った。「震えているぞ。そんな手で人は撃てんな」

「撃ってよいぞ、イサム。遠慮するな」

　イサムの腕の中で、アザリンが言った。その声はあくまで皇帝としての威い厳げんに溢あふれ、凜りんとしていた。「お前に撃たれるのなら、よい。この数日は、楽しかった……」

　最後のほうは、16歳の少女の声であった。

「ほう、わずかの間にうまく手なずけたな」

　ラオの唇くちびるが、わなわなと震えた。「あやかりたいものだが……」

「母を放せ！」

「気の毒に」

　憐あわれむように、蔑さげすむように、ラオの薄い唇が動いた。「お前のしたことは、まったくの無む駄だだ。むしろ俺の手間を省はぶいてくれたにすぎぬ。もともと俺の目的は、貴き様さまではなく、アザリンなのだからな」

「知ってるさ」

　今度はイサムが笑う番であった。「だが、そうは思い通りに事は運ばない。僕が何の考えもなしに、ノコノコこの場に現れるとでも思ったか？」

「どういう意味だ？」

「お前の考えに、賛同しかねる人間のほうが、はるかに多いということさ。しかもお前の、すぐ近くにさえな」

「その通りだ」

　その声に、はっと振り向くラオであった。

　車椅子の人影と、それにつき従う巨体が、朝日をバックに、ひときわ異い彩さいを放っていた。

「兄者！　シュンもか──」

「兄あに貴き、もうやめよう」

　巨体に似合わぬ悲しそうな目で、シュンが言った。

「俺たちの復ふく讐しゆうはもう終わったんだ。アシュランが、ラアルゴンを征服した瞬間にな」

「俺の復讐は、まだ終わってはいない！」

　ラオは叫ぶ。「忘れてたまるか！」

「ならば、ラオ」

　それまで黙っていたルウが、静かに口を開いた。「お前は地球とラアルゴンだけではなく、ここにいる兄弟二人をも敵に回すことになる」

「くく……」

　ラオは背中越しに、イサムを睨にらんだ。「お前が手を回したというのは、このことだったのか？」

「そうだよ」

　アザリンの頭から銃口を離し、イサムは最初からエネルギーを充塡チヤージしていない光線銃レイガンを路上に投げ捨てた。

「陛下、承知の上とはいえ、この無ぶ礼れい、お許しください」

「よい」

　アザリンは短く言った。「母を想う気持ちは、誰しも同じだ」

「勿もつ体たいない……」

「ラオ、放してやれ」

　ルウが言った。「シュンから事情は聞いた。イサムとやらの母親を釈放してやれば、今回のお前の勇み足、大目に見よう」

「くっくっ……」

　ラオの両肩が小刻みに震えた。笑っているのだ。

「勇み足だと……」

　おかしくてしかたがないという表情で、ラオはただ笑う。「俺はアザリンを本気で亡き者にしようと画かく策さくしたのだぞ、兄者。その俺を大目に見るの一言で許せるのか？　本気で言っているのか？　どこまでお人好しなのだ兄者は。それでよく、公王がやっていられる」

「悪ぶるのは、やめてくれよ」

　シュンが言った。「兄貴は立場上の重圧から、無理をしすぎたんだ。兄弟三人、いや、アザリンを入れて四人、また昔のように仲よく、銀河を治おさめよう」

「呆あきれた馬ば鹿かどもだ。みんな……」

　ほとほと愛想が尽きたとでも言わんばかりに、ラオは、刑場の中央に縛しばられたままのアスカ・コリアへと歩み寄った。

「わかったよ……」

　マントの下に忍ばせた、短銃の引き金に手をかける。

「返事はこうだ！」

「危あぶない──！」

　叫んだアザリンがラオの腕に飛びついたおかげで、狙ねらいはわずかにそれ、急所は外はずしたものの、発射されたビームは、アスカの胸を貫つらぬいていた。

「母さん！」

　さらに第二撃を加えようとするラオを、シュンが後ろから羽は交がい締じめにした。

「離せ！　シュン」

「離さねえ！」

　シュンは泣いていた。「こればっかりは兄貴の命令でもきけねえよ」

「母さん、母さん！」

　イサムは母にすがった。

　アスカはうっすらと、目を開ける。

「イ……サム」

　血の気の失うせた顔はしかし、笑っていた。「母さんと、呼んでくれるの……」

「当たり前じゃないか！」

　自分でも、これは相当にくさいなと思いながら、それでもイサムはためらうことなく言った。「母さんは、僕の母さんだ！」

「ありがとう、イサム……」

「死ぬなよ」

「アスカ！」

　今度はフジ大将が、アスカの体を抱き止めた。「儂わしが悪かった！」

「父さん」

　イサムは母の介かい抱ほうは父にまかせ、静かに立ち上がった。

「今日の父さんは、僕が今まで見た父さんの中で、いちばんカッコよかったよ……」

　そのままつかつかと、ラオに歩み寄る。

「ティン・ラオ！」

　怒りに燃えた目で、ラオの眼を正面から射る。「やってくれたな」

「やったとも」

　シュンに羽交い締めにされたままで、ラオはなおも嗤わらう。

「余りにくだらぬ茶番なのでな、少しは面おも白しろくしてやったのだ」

「ラオ兄ちゃんのばかあ！」

　叫んだのはアザリンだ。「イサムがかわいそう……」

「どいたどいたどいた！」

　救急カバンを持ったドクター・キタグチが、人垣を搔き分けて前に出て来た。

「動かしては危険じゃ！　そっと地面におろせ、そっとな」

　言われるままに、アスカを地面におろすフジ大将である。

「先生……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ、助かる。いや、助けてみせる！」

　自分がシラフであることも忘れて、ドクターは言った。

「イサム。遠慮はいらんぞ。あとは思う存分にやれ！」

「わかってるよ、先生」

　言われなくてもである。「こいつだけは、許さねえ」

「ほう──」

　ラオはイサムを見た。

「どう許さないのかな？」

「こうだ！」

　イサムの鉄てつ拳けんが、ラオの顔面に音を立ててめり込んでいた。

　人垣の中で口笛がした。

「やるもんだ」

　アンドレセン准将であった。

「よくやったぞ、イサム」

「貴き様さま……」

　叫ぼうとして、ラオは叫べなかった。鼻血が溢あふれたのだ。

　呆あつ気けにとられたシュンの手を振りほどき、掌てのひらで鼻血を拭ぬぐう。自慢のマントが台無しだ。

「貴族の顔を人前で殴なぐるのが、どういうことだか知っていような」

「知っているつもりだ」

　イサムは一歩も退ひかない。「決闘なら、望むところだ」

「殺してやる」

　ラオは自分の血を嘗なめた。「もはや容よう赦しやはせん」

「やるがよかろう」

　成り行きを見守っていたルウが言った。「立ち会い人なら、私がなろう」

「決闘にも、いろいろあるぜ」

　シュンが言った。

「剣、銃、素す手で、なんにする？」

「こいつにはハンデがある」

　ようやくに余裕を取り戻したラオが、あの薄笑いを浮かべて言った。「貴族のたしなみを何も知らんのだからな。せめてもの情け、決闘の方法はそちらに選ばせてやろう」

　彼は墓ぼ穴けつを掘った。

「本当だな」

　確かめるように、イサムが言った。「待ったはなしだぜ」

「アシュラン貴族に二言はない」

「上出来だ」

「どうするのだ、イサム」

　気き遣づかうように、アザリンが言った。「ラオはあれで、武芸百般には優すぐれた男。言っては悪いが、まともにやりあって、そちに勝ち目はないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです、陛下」

　イサムは笑って言った。「戦艦を１隻せき、僕にお貸しください」

「どうするのだ？」

「戦艦対戦艦。宇宙空間での一騎討ちで勝負します！」














第七章　私　闘









　戦艦『紀伊』と『周防すおう』、性能はそれぞれに拮きつ抗こうしている。全長は『周防』のほうが１００メートル近く大きいが、『紀伊』のほうが装甲は厚い。攻撃力は互ご角かくだが、火力では『紀伊』がまさり、航空機の搭とう載さい能力では『周防』のほうがはるかに上回っていた。速力、航続力、通信能力、電子装備はまったくの互角だ。あとは登場者の腕である。

　ティン・ラオは『紀伊』を、イサム・フジは『周防』を、それぞれ決闘の〝武器〟として選んだ。

　だが、剣や銃とは違って、戦艦は一人では動かせない。条件を同じにするため、それぞれ五人の部下を、操艦要員として選べることが認められた。それとて戦艦を動かすためには、必要最低限の人数である。

　ラオが選んだ五人は、バーセルミ男だん爵しやく、ロコフ准男爵、ドナー卿きよう、コトセット卿、パーカー卿。いずれも旧ふるくからアシュラン大公家に仕つかえて来た、信頼の置ける部下であった。地球の古い表現を使えば、〝三み河かわ以来の〟家臣といったところだ。

　それに対してイサムが選んだ五人というのは──、




　元惑星連合宇宙軍少将　マコト・ヤマモト

　同・元准将　カール・ビョルン・アンドレセン

　同・元海兵隊准将　ボブ・キーナン

　同・元大佐　ハロルド・カトリ

　同・元海兵隊大尉　ミッキー・クライバーン




　と、タイラーを別にすればおよそこれ以上は望めないほどの錚そう々そうたる面子メンツであった。

「こいつめ、とんでもねえ野郎だ」

　アンドレセン准将などは、イサムをつかまえてこう言ったものだ。

「自分の決闘にかこつけて、最高のメンバーを揃そろえやがった。本当なら、二等兵の分際で提督の真ま似ねごとなどとんでもない話だ」

　もちろん、ニコニコしながら言ったことは言うまでもない。

「それにしても嬉うれしいぜ。よくぞ俺を選んでくれたものよ。こちらも暴れたくてうずうずしてたんだ」

　と、目を細めて言う。程度の差こそあれ、他の四人の気持ちも似たようなものだったろう。

『それにしても、海兵隊から二人も選ぶとは……』

　アンドレセンは思った。『こいつはイサムの奴やつめ、最後は白はく兵へい戦せんでカタをつける気でいやがるな』

　キーナンもクライバーンも、白兵戦のプロ中のプロである。アンドレセンとてその気になれば、並の兵隊十人分の働きはする。目の前で母を撃たれた、イサムの決意のほどがうかがえる人選であった。

「白兵戦要員としてなら、ドクター・キタグチの飲んだくれを選んだほうがよかったんじゃねえか」

　冗談めかしてそう言ったのは、キーナン准将である。「あれでけっこう、あの藪やぶ医者は頼りになるぜ。なにせ、例の隠し武器があるからよ」

「そうも思いましたが、ドクターには母についていてもらいたかったんです」

　イサムは言った。

「見上げた心がけだ」

　クライバーン大尉が、笑いながらうなずいた。「俺なんざ、生んでもらったおふくろとは、十とおのときにケンカ別れして、それっきりよ」

「お前さんと一緒にしちゃ、坊やが気の毒だぜ」

　キーナンが言った。「確かお前は八人兄弟の……」

「六番目です」

　日頃が無口なクライバーンだけに、こうも自分のことを話すのは珍しい。「なにせこの体でしょう。親父の稼ぎだけじゃ、食っていくのも大変で、口べらしのために、軍に入ったんですよ」

「泣かせる話だぜ」

　アンドレセンが言った。

「そろそろ行きましょうか。フジ艦長」

　カトリ大佐が言った。

「微速前進、ドッグを出ろ」

　艦長席で、イサムは命令した。

　なかなかこれで、様さまになっている。

　のちに、あのジャステイ・ウエキ・タイラー提督さえ凌りよう駕がする超スピード出世を遂とげ、銀河にその大ありと謳うたわれた名将イサム・フジ元げん帥すいの、思えばこれが司令官としての初うい陣じんであった。







「地球から交信が入っていますぜ」

　慣れぬ手つきで通信機をいじりながら、クライバーン大尉が言った。通信士用の狭いシートは２メートル10センチの巨体には小さすぎ、白兵戦用の熱戦斧ヒートホークしか握ったことのない彼の太い指に、通信装置のツマミ類は細かすぎた。

　キム少佐ならものの数秒でやってのける操作にたっぷり５分もかけて、ようやく立体スクリーンに画像が出た。

「ドクター！」

　イサムは思わず叫んでいた。「母の容体は？」

『安心しろ、峠は越した』

　ドクター・キタグチは笑顔で言った。『助かるぞ』

「よかった……」

　ほっと胸をなでおろすイサムである。

『それよりイサム、あんなラオとかいう人でなしには、死んでも負けるなよ』

　立体モニターの中でキタグチは激げき励れいした。

『全地球人と、ラアルゴン人がお前の味方だ』

「わかっています」

　イサムは決意も新たに唇くちびるを嚙かんだ。「負けやしません。母のためにも、アザリンのためにも……」

『よく言った。それでこそ地球男児だ。みごと本ほん懐かいを遂とげてみせろ』

「はい。帰ったら、一緒にまた一杯やりましょう」

『不良め！　これは全宇宙に中継されておるんじゃぞ』

「あちゃー！」

『ま、よかろう。五体無事で、酒の飲やれる体で帰って来い！」

　そこで画面は、勇気ある少年イサム・フジを激励するための、惑星連合宇宙軍軍楽隊による演奏シーンに切り替わった。

　地球の引力圏を離脱した戦艦『周防』は、エルガーの行進曲『威風堂々第１番』に送られて、月軌道上を静かに進む。

「速力、第一戦速に増速」

「了解ラジヤー！　速力、第一戦速に増速」

　イサムの命令を、カトリ大佐が復唱した。

　月が、見えて来た。

　あの月の裏側で、ラオの乗る『紀伊』が待ち受けているはずであった。

「畜ちく生しよう、腕が鳴るぜ」

　キーナンが武者ぶるいしている。

　軍楽隊によるＢＧＭがロッシーニの『泥棒かささぎ』序曲に変わった。

「こりゃ、選曲はドクターの趣味だなあ……」

　イサムがぼやいたとき──、

「艦長！」

　艦内モニターを見ていた、アンドレセンが叫んだ。

「中央船せん倉そうに誰だれかいやがる！」

　一瞬ブリッジに、緊きん迫ぱくした空気が流れた。

「本当か？」

「この反応は、間ま違ちがいないぜ。しかも、どうやら二人……」

「どう思います？」

　イサムはヤマモトを見た。

「アシュランの、破壊工作員とでも考えるのが、もっとも妥だ当とうな線でしょうなあ……」

　ヤマモトが言った。

「その可能性なら、おおいにありうるぜ」

　キーナンがつぶやく。「そのくらいのことは、やりかねない奴やつだ」

「畜ちく生しようめ！　俺が見て来る！」

　クライバーンが立ち上がった。

「気をつけろ」

　相あい棒ぼうのキーナンが、声をかける。

「艦長！」

　ところがその緊張感も解けないうちに、またしてもアンドレセンが叫んだ。

「正体不明の艦が１隻、本艦と平航するように追つい尾びしてくる！」

「なんだ？」

　そうでなくてもややこしいこのときに、である。「ラオの『紀伊』か？」

「違う。この反応は、もっとずっと小さい」

「この宙域には決闘の間、どんな船舶も入れないことになっているのに……」

「それこそアシュランの、刺し客かくじゃないのか？」

　操そう舵だ輪りんを握りながら、カトリが言った。「来るなら来やがれ！」

「正体判明！」

　アンドレセンが叫んだ。「こいつは！　ラアルゴンの駆逐艦だ！」

「ラアルゴン、まさか？」

　一瞬、いや～な予感が背筋を走り抜けたヤマモトである。

　予感は的中した。

『ハロー！　マコちゃ～ん』

　聞き覚えのある、甘ったるい声が、通信用モニターの中から聞こえた。

「うげげ……」

　思わずのけぞるヤマモト。

「シア・ハスの姐ねえさん！」

　アンドレセンが嬉うれしそうに叫ぶ。「来てくれたんですかい？」

『来ちゃいけないって言われてたけど、マコちゃんがいるからやっぱり来ちゃった』

　立体モニターの中でウキウキしながら、ハスがはしゃいでいる。『ごめんね～！』

「う～」

　ヤマモトは頭を抱かかえたままだ。

　ラアルゴン駆逐艦ガルギュランは、ぴったりと『周防』に寄り添う。とんだランデブーであった。

　そこへ──、

「密航者をお連れしました」

　クライバーン大尉が、二人の密航者をエスコートして現れる。

「イサム！」

「う～」

　今度はイサムが、頭を抱える番であった。

「どうしても心配だから、来てしまったぞ。許せよ」

　アザリンはマントを翻ひるがえし、勧すすめられもしない提督席にイサムと並んで座った。

「楽しい決闘になって来やがったぜ」

　キーナンが笑った。「さて、もうひと方、そちらの御ご仁じんは？」

「お邪じや魔まする」

　長身のラアルゴン士官が、恭うやうやしく辞じ儀ぎをした。

「元神聖ラアルゴン帝国国防長官ル・バラバ・ドム。陛へい下かの護ご衛えい役にて、失礼つかまつる」

　文字通り仲よくの、呉ご越えつ同どう舟しゆうであった。

「どないせえちゅうんじゃ」

　イサムが思わず、嘆なげきたくなる気持ちもわかる。

「よいではないか」

　アザリンが言った。「そちと離れてみてよくわかったぞ。イサム、お前と一緒にいると、私は楽しいのだ。パコパコと一緒にいたときのようにな」

「そういう問題では……」

「これで命はそちに預あずけた。しっかりと戦えよ」

「とほほ……」

　これもあるいは女難かと、イサムは思った。

「陛下、恐れながら我々はイサム殿の邪じや魔まにならぬよう、オブザーバーとしての立場に徹てつするべきかと……」

　ドムがかしこまり、頭こうべを垂たれて言った。

「わかっておる」

　そのアザリンの足元に、もうひとつ、まとわりつく黒い影がある。

　あの強化犬バイオドツグ、一度はアザリンの命を狙ねらった、いや狙わされた、パコパコ２号であった。今はすっかり、アザリンになついている。

『もう、どうにでもなれ』

　イサムは思った。

　と──、

『にぎやかなものだな、イサム・フジ』

　スクリーンを見上げると、そこに五人の部下を従えた、ティン・ラオの憎々しい顔がある。

『定員超過は厳重な反則だが、ま、逃げずにやって来た愚おろかしさに免めんじて、大目に見てやろう』

「僕のせいではない」

　イサムは言った。

「陛下が勝手に……」

『安心しろ。陛下も一緒に、宇宙の塵ちりに変えてくれる。だが──』

　横目で、ガルギュランを睨にらんだ。

『そちらの駆逐艦は、ちょっとばかり目め障ざわりだな』

　サブモニターの中で、『紀伊』の主砲が、ぱっと閃ひらめいた。強力なフェーザー砲の火線が、ガルギュランをかすめる。

「ハス！」

　ヤマモトが叫んだ。やはりなんのかんのといって、心配なのだ。

『心配するな。今のは威い嚇かくだ』

　しかし至近弾を受けて、ガルギュランにも少なからぬ被害が出たことは間違いない。

「ハス！　下がっていろ」

　ヤマモトが叫んだ。

『そうはいかないよ』

　血の気の多い、もと海賊である。『ここまでなめられて、引き下がったとあっちゃあ、今後の商売に響くからね。ハス姐ねえさんも必死だよ』

『ならば、次は一撃で沈めてやろう』

　ラオが命令し、『紀伊』の主砲が目標を求めて微び細さいに照準を動かした。

「下がるのだ！　ハス」

　命じたのは、それまで『周防』のブリッジで黙っていたル・バラバ・ドムである。「元国防長官の命令が聞けんというのではあるまいな」

「く……く……」

　悔くやしさのあまり上気するハス。髪の毛と同じくらいに、赤くなったうなじが艶つやっぽい。

「お嬢、ドム閣下もああ言っておられるし、ここは下がるのが得策では……」

　先代からの副官、ロダン・グルグも後退を促うながし、ハスはしぶしぶ、涙を呑のんだ。

「わかったよ。野郎ども、離脱だよ！」

『ということになりました』

　律りち義ぎなグルグは、わざわざ『周防』のブリッジに向かって頭を下げた。

『それではヤマモトのお兄あにいさん、姐さんのぶんまで、あとのことはおひとつよろしくお願い申し上げます』

　堅かた気ぎに対してはやけに腰が低いのが、職業的海かい賊ぞくの特徴である。

「ヤマモト提督も、海賊の襲しゆう名めいが近いかもな……」

　カトリがアンドレセンに囁ささやいた。

『さて、邪じや魔ま者ものも消えたところで、いよいよ本番といこう』

　ラオが微ほほ笑えんだ。『俺はオーソドックスな戦法が好きだ。お互いに反対方向に旋回しながら、近づいたところで撃ち合うというのはどうだ？』

「本当に、オーソドックスだな」

　イサムが言った。「つまり、きわめて単純な、火力と装甲による運試しというわけか」

『そうだ。貴き様さまはあのタイラーの一番弟で子しだ。変な小細工を弄ろうされてはかなわんからなあ……』

　どこまで本気かわからない表情で、ラオは言った。『どうする？』

「いいだろう」

　罠わなかもしれないが、イサムは受けて立った。「ではこちらが時計回り、そっちが反時計回りということでどうだ？」

『異存はない』

　通信はそこで切れた。

　月の遠日点を軸線に、『周防』は時計回り、『紀伊』は反時計回りで、ゆったりとした円弧を描く。

「２８０秒後に、最接近です」

　ヤマモトが報告した。太陽系内だから、とても高速は出せない。まさに決闘の名にふさわしいのどかさであった。

「右舷に敵を見るわけか」

　イサムはつぶやいた。提督席の座り心地を確かめるかのように座り直す。

『提督……、見ていてください』

　この場にはいないタイラーに向かって、心の中でつぶやいた。

「すべての主砲を右舷に向けろ！　右舷副砲、光子魚雷もスタンバイ！　シールドも右舷前方に集中！」

「了解！」

　アンドレセンがうなずく。

「フェーザー高角砲、ポムポム砲、敵の誘導兵器に備えろ！　全力射撃用意！」

　初めてにしては、なかなかにてきぱきとした命令である。

「坊や、はりきってるな」

　キーナンがアンドレセンに囁ささやいた。

「ああ、こいつはけっこうやるぜ」

　中年男同士の間で、さわやかな白い歯がこぼれる。

「射程まであと10秒！」

　身が締まる一瞬である。

「８……７……６……５……４……３……２……」

　距離が詰まり、モニタースクリーン一杯に、『紀伊』の姿が広がった。

　互いに右舷の砲を、相手に向かって指向しているのが、モニターでも確認できる。命中云々以前の射距離だった。

「１……０……」

「撃うてーっ！」

　イサムが叫ぶ。同時にルウも叫んだ。

　閃せん光こうがほとばしり、衝撃が艦体を揺るがした。

　互いに少なからぬ命中弾を与えたようだった。こう近くては、シールドもほとんど役には立たない。まるで帆走船時代の戦い方であった。

　それでよいのだと、この戦いに参加したものは誰だれもが納得していた。男と男の決闘にはふさわしい。

「きゃっ！」

　衝撃で床に投げ出されそうになったアザリンに、イサムは手を差し延べた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　陛下」

「大丈夫だ」

　アザリンは笑顔で言った。「ゾクゾクするほど、楽しいぞ」

「各部の被害知らせ！」

「二番主砲塔、被弾！」

「右舷一番、三番、七番副砲被弾。使用不能！」

　少なからぬ被害が出ている。もちろん相手のほうも、同じくらいの被害を被こうむっているのだろうが……。

「オートダメージコントロール装置作動！」

　離れて行く『紀伊』を後方モニターに確認しながら、イサムは命じた。そうこうする間にも、被害報告は次々ともたらされる。

「暗号室大破！　ワープトレーサー、使用不能！」

「第１０７、１１０、１２４、１２５、１２８、各ブロック被弾損傷！」

「隔かく壁へき閉へい鎖さだ！」

　戦艦の中は隔壁によって無数のブロックに仕切られており、損傷したブロックは閉鎖して、空気の流出を防ぐ。戦艦が相当なダメージを被っても耐えられるのはこのためだった。しかし、それとても片舷にばかり攻撃を集中されては限度がある。

「飛行甲板、被弾。三番重力カタパルト、大破！」

「再び射程距離にまで接近するのは、５７０秒後です」

「今度は主砲を左舷に向けろ！」

　イサムは命じた。

「敵もそうするようです」

「カトリ大佐」

「は？」

　金髪の美男士官が振り向いた。

「少し、蛇だ行こうしてください」

「そりゃまた、なんで？」

「わざとフラフラして、こちらの損害を、実際よりも大きく見せかけるんです」

「なるほど！　敵を油断させるわけだな。了解した！」

「なかなかやるな」

　思わず唸うなったのは、ル・バラバ・ドムである。「さすがはタイラーの一番弟子！」

　再び距離が詰まる

「３……２……１……」

「撃て！」

　前にも倍する、衝撃があった。

「二番、四番副砲損傷！」

「左舷、六番光子魚雷発射管使用不能！」

「スタンドオフ用遠距離レーダー、大破！」

「メイン測距儀、大破！」

「メインマストも、どこかへ行っちまったぞお！」

　これで『周防』は、左右両舷、まんべんなく被弾したことになる。まさに満まん身しん創そう痍い。しかしそれは、『紀伊』も同じだ。

　ここでイサムは、命令した。

「右舷回頭、１８０度──！」

「なんと！」

　ベテラン揃ぞろいの乗組員たちも、これには仰ぎよう天てんした。

「敵の背後へ、くらいつけ！」

「なるほど、ケツから敵のおカマを掘ろうってのか！」

　アンドレセンは叫んで、一瞬アザリンと目が合い、思わず赤面した。

「陛下は今の言葉、聞かなかったことにしてください」

「苦しゅうない」

　これでけっこう、純なところもある男なのである。

「瞬間的に、けっこう強い横Ｇが来ますよ！」

　カトリが警告する。

「みんな、耐えられるか？」

　イサムが心配そうに訊きいた。

「誰だれに向かって言っている」

　キーナンが、鼻で笑った。「俺たちゃそんなの慣れっ子よ。心配するとしたら、そこにいらっしゃる陛下と坊や、お前さんがいちばんＧに弱そうな顔をしているぜ」

「子供扱いはしないでくれ！」

　イサムが叫ぶ。

「同じく、よけいな気き遣づかいは無用！」

　アザリンも言った。

「敵の後部に接舷してやるぞ！」

　イサムは強烈なＧに耐えながら、言った。「総員白兵戦準備だ！」

「待ってました！」

「そうこなくちゃな」

　満を持じしてその命令を待っていたキーナン、クライバーンの海兵隊２メートルコンビが、装甲宇宙服アームド・スーツに着替えながら言った。

「少しは骨のある奴やつが、いてくれよ」

　イサムも簡易宇宙服を着込みながら、

「陛下、ここで待っていてください」

　と、アザリンに言った。

「生きて帰れよ、イサム」

「はい」

「待て！」

　ヘルメットを被かぶろうとするイサムを一瞬制して、

「イサム……」

　それは電光石火の早はや業わざであった。イサムの頰ほおに、アザリンは熱い、柔やわらかいものをくれたのだ。あまりの一瞬であったので、ブリッジにいた誰もが、それに気づかなかったほどである。ただ横にいたル・バラバ・ドムが、黙って横を向いただけであった。

　彼は口が固い。

「陛下……」

　イサムは一瞬、頰に手をやった。「なんという勿もつ体たいない──」

「共和制への布ふ石せきだ」

　わざと無表情に、アザリンは言った。「死ぬなよ」

　かくしてイサム・フジは、地球人としては初めて、ラアルゴン皇帝に接せつ吻ぷんされるという得がたい名誉にあずかったのである。

　だが、喜んでばかりもいられなかった。

「敵が──！」

　モニタースクリーンを指差して、カトリ大佐が叫んだ。いつの間にか、『紀伊』の巨大な艦首が、正面に迫っている。

「どうやら、敵も同じことを考えたらしいな」

　目前の危機を前に、まるで他人事のように、アンドレセン准将が言った。

「主砲撃て！」

　イサムは叫んだ。

「三式弾だ、急げ！」

　イサムの命令はただちに実行に移された。







「機関停止！」

『紀伊』の操縦を担当していた、パーカー卿が叫ぶ。

「小こ癪しやくな！　これが地球の新兵器か！」

　ラオはブリッジに仁に王おう立だちになり、叫ぶ。

「だがもう遅いわ！」

　あの悪魔に魅入られたかのような表情が、その顔に浮かんだ。「このまま惰だ性せいで突っ込むのだ！」

　ラオは喜き々きとしていた。

　戦えるのが、嬉うれしくてしかたがなかったのだ。

「イサム・フジ、お前も白兵戦で決着をつけたいとみえるな」

　それこそラオの、望むところであった。

「待っていろ、俺が選んだ五人の恐ろしさ、骨の髄ずいまで味あわせてやるわ！」

　幽気を身にまとったかのような五人の部下をその背中に従えて、ラオは怪鳥のように、黒いマントを広げた。

　その下は、黒光りする鎧よろいのような装甲服である。彼の体に合わせてスリムだが、とんでもない力を秘めているのだ。

　惑星カトキアの名工に命じて造らせた、特注品であった。

　五人の部下たちも、それぞれの体格と技能に合わせた装甲服をすでに着込んでいる。

　血を見ることは必ひつ至しであった。

　凄すさまじい衝撃とともに、戦艦『紀伊』と『周防』とは、それぞれの艦首を、相手にめり込ませていた。














第八章　肉弾の宴うたげ









　二丁の熱戦斧ヒートホークを構えたクライバーン大尉が、まず先陣切って『紀伊』の艦内へと躍おどり込んだ。その後にキーナン准じゆん将しよう、アンドレセン准将、さらにイサムが続く。

　殿しんがりを、ヤマモトが受け持った。

　正しよう真しん正しよう銘めいの、殴なぐり込みである。

　不意に目の前に、六人の悪魔が立ちはだかった。

　大破した艦の中から漏もれる、何かの光をバックにして、なかなかの演出効果である。

「よく来たな、イサム・フジ」

　中央、長身の人影が言った。ティン・ラオに間ま違ちがいない。「ここを貴き様さまらの、墓場にしてやる」

　古典的な台詞せりふだが、それなりに決まった。

『ＢＧＭが欲しいな』

　イサムは思った。

　サン・サーンスのオルガン交響曲の第２楽章。そんなところか。

「ぬかせ！」

　アンドレセンが叫んだ。

　いきなり腰だめで、ビームライフルを発射する。

　火線はしかし、ラオの胸板で、虚むなしく弾はじかれた。装甲服の、ビーム兵器に対する防ぼう御ぎよは完かん璧ぺきらしい。

「言ったはずだぞ、白兵戦とな」

　ラオが笑った。「かかれ！」

　獣けものの猛たけりを上げて、双そう方ほうの巨体が組み合った。

　クライバーンにはロコフ准男だん爵しやく、アンドレセンにドナー卿きよう、キーナンにバーセルミ男爵、ヤマモトはコトセット卿、そしてイサムにはパーカー卿が、それぞれ襲いかかった。

　ラオはその様子を、悠ゆう然ぜんと見ている。

「うるあ──！」

　身長２メートル10センチのクライバーンよりも、さらにロコフ准男爵は頭ひとつ大きい。それでいて均きん整せいの取れた、戦士の体格なのである。

　凄すさまじい怪力で、特殊合金の戦棍メイスを打ち下ろす。それを辛かろうじてクライバーンは、二丁の斧おのを十文字に交差して受けた。

　装甲宇宙服アームド・スーツの脚部が、床板を突き破ってめり込んだ。

「ふう」

　再びロコフは、戦棍メイスを振り上げる。

　凄まじい破壊力だ。あれをもう一度くらって、持ちこたえる自信は、さしもの怪物クライバーンにもない。彼の長い実戦経験の中でも、自分よりも体格においてまさるものとの一騎討ちは、これが初めてのことであった。

「ちいっ！」

　クライバーンは手にした熱戦斧ヒートホークで、ロコフの胴を真横に薙ないだ。

　手て応ごたえはあった。確かにあった──。

　しかし、ロコフはひるまなかった。戦棍メイスが唸うなりを立てて、クライバーンの肩に打ち下ろされた。

　装甲宇宙服の上からでさえ、脳天が痺しびれるほどの衝撃であった。

「むううう──」

　クライバーン大尉はよろけながら、みしっという嫌いやな音を聞いた。肩けん甲こう骨こつに、ひびの入る音である。

「かはあ！」

　ロコフが、クライバーンの胴を巨大な腕で抱きかかえた。そのまま装甲服ごと、力まかせに締め上げる。ベアハッグの体勢である。

　完全に、決まった。

「があああああああ」

　象が踏んでも壊れない装甲宇宙服が軋きしんだ。

　小型ミサイルの直撃にも耐えられるよう設計された装甲が、悲鳴を上げている。

　クライバーンにしてみれば、格闘戦において生まれて初めて、両足が地面から離れるということを経験していた。

　呼吸が止まった。

「化け物め──！」

　自分のことは棚たなに上げて、肺に残っていたすべての空気とともに、クライバーンは叫んでいた。自分がこの言葉を他人に対して叩たたきつけられるとは、これまで思ってもみなかっただけに、一種の快感はある。

　熱戦斧ヒートホークを捨てた両手の拳こぶしを、左右から同時に、ロコフのヘルメットの上からこめかみあたりを狙ねらって、力まかせに叩きつけた。

　双そう峰ほう貫かん耳じ──。

　ロコフの力は緩ゆるまない。

　逆に──、

　ぴきいっ！

　クライバーンの肋ろつ骨こつが、二本ほど音を立てて折れた。

「くわっ！」

　痛みをすべて怒りに転化させたクライバーンの第二撃は、ロコフの両肩に加えられた。ベアハッグが、一瞬緩む。

　両足が、床に戻った。

「だあ──！」

　ベアハッグに来ていたロコフの両腕を、クライバーンはさらに上から、抱え込んだ。そのまま肘ひじ関節を決める。

　相撲すもうでいう、閂かんぬきであった。

　今度はロコフの顔が、苦痛に歪ゆがんだ。しかしその表情は、ヘルメットの下である。

　べしっ！

　装甲服のジョイントごと、ロコフの両肘は砕け散った。

「くはああああああ──」

　ヘルメットごしに絶ぜつ叫きようを発し、ロコフの巨体は床を転げまわった。

　それを見下ろしながら、クライバーンはにかあっと、会かい心しんの笑みを浮かべた。







「きえええええ──！」

　ドナー卿の強化服は、軽い。

　彼の得意の、蹴けり技を主体とした空中殺法の威い力りよくを、最大限に活いかすように造られているのだ。

　両脚部には、ジャンプ力を高めるための、特殊な板ばね状の合金まで使ってあるという凝こりようであった。

　アンドレセンは身を沈め、辛からくもこの、最初の飛ひ鳥ちようの一撃をかわした。

　ヘルメットのバイザーが、砕くだけ散った。

　風圧で、である。

　破片が目に入ったかしたらしい。

　一瞬視界を奪われたアンドレセンの後頭部に、きれいな後ろ回し蹴りが入った。

「ぐう」

　しかしアンドレセンは、倒れなかった。体重差がある。

　技は驚くほど切れるが、ドナー卿の体格は、アンドレセンよりもはるかに小さい。身長で10センチ以上、体重に至っては三分の二ほどではあるまいか。その体格差が辛うじて、アンドレセンを踏みとどまらせた。

「きいたぜ」

　首を振りながら、アンドレセンは言った。

　クライバーンやキーナンに比べれば小さいが、それでもじゅうぶんに大男の部類には入る、立りつ派ぱな体格である。特定の武道に打ち込んだことはないが、喧けん嘩かなら場ば数かずを踏んでいる。少々の技なら、巨体と経験で封じて来たのである。

　しかし目の前の相手は、恐るべき強敵であった。もしこいつにアンドレセン並の体格があったら、おそらく宇宙最強であったろう。そう名乗っても、アンドレセンは文句は言わない。

　とにかく技は、驚くほど切れる。

「さあ来い！　勝負はこれからだ」

　ドナー卿が前に出た。

　その体が、ふっと、前に沈んだと見るや──、

　ぐうん！

　床すれすれで一回転したドナー卿の足が、思いもかけぬ角度で、アンドレセンの肩口にクリーンヒットしていた。

　浴びせ蹴りである。

　地球の、古い骨こつ法ぽうという武道にある技だが、おそらくそれに酷こく似じしているだけで、実際にはドナーのオリジナルであろう。

　一瞬、相手を見失ったアンドレセンの虚きよを突いて、みごとなまでに決まった。

　アンドレセンの巨体が飛んだ。

　そのまま背中から、隔壁に叩きつけられた。

「むおう！」

　一瞬、息が止まる。

　ドナー卿が近づいて来た。

　必要以上にグロッキーに見せかけたのは、敵を欺あざむくアンドレセンの芝居である。いや、事実、かなりきいていた。並の人間なら、即死していても不思議はない。

　強化服がなかったら、アンドレセンも危あぶなかった。

「けっ！」

　間合いを見はからって、アンドレセンの、脚が伸びた。気心の知れた仲間から、

「あいつの蹴りは人間というより、馬の蹴りだ」

　と言われるほどの、アンドレセンの蹴りである。

　だが、ドナー卿も、その攻撃は読んでいたのだ。

　ヒットする寸前、咄とつ嗟さに身を引いて、イチかバチかの蹴りを避けた。のみならず、伸びきったところで、がっちりとその脚を受け止めてしまった。

　これでアンドレセンの死命は、完全にドナー卿によって制せられた。次にどんな攻撃を加えようとも、思いのままである。

「まいったね……」

　片足を摑つかまれたまま、アンドレセンはニヤッと笑った。「こりゃどうも」

　無防備になったアンドレセンの股こ間かんに、ドナー卿が文字通り、一撃必殺の蹴りを加えようとした刹せつ那な──、

「きえい！」

　抱えられた右脚を軸に、アンドレセンの巨体が一回転した。全体重をかけての、乾けん坤こん一いつ擲てきの蹴りが、ダイナマイトの破壊力で、ドナー卿の後頭部に炸さく裂れつした。

　ぐらり──、

　ドナーの体はゆっくりと傾き、そのままどうと、音を立てて床に崩くずれたのである。

「ふう」

　アンドレセンは冷や汗を拭ぬぐった。技では完全に圧倒されていた。一瞬の勝機に賭かけた、喧嘩の達人アンドレセンの執しゆう念ねんが、わずかにドナーの技にまさったにすぎない。

「いい勝負だったぜ」

　心からそう思う、アンドレセンだった。ひさびさに、いい汗を流した。







　ヤマモトの勝負は、一瞬でついた。

　誘っておいて、蹴り上げてくるコトセット卿の前蹴りを、彼は肘ひじと膝ひざではさむようにして、装甲服ごと脛すねを砕いてしまったのだ。

　極きよく陽よう流奥おう義ぎ、蹴り足挟はさみ殺し──。

　空手の交差法である。防御と攻撃、一体となった技だ。

　コトセット卿が弱かったわけでは、決してない。

　むしろ実力は伯はく仲ちゆうしていたと思う。達人同士の勝負ほど、えてして一瞬、一撃で決まることがあるものだ。

　そのことを誰だれよりもよくわかっているのは、勝ったヤマモト自身であったろう。

　砕かれた脛を押さえ、悶もん絶ぜつするコトセットを、ヤマモトは虚むなしい目で見つめていた。

　強者とは常に、孤独なのである。







　キーナン准将とバーセルミ男爵との一騎討ちは、それとは逆にお互いの秘術を尽くしたものとなった。

　体格も互ご角かく。

　技も互角──。

　それまで、お互いに体格とパワーにおいて敵を圧倒して来た二人が、初めて好敵手を得て、思う存分に力と技を出し合う。そんな勝負であった。

　観客のいないのが惜しい。

　流れるような技の攻防、力の応おう酬しゆうは、芸術の名さえに値したかもしれない。

　キーナンが仕掛ければ、バーセルミが返す。

　バーセルミが投げれば、キーナンは投げられながらも関節を決める。

　それをまた、バーセルミが返す。

　組んずほぐれつ、立ってよし寝てよし、素人しろうと目には、どちらが攻撃しているのかさえわからない。

　それほど高度な勝負であった。

　戦いながらキーナンはぞくぞくしていた。自分にこれほどまでの奥おう義ぎを使わせる相手が、この宇宙に存在していた。ただそれだけのことが、嬉うれしくてしようがなかったのである。

　戦争の最中でさえ、常にキーナンは、その力をセーブして戦っていたのである。それが、このバーセルミという男は、自分のすべての力を、発揮させてくれる。いや、ひょっとするとキーナンよりも強いかもしれない。

　それがまた、嬉しい。

　おそらく戦っているバーセルミも、同じ気持ちであったに違いない。

　なまじな味方より、こうして肉と肉、骨と骨とでぶつかったほうが、人間はお互いをよく理解できる。

　格かく闘とう技ぎは最高のコミュニケーションだ。それがボブ・キーナンの哲てつ学がくであった。

　初めて会った敵でも、戦ってみれば、その男が歩んで来た人生さえわかる。

『そうか、お前も寂さびしかったのか』

　バーセルミのひとつひとつの技の切れ、痛みを己おのが肉体に刻みつけながら、キーナンは震えた。

『戦え！　思う存分に、俺の体で、その技を試してみろ。お前が体得したすべてのものを、この俺に対して遠慮なしに奮ふるえ！』

　二人の、格闘技の天才の、火花を散らす争いは、しかし呆あつ気けない幕切れとなった。

　投げ、蹴り、打ち合い、絞め、秘術の限りを尽くした攻防の結末は、関節技サブミツシヨンで決まった。

　寝技でもつれ合った体勢のまま、バーセルミはキーナンのアキレス腱けんを、キーナンはバーセルミの腕を、同時に決めた。

　装甲宇宙服アームド・スーツの上から、お互いの関節を決め合った白兵戦は、宇宙開かい闢びやく以来、おそらくこれが初めてのことだったであろう。

「折るぞ！」

「折れっ！」

　触れ合う宇宙服の振動で、お互いの声を確認し合った二人は、それぞれ捕らえた相手の関節に、力を込めた。

　みしっ、

　べきいっ！

　複数の関節の折れる、嫌いやな音がした。

　装甲宇宙服アームド・スーツのジョイントをものともせず、関節は折れ、靭じん帯たいはちぎれた。

　やがて──、

　ゆらりと、幽ゆう鬼きのように立ち上がった装甲宇宙服アームド・スーツは、キーナンであった。

　その左足首が、奇妙な、ありえない角度でねじ曲がっている。装甲服の踵かかとの部分には、無数の亀裂が走っていた。

　それでも恍こう惚こつとして、彼は立っていた。

　アキレス腱を粉ふん砕さいされたというのに、とんでもない精神力である。

　肩関節を砕かれたバーセルミは、失神して立てない。

「素す晴ばらしい、勝負だったぜ」

　彼は倒れたライバルを誇らしげに見つめ、言った。「また、挑戦して来い。待ってるぜ」







　簡易宇宙服しか着て来なかったことを、イサムはすぐに後こう悔かいした。

　パーカー卿は、はっきり言えばラオの、五人の部下のうちで、もっとも弱かったであろうが、それでもイサムよりは、はるかに実戦慣れしていた。

　振り下ろすヒート剣を、辛かろうじて受け止めただけで、両者の力量の差は、わかってしまった。パーカー卿はその瞬間、自分に与えられたこの獲え物ものを、できるだけ時間をかけて、嬲なぶり殺しにしてやろうと決意したのであった。

　イサムには相手の桁けた違いの強さが、重い重圧となってのしかかった。

　パーカー卿はイサムを追い立て、さんざんにいたぶった。両者の技量には、赤ん坊と兵隊ほどの差があったのである。

　何度目かに甘い、手て加か減げんした突きをくらったときに、イサムは支えきれず、思わず尻もちをついていた。

　これでやられると思った。

　どうせ死ぬならと、手にした剣を、思い切りよく突き出していた。

　その捨て身の一撃が、倒れたイサムにとどめを刺そうと、うかつに近づいたパーカー卿のヘルメットを、まともに叩たたき割っていたのである。







「馬ば鹿かめが！」

　部下たちの醜しゆう態たいを眺めながら、ラオは叫んだ。「油断しおって……」

　まあよい。

　イサムの相手は、自分がする。

　この手でイサムを、葬ほうむってやる。

「覚悟！」

　そう叫び、腕に覚えのある鞭むちを引き抜いて、挑いどみかかろうとしたとき──、

「待ていっ──！」

　百ひやく雷らいのごとき一いつ喝かつ、凜りんたる声の、その正体はと見れば──、

　アザリンであった。

　しかも、いつものアザリンではない。

　その髪と同じような、真紅の装甲宇宙服アームド・スーツを、彼女はその、御おん身みに纏まとっていた。

　装飾を施ほどこし、しかもその胸には、皇家の紋章が、粲さん然ぜんと輝いている。

　これぞ彼女が、特注で造らせた、宇宙でただ一着、皇帝専用の特製装甲宇宙服スペシヤル・パワード・スーツであった。

　戦車の一個師団くらいなら、簡単に全滅させられるほどの武器が内蔵されている。

　防ぼう禦ぎよ力も、並ぶものがない。

　それでいて、美しい。

　そのまぶしさに、イサムは思わず目を伏せたほどである。

「お前の相手は私だ、ラオ！」

「望むところ──！」

　ふたつの影が、見上げるイサムら一同の、はるか頭上で交錯した。

　最初の激突は、空中──。

　そして地上に着地した瞬間、アザリンの特製装甲宇宙服スペシヤル・パワード・スーツから、無数のマイクロミサイルが発射された。それらがゆらりと、蛇だ行こうした航こう跡せきを描きながら、一いつ斉せいにラオを襲う。

「なんの──！」

　ラオはシールドを張って応戦した。彼の強化服に内蔵されたマイクロコンプレッサーが、猛もう烈れつな勢いで特殊な粒子を含んだ風を吹き出し、それらが目に見えない壁となって、マイクロミサイルを弾はじき飛ばす。

　はずれたミサイルがあちこちで爆発した。イサムは必死でよける。なんとも迷惑な戦いだ。

「くらえ──！」

　今度は、ラオが、強化服の腕部に内蔵された粒子ランチャーで、アザリンを狙ねらった。隠し武器の多いところは、さすがに特注品だ。

「カイザーシールド！」

　アザリンが叫んだ。専用強化服カイザー・スーツの両肩に内蔵された磁じ場ば発生装置が、強力なシールドを形成し、ビームを中和・吸収した。

　息づまる戦いである。

「さすがに皇帝だな、アザリン」

　息をはずませながら、ラオが言った。

「そちらこそ──」

　汗を光らせて、アザリンも言った。「さすがはラオにいちゃんだ」

「次の一撃で、決めてやるぞ」

「来い！」

　再び跳ちよう躍やくした両者が、空中で激突した。

　スーツの能力にも助けられ、常人が肉眼で捕らえうるスピードではない。

　イサムには、ただ、火花の散る一瞬としか見えなかった。

　勝負はただの一撃で決していた。

「ふ……」

　着地したラオが、あの冷たい笑いを浮かべて振り向いた。

「強くなったな、アザリン」

　ラオの装甲宇宙服の、胸のところから、ビームソードの柄つかが生はえていた。つーっと一筋、その口元から赤い縷いとが垂たれた。

「あの泣き虫が……」

「ラオ！」

　アザリンが叫ぶ。「なぜだ！　わざと斬きられたな、きさま」

「違うよ……」

　ラオは力なく言った。自分の体重を支えようとして支えきれず、片膝をつく。

「お前が強くなったのさ、アザリン……」

　くわっと、夥おびただしい量の血を吐いた。

「痛いな……。斬られるというのは、こういうものか……」

　あの薄笑いが、いつの間にか、険けんのとれた、優やさしい微笑になっていた。

　それが、氷の貴公子と言われたティン・ラオの、彼の本来の表情であるらしかった。

「ラオ！」

　アザリンがラオを抱き起こした。

「これでいい……」

　蒼そう白はくになりながら、ラオは言った。「これでうまく行く……。俺は最初から、いらなかったんだ。だがどうせなら、お前の手にかかって死にたかった……」

「ラオ！　死ぬな！　死んではならぬ」

「無茶を言うな……」

　目を閉じながら、ラオは消え入りそうな声で、

「いくら皇帝でも、それは傲ごう慢まんというものだ……。だが、お前に殺されるなら、俺は本望だよ」

「ラオにいちゃん！」

　アザリンはもはや、少女の表情になっている。泣いていた。

「帰りたいなあ……。あの頃に……」

　それがラットバルド選帝侯ティン・ラオの、最後の言葉であった。

「アザリン……」

　イサムがそっと、アザリンを立たせる。

「終わった」

　アザリンが言った。「イサム、自分の過去を精算するというのは、なかなかにつらいものだな」

「これからですよ、陛へい下か。未来を築くのは」

「ああ……」

　ゴゴゴ……と、『紀伊』の艦体が揺れた。

「爆発する！」

　ヤマモトが叫んだ。「総員、脱出だ」

　決闘が終われば、彼が最上級者であった。イサムは一いつ介かいの、もと二等兵にすぎない。

「しかし、こりゃあかなりやばいぜ」

　アンドレセンが言った。「正面から衝突したうえに、内部でだいぶ派は手でに、ドンパチやらかしたからな……」

『紀伊』だけでなく、『周防』の爆発も、時間の問題かと思われた。

　そのとき──、

『ヤッホー！　マコちゃん、聞こえる？』

　モニタースピーカーから、シア・ハスの弾んだ声が飛び込んで来た。

『今すぐ助けに行くからね！』

「助かる！」

　ヤマモトのこんな笑顔というのも、考えてみれば久しぶりであった。







　駆逐艦ガルギュランに一行が移乗した直後、戦艦『紀伊』と『周防』とは嚙かみ合ったまま爆発四散した。

「ラオの火か葬そうだ」

　広がる火球を見ながら、アザリンがつぶやく。

　カイザースーツを脱いだその肩を、イサムがそっと抱き寄せた。

「うまくやりやがったな」

　アンドレセンは若い二人を見ながら、思わず微ほほ笑えんだ。「イサムもあれで、師匠以上に、手は早いのかもしれねえ」

「しかしたいへんなのは、これからだぞ」

　ヤマモトが言った。「ラオが倒されたことを知れば、アシュランの残る二人の兄弟も、ただですますまい」

「それを考えると、頭が痛えよ」

「なあに、あたいとマコちゃんが組めば、無敵さ」

　シア・ハスがウキウキしながら言う。「ね！」

「あのなあ……」

　ヤマモトの頭痛は、当分おさまりそうもない。

「噂うわさをすれば、なんとやらだぞ」

　ル・バラバ・ドムが、モニタースクリーンを見ながら促うながした。

　無数の光点が、ガルギュランに迫りつつあった。

「来やがったな、アシュラン艦隊め」

　その数、ざっと見つもっても千は下くだらない。

「どうする？」

　ヤマモトが訊きいた。

「どうするって……」

　アンドレセンがつぶやく。「戦うしかねえだろが。勝ち目はねえけどよ」

「やろうよ」

　シア・ハスが言った。「地球とラアルゴンの、未来のためにさ」

「異存はない」

　ル・バラバ・ドムが短く言った。

「陛下とイサムだけ、脱出艇に乗せてよ」

　キーナンが言った。

「そうするか……」

『その必要はない！』

　いきなりスピーカーから、聞き覚えのある声が言った。

「その声は！」

「タイラー！」

「タイラー提てい督とく！」

　一同、腰が抜けるほど驚いた。

「どこから？」

『目の前の、艦隊からさ』

　タイラーが言った。

「すると──」

『ああ、各星域の、叛はん乱らん軍ぐんを統合した艦隊だ。地球奪だつ還かんのためのな』

「ああ、提督！」

　ヤマモトはほとんど、愛していますと言いかけた。

『イサム、聞こえるか？』

「はい、聞こえます、提督」

　瞳を輝かせ、イサムは言った。「よくぞそれだけの艦隊を！」

『もともとそういう不満分子は、多かったのさ』

　タイラーは余裕で言った。『僕が核になれば、すぐにもこのくらいは集まる』

「さすがだな、タイラー」

　ドムが感かん嘆たんした。「そういうことなら及ばずながらこの私も、貴き公こうに力を貸すぞ」

『その声はドム提督だな』

「そうだ」

『君がついてくれるのなら、鬼に金棒だ』

「おだてるな」

　ドムは笑って、

「しかしアシュランも運が悪い。宇宙で最強の提督と二番目に強い提督が、手を組んで攻めて来るのだからな……」

「確かに……」

　ヤマモトはつぶやいた。タイラーとドムの共同戦線、それがどんなものになるのかは、神のみぞ知る、だ。

「しかし忘れるなタイラー、この戦いが終わったら、貴公と俺とは、再び敵同士だぞ。ミッドウェーでの借りは、必ず返すからな」

『わかってるって』

　それからタイラーは、

『イサム』

「はい」

『君がアシュランの目をそらせてくれたおかげで、僕のほうはとてもやりやすかった。礼を言わせてもらうよ』

「そ、そんな……」

『これで君も、正しよう真しん正しよう銘めい、僕の弟で子しだな』

「は、はい！」

　イサムの頰ほおは上気し、瞳ひとみは潤うるんでいた。

　宇宙はいよいよ、熱い。














予　章　地球への遠い道









「ユリコ・タイラー夫人ですね」

　兵士の足音が、軟なん禁きんされていたホテルの一室の前で止まった。

「はい」

　乳ち飲のみ子のキサラを胸に抱き、乳を含ませていたユリコは、静かにうなずく。

「公王ルウ様の命により、あなたの身み柄がらを拘こう束そくします」

　目つきの鋭するどい、アシュランの士官が言った。

「もう、拘束されていたと思っていたけど……」

　皮肉めかして、ユリコが言う。不安は微み塵じんも顔に出さない。

「さらに厳重な監視下に置かれるということです、申し訳ありませんが御ご了りよう承しようください」

「わかったわ」

「準備のために10分さしあげます。その間に御用意くださいますよう……」

　ようやく寝ついたキサラを揺り籠かごに寝かせ、着のみ着のままで持って来た少ない荷物をスーツケースに移しながら、しかしユリコは微ほほ笑えんでいた。

「ついに立ち上がったのね、ジャスティ。地球のために……」

　彼女には夫の考えていることが、たとえ何百光年離れていてもわかる。

「それでこそあなたよ……。あたしとキサラのことは気にせず、思う存分におやりなさい」

　ホテルの外が騒がしい。地球人の暴ぼう徒とを、アシュランの兵士たちが鎮ちん圧あつしようとしているのだ。







「戒かい厳げん令れいは、発令された」

　ティン・シュンは、短く事実だけを、兄に告げたのであった。

「そうか、御苦労だったな、シュン」

　車椅子の公王は、静かにうなずく。

「な、兄あに貴き」

「なんだ？」

「ひょっとしたらラオ兄貴は、俺たちの中で誰だれよりも、アザリンを愛していたのかもしれないな」

「ああ……」

　ルウは微かすかに、微笑んだかのように、シュンには見えた。「そうかもしれない」

　ルウの目は、目の前の全天空スクリーンを凝ぎよう視ししていた。

　スクリーンの中、叛乱軍の艦隊を示す光点は、刻一刻、数を増しつつあった。

　一度は手しゆ中ちゆうにおさめた銀河だったが、認識の甘さを、兄弟は嫌いやというほど思い知らされている。

「タイラーを侮あなどりすぎた。しかしラオ。お前の死は、無む駄だにはせぬよ」

　ラオの中の、あの冷れい徹てつな一面が、ルウに乗り移ったかのようであった。

『タイラー、いかに艦隊を集めようとも、我々の手には、まだ貴き様さまの妻と子が、人ひと質じちとして残っているのだぞ。それでもアシュランに弓を引くか、タイラー』

　切り札のはずであった。しかしなぜか、ルウの胸むな騒さわぎは消えない。

　ふと、アザリンの表情が、ルウの脳のう裏りをよぎった。

『何を今さら！』

　ルウは激しく頭を振り、アザリンの影を追い払った。

『ラオよ、弟よ！』

　ときに宇宙暦７００３、晩秋──。

　嵐はまだ、始まったばかりであった。














無責任解説







秋津　透　　






　うーむっ、これだっ、これですね、これっ！　正しいスペースオペラは、こーでなくてはいかんっ！　さすがは吉岡さん、燃えておりますっ！　例によって見事に燃えておりますっ！　いやーっ、大したもんだ、堪たん能のういたしました。

　と、いうわけで、もしも読者あなたが先に解説を読んでいるなら、悪いことは言わない、すぐ本編を読みなさい。立ち読みしてるなら、買いなさい。まだ手に入れてない無タ責イ任ラ男ーシリーズがあるなら、いい機会だ、買っておく事をお奨すすめする。（ついでに、秋津透ぼ　くの書いた閃光戦隊ジユエルスターズシリーズも買ってもらえれば、大変うれしひ）

　実際、本編『アザリン16歳』は、傑けつ作さくぞろいの無タ責イ任ラ男ーシリーズの中でも、また特に燃える物語はなしだ、と僕は思う。何と言っても、登場人物キヤラクターの一人一人が、本当に生き生き伸び伸びと動き回っている。やはりこれは、無タ責イ任ラ男ー宇宙ワールドが確実に定着してきたからだろう。タイラー御大はもちろん、ヤマモト提督、アザリン陛下、そして新米のイサム・フジ君から仇かたき役やくのアシュラン三兄弟ブラザーズに至るまで、全員が無タ責イ任ラ男ー宇宙ワールドの一員として、いや、一員などという意識もなしに、ごく自然に嬉き々きとして動き、戦い、生きている。こういう、確固とした、しかも人間味のある宇宙ワールドを造り出せる吉岡さんという作ひ者との才能と力量は、まったく凄すさまじいとしか言いようがない。そして、その宇宙ワールドを共有できる愛フ読ア者ンの方は、これはまったく幸運としか言いようがない、と僕は思う。少なくとも、吉岡さんの物語はなしを読んでその宇宙ワールドを共有できれば、人生が何割方か豊かに楽しくなる事は請うけ合いだ。




　ところで話はころっと変わるけど、吉岡さん、今回の物語はなしで完全にばれましたね。あなた、実は格闘技の通でしょー？（偏お執た狂くとまではいかなくても）そーじゃないかなーとは前々から思ってたけど、今回の決闘シーン、五対五マッチは、もろでしたねー。いやもうベアハッグ殺しは出るわ、片脚とられての延えん髄ずい斬ぎりは出るわ、交差法は出るわ、そしてきわめつけ、関節技サブミツシヨンで「折るぞ！」「折れっ！」だもんね。いやー、ははははは、燃えましたぜい。

　やはり燃える闘いの真しん髄ずいは、格闘技の肉弾戦にあり、という事でしょうか？　今度機会があったら、御一緒にプロレスでも見に行きたいものですね。（それにしても、いきなりザンギエフおじさんが出て来たのは、正直言って爆笑いたしました。）




　というわけで（どーゆーわけだ）、解説とも愛フ読ア者ンメッセージともつかない無責任な代しろ物ものはこれでおしまい。吉岡さん、せっかくの直々の御依頼だってーのに、こんな文も章んで済みませんでした。そして読者のみなさんは、わけのわからん解説にめげずに、吉岡さんの物語ストーリーを末永く愛読しましょう。ではまあ、そーゆーことで。

（次の閃光戦隊ジユエルスターズシリーズには、吉岡さんに解説書いてもらう事になってるんだ。嬉しいなったら嬉しいな♡　ルンルン♡）














またしてもなかがき









　ごめんなさい。

　終わりませんでした。アシュラン三兄弟篇、二巻ぶんではどうにもこうにも、決着がつけられませんでした。すいません。本当にごめんなさい。

　しかしほとんど、自分で自分の首を絞めてるね、今回のこの引きは……。

　来年早々にも決着のつくであろう、『タイラー第二部』は、完結の暁あかつきには〝アシュラン三部作〟と呼ばれることになるでしょう（ホントかね）。

　いや、それにしても……。

　１９８９年は、僕の生しよう涯がいにおける、画かつ期き的てきな激動の年となりました。

　初のシリーズ、『宇宙一の無責任男』が、正伝外伝合わせて６冊も出た。これだけでもまず画期的。ホントにみなさん、ありがとうございました。みなさんの応援がなければ、とてもとても……であります。

　それから、ファンクラブができたこと。これも、１年前を振り返ってみれば、ホントに夢のようです（ほかにもきわめて個人的な大事件もあったりするのですが、ここでは割かつ愛あいさせていただきます）。

　まったく公私ともに、激動の１年でありました（とかなんとか言って、これを書いているのはまだ９月だったりするわけだ）。

　来年の今頃は、どんなあとがきを書いているのでしょうか？　それまでにこのシリーズ、いっぱい出ているといいですね（と他人事のように言う）。

　それはひとえに、皆様の応援にかかっているのです。

　さあ、そうと決まれば今すぐ次回作を、本屋さんに予約に行こう！

　シリーズ⑥のタイトルは、『タイラー大逆転』だ！

　自己設定の締切り地獄は楽しいぞ！





吉岡〝○月までに上げます。その一言が地獄の始まり〟平

「いいですね～、この調子でやりましょう」（編集部・Ｓ山）






　追伸

　瓢ひよう簞たんから駒こまが出た！　作者公認タイラーＦＣ『タイラーがアニメ化されるならアザリンの声は本多知恵子しかない同盟』（略称ＴＡＤ）ついに正式発足。
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アザリン16歳さい
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